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はじめに 

本書は，スズキ DR 250 R の紹介並びに点検整備 
や主要部品の分解点検の要領を記載したもので 
あり，一般に知られている細かな説明は省略し 
てあります。 

概要，解説は車の特徴や主な機構を知るために， 
点検調整その他の項は点検整備の手引としてご 
活用下さい。 

本書によって知識を深め，お客様に的確，迅速 
なサービスを提供くださるようお願いいたしま 


to 


籲仕様変更などにより，記載内容が実車と 
異なる場合があリますのでご了承下さい。 

參本書に記載している説明用のイラスト類 
は作動の原理や作業の要領を示したもの 
で実際の形状と異なる場合があります。 

籲本書は整備に関することがらをすべて記 
載しているわけではあリません。スズキ 
二輪車の整備上の基本的な技能 • 知識な 
どを有する人（スズキニ輪代理店及び販 
売店）を対象に作成してありますので， 
これらの技能•知識の無い人は，このマ 
ニュアルだけで点検.調整 • 分解 • 組立 
てなどを行なわないで下さい。技能不足， 
知識不足などが整備上のトラブル，部品 
破損などの原因となる場合がありますの 
で必ずスズキニ輪代理店及びスズキ販売 
店にご相談下さい。 
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本書の使い方 


本書の使い方 

記載 ページの 探し方 

♦本書は記載内容をブロック別に分けて編集してありま 
す。 

•前ページの0次を见て，探したい内容がどのブロック 
に厲しているか選んでください。 

籲本書を右図のように曲げると，該当するブロックの最 
初のページの位置を見つけることができます。 

•ブロックの最初のページには，そのブロックの小目次 
が記載されておりますので，その中から必要なページ 
を選んでください。 



記載内容 

鲁内容をできるだけ分かりやすくするため，写真やイラ 
ストを中心に編燋してあります。 

春記載内容の見方 

① はブロックを表しています。 

② は各ブロック内の顼0を表しています。 

③ はサービスデータを 表して います。 

④ は作業の順序を表しています。 
































































本書の使い方 


構成部品と作業内容 

装置のタイトルの次にその機構部品図及び作業内容を示すとともに，締付トルク，給油箇所などの整備上の 
基準を示してある。 

(例）フロントフォーク 











本書の使い方 


シンボルマーク 

本書には，下記に示すようなシンボルマークが使われており，それぞれ作業上必要な情報を示し，次のよう 
な意味をもっている。 


マーク 

意 味 

マーク 

意 味 

H 

トルク管理を必要とする箇所および 
規定値を示す。 

^130^ 

ネジロック 130 3" を塗布する。 


オイルを塗布する。特に指示のない 
場合は，エンジンオイルを使用する。 

竹 1360] 

ネジロック 、'1360" を塗布する。 


スズキスーパグリス、、 A " を塗布す 

る。 

曲 

ブレーキフルードを塗布する。 

场 

シリコングリスを塗布する。 

^Licl 

エンジンクーラントを入れる。 


モリペーストを塗布する。 

dFORKl 

フォークオイルを入れる。 

rfl215j 

シール剤スリーボンド 、'1215" を塗 
布する。 

& 

電圧レンジで測定する。 

2161 

シール剤スリーボンド ''1216〃 を塗 
布する。 


抵抗レンジで測定する。 

_1207 

シール剤スリーボンド 、'1207 B 〃 を塗 
布する。 


電流レンジで測定する。 


シール 剤ス リー ボンド ''1104 ヶを塗 
布する。 

frSSh 

特殊工具を使用する。 


ネジロック 、'1322" を塗布する。 

E£C3 

4 輪スーパーギヤオイル 

(ハイボイドギヤオイル： GL 5) 


ネジロック 1342" を塗布する。 




(注） • 上表は すべてのシンボルマークを 示して いるので，このマニュアルでは 使われない シンボルマー 
クも含まれて いる。 

• 上表に該当しない場合は，本文中でシンボルマークを使わないで説明している。 
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概要 整備作業上の、;主意事項 


整備作業上の注意事項 


本嘗では作業上の91?!；事项や参考となる事項を次の3つの記号によって説明しており，それぞれ下記の意味 


をもっている。 


△注意 


王意1 



怠ると怪我につながる要注意事項 

怠ると部品の損傷などにつながる要注意事項 

一般的な注意事項や参考となる事項 


その他全般的な注意事項 

納車整備を確実にするために 

• 納苹前に清掃しながら傷，変色などについて点検する。外装品は傷がつきやすいので柔らかな布で清掃す 

ること。 

•ガソリンが古くなっていないか，またオイル，冷却水などの液而を点検すること。 

• タイヤの空気圧を点検すること。 

•ブレーキレバーやペダルの遊び，効き具合，ブレーキフルードの液面を点検すること。 

•バッテリは電解液を正しく注入し，端子を確実に締めること。 

•ランフ。類，メータ類，ホーンが正しく作動するか点検すること。 

• 安全上重要な締付箇所に緩みがないか点検する。 

• 試運転をしてエンジンのかかり具合，ブレーキ，ハンドル操作，リヤビューミラーの取付状態などについ 
て点検すること。 


安全な作業をするために 

• 二人で共同作業をする場介は，安全のためお互いに声をかけ会って作業すること。 

• エンジンを運転する場合は，換気の良い作業場で行なうこと。 

• 溶剤やガソリンなど燃えやすいものを扱う場合は，換気をすると共に火気に十分注意すること。 

• 電気系統の脱着作業をする場合は，バッテリの端子を外すこと。 

正確で能率のよい作業をするために 

• 故障診断は系統に沿って行い，無駄な分解作業をしないよう心掛けること。 

• 分解作業を行う場公は，あらかじめ正しい組立順序を確認しておくこと。 

• 分解した部品を組み立てる場合は，あらかじめよく \ m しておくこと。 

•潤滑剤，シール剤，ネジロックなどを使用する場合は，指定されたものを使用すること。 

•オイルシール，ガスケット，パッキン，〇リング，ロックワッシャ，コッタピン，サークリップなどを取り 
外した場合は，新品に交換すること。 

またガスケット，ハ。ッキンなどの接合而は，きれいにしておくこと。 

• セルフロックナットは2〜3回までとし，それ以上くり返して使用しないこと。 

• シリンダへッドの締付けは，その指示された順序に従い，クランクケースは太いボルトから細いボルトへ， 
内側から外側へ，対角線状に締め付けること。 

•燃料装置，潤滑装置，冷却装置，制動装置などの分解，組立てをしたあとは，配管や接合面などからの液 
漏れがないかをよく点検すること。 

• 特殊工具の使用が規定されている場合は，必ず使用すること。 

• 締付トルクが规定されている箇所は，トルクレンチを使って締め付けること。トルクの規定のない箇所は， 
巻末の整備情報に記載してある標準締付トルクを参照すること。ボルトやナットにオイルやグリスが付着 
した場合は締め付ける前に拭き取ること。 

• 部品を交換する場合は，スズキ純正部品を使用すること。 







国際単位系 〔 SI 〕 について 概要 


環境や資源を保護するために 

•オイルやクーラントなどの廃油，廃液は，みだりに捨てないで定められた方法で処理すること。 
• 交換された使用済部品の材質別の分別など，定められた方法で処理すること。 


国際単位系 〔 SI 〕 について 

1. 国際単位系 〔 SI 〕 とは 

現在，私達が一般に使用している単位は，メートル単位系のなかの重力単位系といわれているもので，長 
さ，重さ（力），時間が基本になっており主に工学，工業界で使用されています。 

SI 単位は，同じメートル単位系のなかで絶対単位系といわれているもので，長さ，質量，時間が基本にな 
って，今までは物理で使用されてきましたが，宇宙開発など，重力の異なる分野への進出により，工学， 
工業界で も SI 単位が使用され始めております。 

SI とはフランス語の国際単位系 （Le System International d ^ nites ) という意味の略称です。 

2. サービスマニュアルへの SI 単位記載について 

このサービスマニュアルでは SI 単位と従来単位を併記して記載しています。 

〔例〕締付トルク 10 N.m {1.0 kgf . m } 


3.締付トルクについて 

この サービス マニュアルでは締付トルク表示を ( kgf - m ) 単位とすると共に締付範囲の中央値を記載してい 
ます。 

〔例〕締付トルク 80〜120 kg-cm = i > 10 N*m {1.0 kgf . m } 


単位と換算係数(抜粋) 


項 目 

従来単位 

SI 単位 

SI への換算係数 

トルク 

kg.m 

N*m 

1 kg*m = 9.80665 N*m 

圧力 

kgf / cm 2 

kPa 

1 kgf / cm 2 = 98.0665 kPa 









概要 全体写真 


DR 250 RS 外観写真 
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車名及び番号打刻位置 概要 


車名及び番号打刻位置 


車名 


営業機種記号 

DR 250 RS 

開始車台番号 

SJ 45 A —100001〜 

通称名 

DR 250 R 

発 売 

1995年2月 

車名及び型式 

スズキ SJ 45 A 




打刻位置 




























概要 外観四面図及び性能曲線図 



スズキ SJ 45 A 型 


単位 ：I 


外観四面図 


倫 

/ r 


pn 〇 ' 




gJS 


走行性能曲線図 



20 40 60 80 100 120 140 

車 速 km/h 


エンジン性能曲線図 




機関回転速度 rpmx |〇3 


(軸距） 1450 

(全長) 2230 


外観四面図 





soo(!f<w) 




〇卜6 ( fe 蝱薜 . bBS ) 




エンジン回転数 


mlo 
rpx 



駆動力及び走行抵抗 kg 


軸トルク 


S 


; g/p 


30 


軸出力 PS 


30 


20 














































































































主要諸元 根 I 要 


潤 

滑 

装 

置 


潤滑方式 


油ポンプ形式 


油冷却器形式 


冷却方式 


冷 

却 

装 

置 


放熱器形式 


水ポンプ形式 


サ-モスタット形式 


低地上高 
燃料消費率 
制動停止距離 
最小回転半径 
始動方式 
種 類 

シリンダ数及び配置 


0.295 m 


(60 km/h) 47.0 km/ 


(初速 50km/h) 15.0 m 


2.3 m 


セルフ式 


ガソリン . 4 サイクル 


単•横置 


2半球形 

DOHC チヱーン駆動 
吸気2,排気2 


73.0X59.6 mm 


10.4 


31/8500 PS/rpm 


2.8/7000 kg.m/rpm 


変速機を含む 
長さ巾畐商さ 

310X370X445 mm 


24。 BTDC 


40。 ABDC 


54。 BBDC 


10。 ATDC 



圧送式 


トロコ イド式 


外置式 • 空冷 


油冷 



主要諸元 


営業機種記号 


通 


称 名 


疋番 乃* 


車名及び型式 


自動車の種別 


軸 


距 


原動機の型式 


総 排 気 量 


類 


長 


さ 


局 


さ 


車 両 
重 量 


前軸重 


後軸重 


計 


乗車 定員 


車 両 
総重量 


タイヤ 


前軸重 


後軸重 


計 


前 輪 


輪 


DR250RS 


DR 250 R 


11-208 


スズキ SJ45A 


軽 （2 輪） 


1.450 


J425 


0.249 


001 


2.230 


0.885 


1.205 


60 


66 


126 


87 


149 


236 


m 


m 


m 


kg 

kg 


kg 

人 


kg 


kg 


kg 


80/100-2151P 


110/90-18 61P 


4.60-18 63P 


最 


性 


原 


動 


機 


式 

形 

室 

焼 

燃 


構 

機 

弁 


程 

一丁 

X 

径 

内 


匕 

縮 


力 

出 

高 

最 


ク 

レ 

卜 

大 

最 


法 


寸 


開 


じ 

閉 


気 

吸 


開 


じ 

閉 


気 

bh 


開 


閉 


気 

掃 


弁又はポート開閉時期 




































































抵[要 主要諸元 


スフロケットホイ ーノレ 


湿式•多板•コイルスプリング 
機械式 


抵抗入りプラグ式 
外付抵抗器式併用 


刖輪軸 

キャスタ 

26。45， 

ト レール 

108 mm 

タイャの 

前 

輪 

軽合金 

21 X 1.60 

リ ム 

後 

毕冊 

軽合金 

18 X 2.15 

タイャの 

前 

ね!、 

早冊 

千ュ 

.ーブ有 

形 式 

後 

i 公 
甲 冊 

千ュ 

-ーブ有 


達 

装 


変 

速 

機 


式 


操作方式 


常時嚙合式 


足動式 


動 


機関から変速機 
までの機構 


機関一減速機一 
クラッチー変速機 


置 


充 

電 

発 

電 

機 


形 


式 


出 


力 


電圧電流 
調整器形式 


交流式 


12 — 12 V — A 


サイリスタ式 


蓄電池容量 4 (10) Ah 


気 


装 


装 

置 


断続器形式 


点火早め装置 
の形式及び性能 


点火 
プラグ 


型式 


無接点式 


電子式 -2。一30。 
(クランク軸角相当) 


CR 9 E ( NGK ) 
U 27 ESR-N ( ND ) 


ル 


点火時期 


7/1500 BTDCVrpm 


形 式 CDI 式バッテリ点火 



12(— ) アース V 


空気弁形式 手動式•ピストン式 


置 




ベンチュリ径 


可変(最大リフト 31) 



科 


装 


燃料ろ過器形式 


樹脂製網式 




型 


式 


13 E 0 


空気清浄器 

形式 

ウレタンフォーム式 

燃 

料 

材 

質 

鋼 

夕 

ンク 

容 

量 

10 H 


か 
一じ 
取 

形 式 


ハンドル幅 

815 mm 

—装 

置 

かじ取り角度 

左側 

45。 

右側 

45。 

1 制 

1 

形 式 

前後共： 

油圧式 

シングルデイスク 

作動系統及び 
制動車輪 

2-前1輪,後1輪制動 

■動 

ブレーキの 
胴径又はディ 
スクの有効径 

前輪 

224 mm 

後輪 

192 mm 

L 装 

マスタシリンダ又は 
ブレーキ弁の形式 

シングル形 

置 

マスタシリンダ内径 

前： 12.7 後:14.0 mm 

ホイール•シ 
リンダの内径 

前輪 

27.0 mm 


後輪 

30.2 mm 

緩 

前 

輪 

懸架方式 

テレスコピック式 

ばね形式 

コイルばね 

衝 

後 

輪 

懸架方式 

スイング アーム 式 

装 

ばね形式 

コイルばね.ガス併用 

置 

ショックアブ 
ソーバ形式 

前輪 

筒形複動式 

後輪 

筒形複動式 

車 

b 

< 

形 式 

セミダブルクレードル 

断面形状 

丸 

寸 法 

042 .7 X 1.6 mm 

消 音 器 

個数 

1 

灯 

火 

装- 

置 

等- 

前 照 灯 

1:白色: 35/36 - 5 W 

尾 灯 

5 W (制動灯と兼用） 

番 号 灯 

5 W 

制 動 灯 

21 W (尾灯と兼用） 

方向指示器 

前： 15 WX 2後： 15 WX 2 

非常点滅表示灯 

方向指示器と兼用 

後部反射器 

個数 

1 

警報 

装置 

警音器 

1平型電気式 

視保 
野装 
確置 

後写鏡- 

右 

固定式 

左 

固定式 

計 

速 
度 . 
計 

形 式 

フロントハブ，渦電流式 

性 能 

40 km/h 

器 

走行距離計の形式 

フロントハブギヤ式 


式 

形 

一 a 一 

歯 

減速機 
置 


式法 

方 
作 
形操 

クラツチ 

力伝 


止式 
防 

音 形 
雑 置 

電装 
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解説 エンジン 燃焼装置•動弁装置 


燃焼装置 

ピストン 

籲シリコン含有率の高いアルミ合金製 

ビストンリング 

籲トップリング-バレル形状 

♦セカンドリング——テーパ形状 

•オイルリング-サイドレールとエキスパンダスぺ 

ーサの組合せリング 


シリンダヘッド 

♦アルミ合金製 
籲燃焼室形状——2半球形 

籲バルブシートは吸 • 排気とも特殊焼結合金を圧入して 
います。 

シリンダ 

♦アルミ铸造製で，ピストン摺動部は耐摩耗性に優れる 
特殊メッキ ( SCEM ) を施してあります。 



動弁装置 

動弁機構は， DOHC 方式で吸入弁2個，排気弁2個の4バルブです。駆動は，クランクシャフトによりカム 
チェーンでカムシャフトを回転させる方式です。バルブの開閉は，直接カムで行ない，バルブクリアランス 
の調整は，夕ぺットの内側に設けられた夕ぺットシムを交換する方式です。 


バルブ 

籲バルブは，特殊耐熱鋼を用い特に温度の高くなる排気 
バルブのフヱース面にはステライト盛を行なっていま 
す。 

•インレツトバルブ径： 28.5 mm 
•ェキゾース トバルブ径： 25.0 mm 

カムチェ_ンテンシヨナアジヤスタ 

春全自動調整式 

カムチェーンテンシヨナアジャスタ内のプッシュロッ 
ドがスプリングの力によりカムチェーンテンシヨナを 
押し付け，カムチェーンの張りを適正に保ちます。 

カムチ ェー ン 

❿サイレントチヱーン 

籲カ ムス プロケットと噛合時にチヱーン内側が歯形状に 
なりカ ムス プロケットの歯形とマッチングして回転し 
ます。 




































































動弁装置 エンジン 解言兑 


カムシャフト 

•ヱキゾーストカムシャフトにオートデコンブ機構を設けました。 


カムスプロケット 



オートデコンブ機構 

構造 

•デコ ンプカム①はピン②を介して デコ ンプ コン トロー 
ルアーム③と連動して回転する構造になっています。 
デコ ンプコント ロールアーム ③はピボット部®を支 
点に組み立てられており，スプリング④によってカム 
シャフト中心方向に引き寄せられています。 



作動 

• 始動時 -エンジン 始動時の低い エンジン 回転数では， デコンブコントロールアームに 働く遠心力は 

(デコンプ ON ) スプリング張力より小さく，デコンプコントロール アームはカム シャフト中心方向に引き 
寄せられたままの状態を保ちます。この時のデコンプカムの高さはエキゾーストバルブの 
ベースサークル面より高くなる為，エキゾーストバルブを押し下げ，圧縮時のシリンダ圧 
力をェキゾーストパイプ内に逃がしクランクシャフトの回転を容易にします。 
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解言兑 エンジン 動弁装置 


♦始動後- エンジンが 始動した後， エンジン 回転が 上昇す ると， デコンブコントロールアームに 働く 

(デコンブ OFF ) 遠心力がスプリング張力より大きくなり，デコンブコントロールアームは外側に移動しま 
す。これに伴いデコンブカムが回転し，エキゾーストカムのベースサークル面より低くな 
る為，デコンブは OFF となります。 


遠心力 


スプリング張力 
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動力装置 


エンジン 解説 


動力装置 

クランクシャフト 

籲バランス ウェイト組立式の2軸受方式 
•クランクシャフト前側にクランクバランサシャ7卜を 
設けています。 

コンロッド 

籲コンロッド大端軸受は二 ー ドルべ アリン グを使用して 
います。 



クランクバランサシャフト 

•駆動はクランクシャフト部のバランサドライブギヤで 
行ない，ドリブンギヤ内側のダンパを介してバランサ 
シャフトを回転させます。 

バラン サ シャフ トのウヱッブは クランクシャフ トの振 
動を打ち消し合う方向にセットしエンジン振動を少な 
くしています。 




バランサドリブンギヤ 
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解説 エンジン 吸入装置 


吸入装置 

エアー クリ ーナ 

•エアークリーナエレメント（ウレタンフォーム）を使 
用しています。 

• 左側フレームカバーをクリーナキャップにし，ワンタ 
ッチで脱着可能なクイックフアスナを使用しています。 
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吸入装置 


エンジン 解説 


メイン系 



:㊁: 



ぐ 


ェァー 


命 U 混合気 
ガソリン 


ペイロット系 




<=□ エア- 


齡燃 j 混合気 
ガソリン 
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解説 エンジン 吸入装置 


チヨーク糸 燃料流入通路 




加速ポンプ 

♦スロットル グリ ッ プを回すと， スロットルレバー①が 
回転し，ポンプ レバー ②か、プッシュ ロッ ド③を押し下 
げる方向に回転します。プッシュロッドを介して フ。ラ 
ンジャ④を押し下げることにより，ポンプノズル⑤か 
らガソリンを吐出します。 
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排気装置 • 動力伝達装置 エンジン 解説 


強制開閉式スロットルバルブ 

春スロットルバルブの開閉作動をそれぞれのケーブルに 
よりリモート操作しています。 



排気装置 

ェキゾーストパイプ • マフラ 

•ェキゾーストハ°ィプはマフラボデーと別体式です。 




動力伝達装置 


クラッチ 

♦湿式.多板.コイルスプリング式 
•ラック&ピニオン方式 

トランスミッション 

♦リターン式6段変速 
• ギヤ比 


1速： 2.416 
2速： 1.733 
3速： 1.333 


4速：1.111 
5速： 0.952 
6速： 0.826 


1次減速比： 3.190 
2次減速比： 3.000 


① 1 st ドリブンギヤ 

② 2 nd ドリブンギヤ 

③ 3 rd ドリブンギヤ 

④ 4 th ドリブンギヤ 

⑤ 5 th ドリブンギヤ 

⑥ 6 th ドリブンギヤ 


⑦ カウンタシャフト 

⑧ 2 nd ドライブギヤ 

⑨ 3 rd ,4 th ドライブギヤ 

⑩ 5 th ドライブギヤ 
⑪ 6 th ドライブギヤ 

⑫プライマリドリブンギヤ 



②⑤③ 
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解説 


エンジン 変速装置 


ドライブチェーン 

•ドライブシャフトからの動力は，エンジンスプロケッ 
卜を介してチェーンで後輪に伝えます。 

•種類—— DID 520 V 2 

• シール 付チ ヱーン 

• リヤスプロケットの内側にチェーンガイドプレートを 
設けました。 





ギヤシフトフオ_ク咖.2 ギヤシフトフオーク No . I 
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潤滑装置 エンジン 解説 


潤滑 • 冷却装置 

• 潤滑はクランクケース下部にオイルを溜めておき，これをオイルポンプによって汲み上げ，各部に圧送し 
て潤滑するウヱットサンプ方式です。 

春冷却は熱を最も発生するシリンダへッドの燃焼室周辺にオイルをジュット噴射して燃焼室上部を冷却する 
油冷方式を採用しています。 
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解説 エンジン 


潤滑 • 冷却装置 


潤滑通路 

春シリンダへッドの潤滑を，二力所のオイルジヱットで行ないます。 

•オイルジヱットは油圧を一定にコントロールする役割を持ち，クランクケース左側に設けてあり，ドライ 
ブシャフト•カウンタシャフトへの油圧をコントロールしています。 


シリンダへッドの潤滑 



トランスミッション•オイルジェット 
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ブローバイガス 還元装置•潤滑装置 エンジン 解説 


冷却通路 

春シリンダへ ッ ドの冷却は，シリンダへ ッ ドを通る冷却通路から，燃焼室上部へオイルを噴射して行ないま 
す0 



オイルポンプ 

• トロコ イド式 

•プライマリドリブンギヤ内側に設けてある，オイルポ 
ンプドライブギヤによりオイルポンプドリブンギヤを 
回します。 

♦潤滑方式は，トロコイド式オイルポンプによるウヱッ 
トサンプ方式で，オイルのろ過は，フル フロー 式です。 
また， オイルクーラを フレーム ダウンチ ューブ 右側に 
設けてあります。 



ブローバイガス還元装置 

♦大気への放出を防止する為，クランクケース上部とエ 
アーク リ ーナをホースで 結びクランク ケース 内の ブロ 
ーバイガスを吸入させる方式です。 

クランクケース内に設けられている ブロー バイガス通 
路によりオイル分とガス分とを分離させガス分のみを 
エアークリーナのクリーンサイドに導き再吸入させて 
います。 
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解説 エレクトリック 点火装置 • 充電装置 



スイッチ スイッチ 


電源回路 


充電装置 

構成：マグネト，レギュレートレクチ ファ イヤ， パ、ッ テリ 

鲁マグネトで発生した AC 電流は，レギュレートレクチファイヤで整流されて， DC 電流に変わりバッテリに充 
電されます。エンジン回転が上がり発生電圧も高くなると，レギュレータが働き SCR を OPEN にします。 
すると回路は短絡状態となり，バッテリへの充電をストップします。 



点火装置 

♦ CDI 式（無接点式)〇 
• 点火時期—— BTDC 7 °/1500 rpm 


>進角装置 • 


•電子式 一2°〜30° 


>構 成_ 


マグネト 

(点火信号発生部） 

—CDI ュニット 

(コント ロール 部） 

—— イグニツシヨンコイル 
スパークプラグ 


形形路 
波整回 
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始動装置 エレクトリック 解説 


始動装置 イグニッションコイルへの通電回路 

インタロック装置 

籲エンジン始動時及び，発進時にサイドスタンドの収納忘れを 
防止する装置です。 

籲サイドスタンドが出ている時にチヱンジがニュートラル以外 
に入っていると，サイドスタンドリレーが働かず始動系の回 
路に電流が流れませんので，スタータモータは作動しません。 

尚，上記の状態の時には，イグナイタ回路にも電流が流れま 
せんので点火しません。 

•チヱンジがニュートラルの時はエンジンを始動する事ができ 
ます。 


ニュートラルスイツチ“ 0 N ”， 

サイドスタンドスイッチ “ OFF ” の場合0 



「么> 王意1 

•サイドスタンドが出ていると，インタロック装置が働く 
ので車を発進することができません。 

•サイドスタンドは確実に収納してから，発進の操作をし 
てください。 


サイドスタンド 

チェンジ 

出ている 

戻っている 

ニュートラル以外 

X 

〇 

ニュートラル 

◎ 

◎ 


◎:始動可0:始動.走行可 x :始動.走行不可 


ニュートラルスイ ツチ“ OFF ”， 

サイドスタンドスイッチ“ ON ” の場合。 



レクチファイア 



スイッチ スイッチ 


2-14 






































































































解説 エレクトリック ヒューズ，バッテリ，始動装置 


♦始動できる条件が整ってから，スタータスイッチを押すとス 

タータモータが回転し，クランクシャフトを回転させます。 


• 駆動 スター タ モータ 
ル 

スタータアイドルギヤ No.l 

ふ 

スタータアイドルギヤ No . 2 
ふ 

スタータギヤ 
スタータクラッチ 
フライホイールマグネト 
クランクシャフト 


スタータモータ 



バッテリ 

•形 式- FTX5L-BS 

•容 量-4 Ah 

• 出荷時取付銘柄——古河電池 


ヒューズ 

• メインヒューズ 

• MAIN : 30A 
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灯火 装置 エレクトリック 解説 


灯火装置 

ターンシグナルスイツチ 

•プツシュキャンセル方式。 

•スイッチレバーノブを押し込むことにより，作動していたシ 
グ ナルが 解除し ます。 



ターンシグナルリレー 

•ターンシグナルランプスイッチを ON にしたとき，瞬時に点 
滅が始まる，無接点式のターンシグナルリレーを採用しまし 
た。 

作動 

•発振回路により，トランジスタ®を ON にすると，電気は卜 
ランジスタを通ってランプを点灯させます。また，トランジ 
スタが OFF になると電気はしゃ断され，ランプは消灯しま 
す。 

ターンシグナルランプが切れると，リレー内の断線検出回路 
及び発振回路の働きで片方のランプの点滅回数が早くなりま 
す。 


バッテリイグニツシヨンスイッチ 



非常点滅表示灯 

•非常点滅表示灯（ハザードランプ）をターンシグナルランプ 
と兼用にしました。 

ハザード回路 



リレー 
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解説 1レクトリック 


灯火装置 


ライティング装置 

嫌昼間点灯式 

• イダ ニツシ ヨンスイツチは へツ ドランフ。スイツチと兼用して いますので イグニツ シヨン スイ ツ チを〇 N 
にすると，ヘッドランプが点灯します。 



テールランプ 

ライセンス 

ランプ 


ランプ類 

•へッドランプ- 35/36. 5 W 

•ターンシグナル-前： 15 WX 2, 後： 15 WX 2 

•ブレーキ/テールランプ ー21/5 W 
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フレーム，フューエルタンク，サスペンション 


車体 解説 


フレーム 

籲形式 ー セミダブルクレードル形 



フューエルタンク 

春容量-1〇 -e 

秦 RES (リザーブ)位置から残量——約2.5¢ 

• フューェルタンクキヤ ップ- キーロ ック式 



サスペンション 

フロントフオーク 

籲テレスコピック式 

籲インナチューブ外径 —— 43 mm 

♦アウタチューブ内径—— 44 mm 

春フロントフオークストローク - 280 mm 

• 減衰力——アウタチューブ下部に圧縮側調整機構を設 
けています。 
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解説 車体 サスペンション 


リヤシヨックアブソーバ 


籲リンク式モノサスペンション 
春スプリング——初圧調整式（アジャスタ式） 

春減衰力-リザーバタンクに圧縮側調整機構 

(無段階式） 


スイング アーム 

♦アルミスイング アーム 
•ピボット部には， ニードルべ アリングを使用していま 
す0 
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ブレーキ 車体 解説 


ブレーキ 

フロントブレーキ 

籲油圧式シングルデイスク ブレーキ 
春キャ リノ、。-2ポットピンスライド式 



キヤリバの作動 

籲ブレーキレバーを 作動させると マスタ シリンダ内の才 
イルはキヤリパ側オイル室に圧送されます。キヤリパ 
内に入ったオイルはピストン及びキヤリパボ デーを 押 
し広げます。 

キヤリパボデー及びピストンの移動によりパッドをデ 
ィスクプレートに押し付けます。 

リヤブレーキ 

•油圧式シングルディスクブレーキ 

參キャ リノ、。 ——ピンスライド 式 
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解説 車体 ホイール，タイヤ 


ホイール • タイヤ 

フロントホイール 

春タイヤ^-80/100-21 51 P 
ー チューブ有り 
•リム —— 軽合金 21 X 1.60 



リヤホイール 


•タイヤ 了 110/90-18 61 P 
4.60-18 63 P 


しチューブ有り 
鲁リム —— 軽合金 18 X 2.15 


収納ボックス 

• 車体左後部にツールボックスを設置しました。 




書類入れ 

♦ハンドル中央部に整備手¢6，取扱説明書を保管する為 
の書類入れのバッダを設けました。 
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点検調整 


目 次 


運行前点検について一 

点検設備方式- 

かじ取り装置 - 3-4 

• ハンドルステアリングステムの 

点検，調整 

制動装置- 3-5 

•フロントブレーキの点検 
• リヤブレーキの点検 

走行装置-3—7 

•ホイール • タイヤの点検 

緩衝装置- 3-8 

•フロントフォークの点検 

•リヤショックアブソーバの点検，調整 

• スイングアームの点検 

動力伝達装置- 3—9 

• クラッチレバーの遊びの調整 
• チヱンジペダル取付高さの点検 
• ドライブチヱーンの点検，調整 
• スプロケットの点検 


- 3-1 

-3_2 

電気装置- 3 H 2 

• スパークプラグの点検 

• バッテリの脱着 

• バッテリの点検 

• 充電電圧の点検 

•ヘッドランプの照射位置調整 

• リヤブレーキランプスイッチの調整 

原動機- 3-14 

•圧縮圧力の点検 
•アイドリング回転数の点検 
• パイロットスクリュの調整 
•スロットルケーブルの点検 
•キャブレータ，フューエルコック， 

ホースの点検 
• エアー クリーナの清掃 
• バルブクリアランスの調整 
• エンジンオイル量の点検 
• エンジンオイルの交換 
• オイルフィルタの交換 
• オイルプレッシャの測定 


外装品を外さなければできない点検は，シート，フユーエルタンク，フレー 
ムカバーの取り外し （6-1 ページ）を参照してください。 

















点検調整 


運行前点検について 


運行前点検とその実施に対する指導 

クルマの使用者による「運行前点検」の実施が定められていることは既にご承知のところですが実態としては， 
必ずしも励行されているとはいえません。 

下の表は運行前点検で，お客様が実施する項目ですから，参考にしていただき，お客様の指導にあたってく 
ださい。 


運行 前 点検 項目 一覧 

点検箇所 

点検内容 

作業 要領 

1. ブレーキ 

1. ブレーキ•ペダルの踏みし 

ろが適当で，ブレーキのきき 
が十分であること。 

(1) ペダル又はレバーを軽く操作して，ブレーキがきき始め 
るところまでの移動量により遊びを点検する。 

⑵ペダルの下に床板を有するものにあっては，ペダルを杯 
に踏み込んで床板とのすき間を点検する。 

(3) 低速止彳〗••によるブレーキテスト等を行ない，フロント. 
ブレーキ及びリヤ•ブレーキのききが 1 •分であるかを点検 
する。 

2 . ブレーキフルード 
/デイスクブレーキ使用、 
車はこの項目も点検し 
\てくださぃ。 ノ 

1 . 規定量保たれていること。 

(1) リザーバタンク内の液が规定 M あるか点検する。 

3. タイヤ 

1 . タイヤの空気圧が適当であ 
ること。 

(1) 点検ハンマ又は視認等によりタイヤの空気圧が不足して 
いないかを点検する。 

2. 亀裂及び損傷がないこと。 

(1) タイヤのトレッド及びサイド.ウォールに著しい亀裂及 
び 損傷がないかを点検する。 

3. 異常な摩耗がないこと。 

(1) タイヤのトレッドが異常に摩耗していないかを点検する。 

4. 溝の深さが十分であること。 

(1) タイヤの全幅について，全周にわたり溝の深さが十分で 
あるかを点検する。 

5. 金属片，石その他の異物が 
ないこと。 

(1) タイヤに金属片，石その他の異物がかみ込んだり，ささ 
ったりしていないかを点検する。 

4. 原動機 

1 . オイルの量が適当であるこ 
と。 

(1) オイル. レベル. ゲージ等によりオイルの量が適当であ 
るかを点検する。（ェンジンオイル） 

5. 燃料装置 

1 . 燃料の量が十分であること。 

(1) 燃料の量が目的地まで走行するのに十分であるかを点検 
する。 

6. 冷却装置 
(水冷車はこの項目もへ 

1 点検してください。) 

1 . 水漏れがないこと。 

(1) ラジェータホース，ラジェータから冷却水が漏れていな 
いか点検する。 

2. 冷却水量が規定量保たれて 
いること。 

⑴冷却水リザーバタンク内の冷却水が規定量あるか点検す 
る。 

7. 灯火装置 

1 . 点滅具合が不良でなく，か 

つ，汚れ及び損傷がないこと。 

⑴前照灯，尾灯，番号灯，制動灯及びその他の灯火装置の 
点滅具合が不良でないかを点検する。ただし，連動して点 
滅する構造のものにあっては連動している状態でも点検す 
る。 

⑵灯器（レンズも含む）に汚れ及び損傷がないか，確実に取 
り付けられているか等を点検する。 

8. 後写鏡 

1 . 写影が不良でないこと。 

(1) 運転者席から後写鏡を見て，後方の写影を確認できるか 
を点検する。 

9. 反射器及び自動車登 
録 番号 標又は 車両番号 

標 

1 . 汚れ及び損傷がないこと。 

⑴反射器に汚れ及び損傷がないかを点検する。 

(2) 車両番号標に汚れ及び損傷がないか，確実に取り付けられ 
ているか等を点検する。なお，明瞭に文字が表示されてい 
るかも点検する。 

10. 前日の運行において 
異常が認められた箇所 

1 . 当該箇所に異常がないこと。 

(1) 前日の運行中に異常を認めた箇所について，完全に修理 
されているか，運行に支障がないかを点検する。 
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点検整備方式 


点検調整 


0 


0 


C ) 


0 


〇〇 


〇 



点検整備時期 


:•:検整備項目 


ディスクの摩擦及び損 

傷 


タイヤ空気 FH 


タイヤの亀裂及び損傷 


タイヤの溝の深さ及び 
異状な摩耗 


タイヤの金属片，石そ 
の他の異物 


ホイール•ナット及び 
ホイール • ボルトの緩 
み 


リムの振れ及びホイー 
ルの損傷 


ホイール*ベアリング 
のがた 


スポークのゆるみ 


損傷 


連結部のがた及びアー 
ムの損傷 


油漏れ及び損傷 


取付部のがた 


レバーの遊び 


作用 





点検整備時期 






運 

1 

自家用 




点検整備項目 

行 

前 

か 

月 

巨 

6 

か 

月 

毎 

12 

か 

月 

毎 

判定基準 

備考 


ハ 

ン 

遊び，緩み及びがた 




• 




K 

ル 

操作具合 




• 



か 

じ 

かり 
じ車 
取輪 

左右の回転角度 




• 



取 

か 

損傷 



• 

• 



装 

1 

じ 

取 

フ 

フォーク.スピンドル 

の取付状態 



• 

• 


ステアリン 
グステムを 

示す 


才 

1 

ク 

フォーク.スピンドル 
の軸受部がた 


〇 


• 


ステアリン 
グステムを 
示す 


ブ 

レ 

1 

キ 

ぺ 

ダ 

ル 

遊び及び踏み込んだと 
きの床板とのすき間 



參 

• 

遊び 
ペダル式 

5 ~ 15 mm 
レバー式 
レ八一先端で 

5—20 _ 



踏みしろ及びきき具合 

• 






制 


ブレーキ のきき具合 



• 

• 




ロケ 
ッ1 

緩み，がた及び損傷 




• 




ドブ 
及 ル 
び 類 

ブレーキケ_ブルの交 
換 

一 

一 

- 

一 

- 



ホび 

1 ノ、 0 

スイ 

及プ 

漏れ.損傷及び取付状 
態 



• 

• 



動 

ブレーキホースの交換 





☆ 4 年毎 



ザ 

1 

バ 

夕 

液量 

• 


參 

• 

液而レベル 

tjij : LOWER 
以上あること 
後： UPPER - 
LOWERliSI 

にあること 



ン 

ク 

ブレーキ液の交換 





1年毎 


装 

マび 

スデ 

タイ 

シス 

リク 

ン i 

ダミ 

機能，摩耗及び損傷 




參 




マスタシリンダカップ 
の交換 

キャリパピストンシー 
ルの交換 





☆ 

2 年毎 



ブブ 

レレ 

1 1 
キキ 

ドシ 

ラュ 
ム1 

及 

び 

ドラムとライニングと 
のすき間 

- 

- 

一 

一 

_ 


置 

シューの摺動 部分及び 
ライニングの摩耗 

~ 

- 

- 

一 

- 



ドラムの 摩耗及び損傷 

- 

一 

- 

— 

- 



ブク 
レ及 
丨 び 
キパ 

ディスク ハ 0 ッ ドとのす 
き間 




• 




• ツ 

デド 
イ 
ス 

パッドの 摩耗 



〇 

• 


「インジケ 
ータ式 j 


判定基準 


備考 


標轉さ 
前輪 3.5 mm 
後輪 4.0 咖 

使用限度 
前輪 3.0 mm 
後輪 3.5 mm 


タイヤサイズ 


(単位 kgf / drf ) 



前輪 

後輪 

1名棘 

1.50 

1.50 

2名乗:申: 

1.50 

1.75 


m 

前輪 0.8 mm まて 
後輪 0.8 mm ま1 


フロントアクスル 
締付トルク 
5.0 〜 8_0 kgf.m 

フロントアクスルホ 
ルダの 締付 トルク 

0.6 〜 0.8kgf.m 
リヤアクスルナット 
の締付トルク 

8.5^11.5kgf*m 


ホイール • リムの 
振れ，リムの端で 

li'jfra 

縦振れ2圓以ド 
横板れ2晒以ド 
後輪 

縦报れ2麵以ド 
横振れ2跚以ド 


アクスル • 
ナット•ア 
クス/レ•ホ 
ルダを示十 


クッショ： 
スプリング 
を示す 


レバー式 
レバー先端で 
10〜 15 mm 


前輪 

80/100-21 51 P 

後輪 

110/90-18 61 P 

4.60-18 63 P 


点検整備方式 

•「籲 j 印は法規で義務付けられた点検時期を示し，「〇」印はメーカで推奨することを示す。 

•「☆」印は保安部品の定期交換を示す c その交換時期は一般走行する不特定多数の車を対象に定めてある。従って著しく走行条件の異なるものは，これ 
に準拠して交換する。 


12か月每 


6か月每 


か月目 


運 行前 


ク及びパッド 

ブレーキ•デイス 


ホ 


•パネ 
シヤシ 


ン•ア—ム 
サスぺンシ=3 


アブソ—バ 
ショック • 


クラツチ 


制動装漬 


七 


...J 


装 


置 


緩衝 装置 


動力伝達装置 
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点検調整 


点検整備方式 





点検整備時期 






運 

1 

自家用 




点検整備項目 

行 

前 

か 

月 

巨 

6 

か 

月 

每 

12 

か 

月 

毎 

判定基準 

備考 



オイルの 量 

• 







潤 

オイル.クリーナの 




赢 




滑 

詰まり 




W 




装 

置 

オイル•クリ ーナ •ェ 
レメン トの交換 


〇 



12000 km 走行毎 




ェンジン•オイルの交換 


〇 



6000 km 走行毎 


原 


燃料漏れ 



• 

參 





フュー エルホースの交 





☆ 



燃 

換 





4 年毎 



キャブレータのリンク 








料 

機構の状態 







機 

装 

スロットルバルブ 
及びチョーク•バルブ 




• 




置 

の状態 









燃料フィルタの詰まり 




• 





燃料の量 

• 






動 


水量 

- 

一 

一 

- 

一 



冷 

水漏れ 

一 

一 

- 

- 

- 



却 

ラジェータ*キャップ 1 








装 

の 機能 








置 

冷却水の交換 

- 

- 

- 

- 

- 




冷却水ホースの交換 

- 

- 

- 

- 

- 


灯及方 
火び向 

作用 



• 

• 



装 

置 

指 

7 Js 

点滅具合，汚れ及び 損 

■ 






器 

傷 







餐 

音 

器 

TL 旋 
及錠 
び装 

S 

作用 




• 



後 

写 

鏡 

び射 
ひ 鏡 

写髟の状態 

t 






反車又 
射登は 
器録単 
及番両 
ぴ号番 
自棵号 
觔標 

汚れ及び損傷 

• 






計 

器 

作用 




• 



エ 

キノ 

ス • 

•び 

ぺマ 

イフ 

ブラ 

及 

取付部の緩み及び損傷 




• 



マフラの機能 




參 



車及車 
枠び体 

緩み及び損傷 


〇 


• 



前いら 

日てれ 

の異た 

運常蔺 

行が所 

に認 

おめ 

当該箇所に異常がない 
事を確認 

• 






そ 

の 

他 

シャシ各部の給油脂状 
態 



參 

• 







点検整備時期 






運 

1 

自家用 




点検整備項目 

行 

前 

か 

月 

目 

6 

か 

月 

每 

12 

か 

月 

毎 

判定基準 

備考 


上 

ン 

ス 

油®れ及び油量 


0 

• 

• 

油 M 

のぞき窓式 

F 〜 L 間に 
あること 


動 

ツ 

シ 

トランスミッションオ 
イルの交換 

一 

一 

一 

一 

一 


力 

ン 

操作機構のがた 




• 



ブド 

ロラ 
ペイ 
ラブ 
シシ 

連結部の緩み 

一 

一 

— 

— 

一 


伝 

スプライン部のがた 

一 

- 

— 

- 

一 


達 

ヤヤ 

フフ 

卜 h 

自在継手部のがた 

- 

- 

一 

一 

- 


及 

び 

ファ什ルべベルギヤオイル交換 

- 

- 

— 

- 

- 


装 

置 

チ 

X 

1 

ン 

及 

び 

チェーンの緩み 


〇 

• 

• 

◊サイドスタンド 

mm 

前後スブロケット 
中央で诂大振幅 

20~ 40 mm 



ス 

ブ 

ケ 

ツ 

卜 

スブロケットの取付状 

想及び摩耗 




• 




ドライブ V ベルトの点検 

- 

- 

一 

一 

- 



点 

点火プラグの状態 



• 

• 

プラグ•ギャップ 
0.7—0.8 mm 



火 

点火時期 

- 

- 

- 

- 

一 

「無調整式 J 

電 

装 

断続器の状態 

— 

一 

- 

- 

- 

1 ■無接点式 j 

気 

置 

進角装置（遅角機構を 
含む）の機能 

- 

- 

- 


- 

「無調整式 J 

装 

バ 

液量 

一 

_ 

一 

— 

一 



ツ 








1 

リ 

液の比重 

- 

- 

- 

一 

一 




ターミナル部の接続状態 




• 




電配 
気線 

接統部の緩み及び損傷 




• 





かかり具合及び異音 


〇 

• 

• 




本 

低速及び加速の状態 


〇 

• 

• 

ア仆•リング回転数 
1500 r.p.m 


原 


排気の状態 



• 

• 



動 

機 


エアー•クリーナ•エ 
レメント の 状態 



• 

鲁 



体 

弁すき間 




• 

冷間 
吸気 

0.10 〜 0.201 nm 
排 M 

0.20〜 0.30 mm 



潤 

滑 

装 

置 

油漏れ 


〇 

• 

• 




油の汚れ及び量 



• 

• 

iHiM 

のぞき窓式 

F 〜 L 間に 
あること 
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かじ取り装置 点検調整 


かじ取り装置 

ハンドル•ステアリングステムの点検，調整 

•ハンドル締め付け状態の点検，ガタがないか，締付ボルトが 
緩んでいないかの確認をする。 



1 :! ummt 


•ハン ド ルバーの ポンチ マーク® と， ハン ドルホルダの合わせ 
面が合っているか確認する。 

•ハンドルホルダは左右の⑧と©のすき間が等しいか確認す 
る。 

U | ハンドルホルダボルト： 26 N*m {2.7 kgf - m } 



籲ステアリングステム部の締め付け状態を点検し，ガタがない 
か，締付ボルトが緩んでいないか点検する。 

•ハンドルを左右一杯に動かしてスムーズに回転するか，ハン 
ドルストッパ®にあたるか点検する。 

•ハンドルストッパの変形，損傷等がないか点検する。 



❿フロントホイールを浮かせた状態でフロントフォーク下部を 
前後に動かし，ステム部のガタを点検する。 

鲁ガタがあったり，スムーズに作動しない場合はステアリング 
ステムナットの締付具合を調整する。 



籲調整 

• ステアリングステムアッノ、。締付ボルトを緩める0 
•調整後は，緩めたボルトを逆の順で締め付ける。 

H ①アッパブラケットクランプボルト 

: 26 N-m {2.7 kgf . m } 
②ステアリングステムへッドナット 

: 90 N.m {9.2 kgf . m } 
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点検調整 


かじ取り装置 


•ステムナット①を，徐々に締める，又は緩め，ガタがなく 
スムーズに回転するように調整する。 

ステムナットを-締める一作動が重くなる 

緩める一作動が軽くなる 

籲調整しても直らない場合は，ステム部のべアリングを点検す 
る。 （6-25 ページ参照） 


王意1 

アウタチューブの下部を持って前後に動かしたとき，ステ 
アリングにガタがないか確認すること。 


制動装置 

フロントブレーキの点検 
ブレーキレバー 

•ブレーキレノく一先端の遊び@を点検する。 


ントブレーキレバーの遊び 


レバー先端 5 〜 20 




•ブレーキレバーやホルダに亀裂，損傷がないか点検する。 

ブレーキフルード 

• リザーバタンク内の液面が， LOWER レベル以上にあるか点 
検する。（ハンドルは直進位置で車体は垂直状態） 

S スズキブレーキフルード （DOT 4) 

•ホースや接続部分から液が漏れていないか点検する。 



•マスタシリンダホルダの合わせ面と，ハンドルバーのボンチ 
マーク®が合っているか確認する。 


ブレーキのエアー 抜き 

•エアー 抜きは 6-9 ペー ジ參照。 




















制動装置 点検調整 


ブレーキパッド 

籲ブレーキ パッ ド①を点検する0 

籲目視により摩耗限度線®まで摩耗していないか点検する。 



リヤブレーキの 点検 

•ブレーキぺダルの遊び®を点検する。 

5〜15 


刪 



>マスタシリンダロッドのロックナット①を緩め，アジヤスタ 
②を回し，ブレーキペダルの取付高さ⑧を調整する。 




ブレーキフルード 

籲リザー バ タンク内のブレーキ液面が LOWER と UPPER ライ 
ンの間にあるか確認する。 

•ホースや接続部分からフルードが漏れていないか確認する 0 
•補給する場合は，車体を垂直にして， UPPER ラインまで入れ 
る。 

g スズキブレーキフルード （DOT 4) 



ブレーキパッド 

♦ブレーキ パッ ド①を点検する。 

• 目視により摩耗限度線®まで摩耗していないか点検する C 






ブレーキ ペダルの遊び Ca ) 


1 


II 


1 


PI 
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点検調整 走行装置 


走行装置 

ホイール•タイヤの点検 
空気圧の点検 

•タイヤが冷えているときに点検すること。 


•タイヤ空気圧 kgf / cm : •タイヤサイズ 


前 輪 

80/100-2151 P 

後 輪 

110/90-18 61 P 

4.60-18 63 P 



前輪 

後輪 

1名乗車 

1.50 

1.50 

2名乗車 

1.50 

1.75 


タイヤの点検 

•タイヤ全周にわたって点検する。 

♦亀裂，損傷，局部的な異常摩耗，残り溝の深さを点検する。 


タイヤ摩耗 


使用限度 


前輪 0.8(4.0) mm 


後輪 0.8(4.0) 圆 



籲タイヤ摩耗限度は，安全上 （） 内の数値での交換をすすめる 
こと。 

•ウヱアインジケータが表面に表れた物はタイヤを交換する。 



ウェアインジケータは△マークの所にある。 



ホイールの振れ，ガタの点検 

•ブレーキキャリパを外して点検する。 

籲フロントホイールを浮かせてゆっくり回し，異常な振れ，回 
転不良，異音を点検する。 

•異常がある場合は，アクスルシャフト，ホイールべアリング 
の点検をする。 


ホイールリムの振れ 


[ 使用限度：（縦•横） 2.0 腿1以下 ] 



•リヤホイールについてもフロントホイールと同^^に点検する。 
• 前後のアクスルシャフト締め付け状態の点検を行なう。 
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緩衝装置 点検調整 


緩衝装置 

フロントフォークの点検，調整 

•フロントフォークを上下に伸縮させ異音がないか，スムーズ 
に作動するか，オイル漏れがないか点検する。 

籲異常がある場合は分解点検を行なう。 


減衰力の調整 

修フロントフォーク下部のアジャスタを回して行なう< 
•HARD 側に回す一減衰力が高くなる。 

• SOFT 側に回す——減衰力が低くなる。 

I HARD 側に軽く一杯に回した所 
1^から9クリック戻した所。 

■■1 (12 段調整） 




リヤショックアブソーバの点検，調整 

• リヤシートに手を掛け車体を上下に伸縮させて，異音がない 
か， スムーズに 作動するか点検する。 



減衰力の調整(圧縮側） 

春リサーバ タンク上部のア ジャス タを回して行なう。 

• HARD 側に回す一減衰力が高くなる0 

• SOFT 側に回す一減衰力が低くなる。 

HARD 側に軽く一杯に回した所か 
ら1 K 4 回転戻した付近でボンチマ 
ーク⑧，⑧が合った所。 


•リヤショックアブソーバスプリングの初圧調整は 6-45 ページ 
参照。 

スイ ング アームの 点検 

• リヤスイングアームを浮かせた状態で前後左右に動かす。 
異常なガタがないか点検する。 

籲異常がある場合は，ピボットシャフトべアリング等を点検す 
る。 




冒介 f 

H 扇 


標準 

位置 
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点検調整 


動力伝達装置 


動力伝達装置 



クラッチレバーの遊びの点検 

籲レバーが軽く動く範囲（遊び）⑧をレバーの先端で点検す 



クラッチレバーの遊び 


レバー先端で 10〜15 


春ケーブルに損傷や锖の発生がないかを点検する。 
•クラッチの切れ，つながリ，すベリ等の作動を点検する 0 


クラッチレバーの取付位置 

•ハン ドル下部のポンチ マーク ⑧とクラ ッ チレ バー ホルダの 

切り割りを合わせる。 



ポンチ マーク⑧ 



ギヤシフトレバー取付高さの点検 

籲ぺダル上端までの取付高さ®を点検する。 



•ギヤシフトレバ' 一が スムーズに作動するか点検する。 
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動力伝達装置 点:検調整 


ドライブチェーンの点検 

• ローラ ①の損傷， ローラ ピン②の緩み等がないか。 
•リンクプレ ート ③がいちじるしく請びていないか。 
•リンクに引掛りがないか。油ぎれはないか。 

•リンクフ。レートに他部との接触きずがないか0 
•シールリング④に破損がないか0 
•チェーン全体にいちじるしい損傷がないか。 
•前後のスプロケットの良否も点検する。 



ドライブチェーン伸びの点検 

• リヤアクスルシャフト①を緩めチヱーンアジャスタ②③を調 
整してドライブチヱーンを一杯に引張る。 



參チヱーンの21ピン間の寸法®を測定し，限度値以上の場合は， 
新品と交換する。 


ピン間の限度寸法 



ドライブチヱーンの緩みの点検 

籲平坦な場所でサイドスタンドを立てて空車状態とする。 
•エンジンを 停止し，ギヤをニュートラルにする。 



•フロン トスプロ ケッ トとリヤスプロ ケッ トの 中間 位置⑧を 
上下に振って緩み幅（振リ幅）を点検する。 


ドライブチェーンの緩み 


春緩み幅が標準値を外れている場合は次の調整を行う。 
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点検調整 


動力伝達装置 


ドライブチ I ーン緩みの調整 

•リヤアクスルシャフト①を緩める。 

❿左右のチェーンアジャスタ②③を調整して，ドライブチェー 
ンの緩みが標準値内に入るようにする。 

• 左右のチヱーンアジャスタ目盛り⑧を同位置にする。 

王意 I 

ドライブチヱーン調整時は前後のスプロケットの良否も点 
検すること0 (スプロケットの項目を参照） 



ドライブチヱーンの洗浄と給油 

秦ドライブチヱーンに埃や泥などが付着しているときは汚れを 
取り除く 0 (シールリングを傷付けないこと） 

• 給油は2輪 シールドチェーン 専用オイ ルを 使用す る。 
•チェーンの 洗浄は，水•中性洗剤等で行ない， シンナー，ガ 
ソリン 等の揮発性溶剤， スチーム 冼車， ワイヤブラシ 等で行 
なわないこと。 （シールリングを 傷付けないこと） 



スプロケット 

_スプロヶットの取付状態及び損傷，摩耗の点検をする。 

參スプロヶットの歯面形状が右図のように摩耗していないか点 
検する。摩耗のいちじるしい場合はドライブチヱーンと共に 
新品と交換する。 
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電気装置 点検調整 


電気装置 

スパークプラグの点検 

籲サービスエ具を用いてスパークプラグを外す。 



•プラグの焼け具合を点検する。 

• 焼け気味の場合は-冷え形プラグに交換する。 

•くすぶり気味の場合は一焼け形プラグに交換する。 



NGK 

ND 

焼け形プラグ 

CR 8 E 

U 24 ESR-N 

標準プラグ 

CR 9 E 

U 27 ESR-N 

冷え形プラグ 

CR 10 E 

U 31 ESR-N 


■農； 

く、^4味 適 t 焼けすぎ 

(黒っぽい） （茶褐色） （白色） 


春電極，絶縁碍子などの汚れ，焼損，堆積物などを目視により 
点検する。 

•汚れ，堆積物のある場合——プラグクリーナ，ワイヤブラ 

シで清掃する。 

•電極と接地電極のすき間（プラグギャップ）を点検する。 
•焼損，汚れのはなはだしい場合は交換する。 


プラグギャップ 


0.7-0. 8 



• 標準値から外れている場合は接地電極を調整する。 



バッテリ端子の点検 

•バッテリ端子及びリード線の腐食の有無を点検する。 

春端子の緩みを点検する。 

• 端子が腐食している場合は，ぬるま湯を注ぎ，ワイヤブラシ 
等で磨く。 

• 緩んでいる場合は，接触面を点検して締め付ける。 
•締め付けた後，グリスを薄く塗布する。 
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点検調整 電気装置 


充電電圧の点検 

籲八ッテリ ㊉ 端子と6端子間に電圧計を接続する。 

籲充電電圧を所定のエンジン回転数で測定し，基準値内にある 
か点検する。 

17 K ; 王意 

テスタの ㊉ ， ㊀ の接続を間違えないこと0 


エンジン回転 

5000 rpm 

充電電圧 

13.0 〜 16.0 V 


へッドランプの照射位置調整 

♦上下調整 

へ、、; ドランプ下側の調整スクリュ®を緩めて照射位置を調 
整する。 

• スクリュを締めると上側に向く。 

•スクリュを緩めると下側に向く。 





リヤ ブレーキ ランプスイ ッ チの調整 

• リヤ ブレーキ ランプスイッチ①のボデ ーを 回して， ブレーキ 
が効き始める位置でランプが点灯するように調整する。 
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原動機 点検調整 


原動機 

圧縮圧力の測定 

籲エンジンを十分暖機させる。 

•スパークプラグを取り外し，コンプレッションゲージを取り 
付ける。 

/ V ;主意 

圧力漏れのないようにコンブ レッシ ヨンゲージを取り付け 
ること0 

① コンプレッシヨンゲージ： 09915 — 64510 

② アダプタプラグ ： 09915 —63310 

籲スロットルを全開にして，セルモータを回し，コンフ。レツシ 



圧縮圧力 

回転数 

400 rpm 

標準 

1274 kPa {13.0 kg / cm 2 } 


限度 

892 kPa {9.1 kg / cm 2 } 以上 


ョ ンゲージの 最高指示値を読み取る。 

厂也> 主意1 

バッテリ上がりを防止するためゲージの針が最高値を示し 
たら，すぐ回転を止めること0 


鲁圧縮圧力が限度値以下の場合は下記の 
点検を行なう。 

• バルブのあたり 
• バルブクリアランス 
• ピストン，シリンダ，ピストンリン 
ダの摩耗，損傷 

•シリンダヘッドガスケットの破損 
•シリンダへッドの歪み 


アイドリングの調整 

•スロットルストップスクリュ①を回して調整する。 


アイドリング回転数 


1500 rpm 


rssa エンジンタコテスタ： 09900 —26006 

(測定レンジ 、' A つ 
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点検調整 原動機 


パイ ロッ トスクリュの調整 

春パイロットスクリュ①を軽く一杯まで締め込んでから規定量 

戻す。 

( g | キャブレータアジャストドライバ： 09913 — 10110 


ロットス 

ュ戻し量 



「△>王意丨 

パイロットスクリュは基本的に調整しないこと。 


スロッ トルケーブルの点検 

スロットルケーブルインナワイヤの 遊びを スロッ ト ル グリ ップ 

外周の回転量®で点検する。 

• 全閉状態からスロットルグリップを回し操作力が重くなり 
始めるまでの回転量を測定する。 


ットルケーブルの遊び 


[グリッ/回転里_2〜4 _ mm I 

スロッ トルケーブルの調整 

•ス ロッ トルケーブルの調整 

•調整は主にハンドル部のアジャスタで行ない，調整位置が 
いちじるしく片寄る場合はキャブレータ側も調整する。 

癱リ ターンケーブルは， イ ンナ ワイヤを軽く押して遊びのある 
ことを確認し，遊びが無い場合は調整する。 

「△汪意| 

スロットルケーブル調整後は，ハンドルを左右に操作し， 
エンジンの回転変動がないか確認する。 





キヤブレー タ， フューエルコック，ホースの 点検 

下記の点検を行なう。 

籲ホースの亀裂，損傷，折れ曲がりがないか点検する。 
•ホースクリップが確実にはまっているか点検する。 

•フューエルコック，ホース 及び キャブレー タよりガソリ ン漏 
れがないか点検する。 
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原動機 点検調整 


エアー クリ ーナ フイルタの点検 

春エアークリーナキャップ①を外す0 

•エアークリーナフィルタが汚れていないか点検する。 


エアークリーナフイルタの清掃 

•ェアークリーナフィルタ②を外す。 




春フィルタを洗油等で洗浄し，洗油を絞り出してからエンジン 
オイルを塗布し軽く絞る。 

王意] 

•ガソリン，シンナー，ベンジンなどの揮発性溶剤でフイ 
ルタを洗浄しないこと0 

• フィルタを絞るときはねじらないで絞ること。 




夕ぺットクリアランスの点検と調整 

參フューエルタンクを外す 0 
籲スパークプラグキャップを外す。 

春 シリン ダへ ッ ド々バーを外す 0 

王意 

夕ぺットクリアランスの点検，調整はエンジン冷機時に行 
なうこと。 



「 A ; 王意丨 

点検，調整終了後は，分解した逆順序で組み立て，オイル 

漏れ，始動具合等のチェックを行なうこと0 


籲上死点位置確認ブラグ①を外す。 

• ジヱネレータカバー部のプラグ②を外す。 

[5 ジェネレータカバー プラグ：11 N-m {1.1 kgf * m } 
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点検調整 原動機 


春クランクシャフト正回転方向に回して，カムの動きを見なが 
らピストンを圧縮上死点にする0 
•ジヱネ レータロー タ側面の刻線⑧をインスペクションキャ 
ップ部の穴の中央にくるように合わせる。 

(5 上死点位置確認プラグ： 23 N-m {2.3 kgf - m } 



•シックネスゲージ①を用いてタペットクリアランスの測定を 
する。 


ぺットクリアランス（冷機時) 


インいソト[0.10〜 0.20 mm f キゾスト]0.20〜0.301 mn | 

シックネスゲージ： 09900 — 20803 



夕ぺットクリアランスの調整 

夕ぺットクリアランスは，夕ぺットシムを交換することで調整 
する。 

籲インテーク及びエキゾーストカムシャフトを取り外す。 (4-8 
ページ参照） 

♦タペットシムを取り外す。 （4-19 ページ参照） 


• シムに印字されている数字をチヱックする。 

(数字は，タペットシムの厚さを示します。） 

春指定クリアランスになる夕ぺットシムに交換する。 

• 夕ぺットシムは， 1.20 mm 〜 2.20 mm まで0.051 nm とびに計21種 
類ある。 

• 印字が消えているシムは，マイクロメータで測定する。 

• 夕ぺットシムは，印字側を夕ぺット側に向けて取り付ける。 
(夕ぺットシム選択表 3-18 ページ参照） 
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原動機 点検調整 


ンレット側タペットシム選択表 
シム No .(12892 — 05 C 00 — xxx ) 


夕ぺットシムセット 

品番： 12800-05820 


調整前の N 
クリアランス 

( mm ) 


調整前の 

マーク No . 

120 

125 

130 

135 

140 

145 

150 

155 

160 

165 

111 ；： 

175 

180 

185 

190 

195 

200 

205 

210 

215 

220 

\ 

<ムサイズ 

1.20 

1.25 

1.30 

1.35 

1.40 

1.45 

1.50 

1.55 

1.60 

1.65 


1.75 

1.80 

1.85 

1.90 

1.95 

2.00 

2.05 

2.10 

2.15 

2.20 

0 00 

0.04 



V 

1.20 

1.25 

1.30 

1.35 

1.40 

1.45 

1.50 

1.55 

4顯 i 

1.65 

1.70 

1.75 

1.80 

1.85 

1.90 

1.95 

2.00 

2.05 

2.10 

0.05 

0 09 



1.20 

1.25 

1.30 

1.35 

1.40 

1.45 

1.50 

1.55 

1.60 


1.70 

1.75 

1.80 

1.85 

1.90 

1.95 

2.00 

2.05 

2.10 

2.15 

0.10 

0 20 











標 

準 

値 









：：：： : ：；： •：.；；： . 021 

0.25 




: ::t 袖::: 

•1.45 

•1-.5 Q - - 

: ■:: 

:沛誦::: 

::戈藤:: 

::: ii :: 紐: 

訝纖; 

::如 

1.85 

1.90 

1.95 

2.00 

2.05 

2.10 

2.15 

I 2 20 

2.20 

r 

0 26 

0 30 


135 

1.40 

1.45 

1.50 

1.55 

1.60 

1.65 

1.70 

1.75 

1.80 

1.85 

1.90 

1.95 

2.00 

2.05 

2.10 

2.15 

2.20 

1 



0 31 

0 35 


1.40 

1.45 

1.50 

1.55 

1.60 

1.65 

1.70 

1.75 

1.80 

1.85 

1.90 

1.95 

2.00 

2.05 

2.10 

2.15 

2.20 





0 36 

0 40 


1.45 

1.50 

1.55 

1.60 

1.65 

170 

1.75 

1.80 

1.85 

1.90 

1.95 

2 00 

2.05 

2.10 

2.15 

2.20 






0 41 

0 45 


1.50 

1.55 

1.60 

1.65 

170 

1.75 

1.80 

1.85 

1.90 

1.95 

2.00 

2.05 

2.10 

2.15 

2.20 







0 46 

0 50 


1.55 

1.60 

1.65 

1.70 

1.75 

1.80 

1.85 

1.90 

1.95 

2.00 

2.05 

2.10 

2.15 

2.20 








0.51 

0 55 


1.60 

1.65 

1.70 

1.75 

1.80 

1.85 

1.90 

1.95 

2.00 

2.05 

2.10 

2.15 

2.20 









0 56 

0 60 


1,65 

1.70 

1.75 

1.80 

1.85 

1.90 

1.95 

2.00 

2.05 

2.10 

2.15 

2.20 










0 61 

0 65 


1.70 

1.75 

1.80 

1.85 

1.90 

1.95 

2.00 

2.05 

2.10 

2.15 

2.20 











0 66 

0 70 


1.75 

1.80 

1.85 

1.90 

1.95 

2.00 

2.05 

2.10 

215 

2.20 












0 71 

0 75 


1.80 

1.85 

1.90 

1.95 

2.00 

2.05 

2.10 

2.15 

2.20 













0 76 - 

■0 80 


1.85 

1.90 

1.95 

2.00 

2.05 

2.10 

2,15 

2.20 



太枠俏•の所は例を…しています。 






0.81 

0 85 


1.90 

1.95 

2.00 

2.05 

2.10 

2.15 

2.20 




*• 调幣 ㈣ に人って V 

、たシムが 1. 

70 mm で 

，そのときのクリア 


0 86 

0.90 


1.95 

2.00 

2.05 

2.10 

2.15 

2.20 





フン 

' スか (1.21 〜II 

• のとさは 1.8 ()mm のシムに人れ換え 


0.91 

0.95 


2.00 

2.05 

2.10 

2.15 

2.20 






〇こ保ず : 肌ン厂/リ尸フ / A U i •リ S ] 0 





0.96 

1.00 


2.05 

2.10 

2.15 

2.20 


















1.01- 

1.05 


2.10 

2.15 

2.20 



















1.06-1.10 

2.15 

2.20 




















1.11- 

1.15 


2.20 






















ェキゾースト側タペットシム選択表 
シム №.(12892 — 05 C 00 — xxx ) 


\ 調整前の 

\ マーク No. 

120 

125 

130 

135 

140 

145 

150 

155 

160 

165 

漏;:: 

175 

180 

185 

190 

195 

200 

205 

210 

215 

220 

11 整刖の 、、シムサィズ 
fj) ァ ランス 

1.20 

1.25 

1.30 

1.35 

1.40 

1.45 

1.50 

1.55 

1.60 

1.65 

:ゅ: 

1.75 

1.80 

1.85 

1.90 

195 

2.00 

205 

2.10 

215 

2.20 

0.05 -0.09 




120 

1.25 

1.30 

1.35 

1.40 

1.45 

1.50 

1 5 S 

1.60 

1.65 

1.70 

1.75 

1.80 

1.85 

190 

195 

2.00 

2.05 

0 . 10 - 0.14 

\ 

\ 

1.20 

1.25 

1.30 

1.35 

1.40 

1.45 

1.50 

1.55 

IB . 

1.65 

1.70 

1.75 

180 

1.85 

1.90 

1.95 

2.00 

2 05 

2.10 

0.15 -0.19 

\ 

1.20 

1.25 

1.30 

1.35 












195 

2.00 

2 05 

2.10 

215 

0.20-0.30 

標 準 

値 







〇:ギ•へを 3 $::::::::::. 

麗; 


:.卜 恥 .. 




i .$6' 

: ::； i :: 瓶:: 



:: ：5:；0 Q ：: 

1.85 

1.90 

1.95 

2.00 

2.05 

2.10 

215 

2 20 

2.20 | 

| ~ 

0.36-0.40 

1.35 

1.40 

1.45 

1.50 

1.55 

1.60 

1.65 

1.70 

1.75 

1.80 

1.85 

1.90 

1.95 

2.00 

2.05 

210 

2.15 

2.20 




0.41 -0.45 

1.40 

1.45 

1.50 

1.55 

1.60 

1.65 

1.70 

1.75 

1.80 

1.85 

1.90 

1.95 

2.00 

2.05 

2.10 

2.15 

2 20 



0.46-0.50 

1.45 

1.50 

1.55 

1.60 

1.65 

1.70 

1.75 

1.80 

1.85 

1.90 

1.95 

2.00 

2.05 

2.10 

2.15 

2.20 



0.51 -0.55 

1.50 

1.55 

1.60 

1.65 

1.70 

1.75 

1.80 

1.85 

1.90 

1.95 

2.00 

2.05 

2.10 

2.15 

2.20 



0.56 — 0.60 

1.55 

1.60 

1.65 

1.70 

1.75 

1.80 

1.85 

1.90 

1.95 

2.00 

2.05 

2.10 

2.15 

2.20 



0.61 一 0.65 

1.60 

1.65 

1.70 

1.75 

1.80 

1.85 

1.90 

1.95 

2.00 

2.05 

2.10 

215 

2,20 



0.66 - 0.70 

1.65 

1.70 

1.75 

1.80 

1.85 

1.90 

1.95 

2.00 

2.05 

2.10 

2.15 

2.20 



0.71 -0.75 

1.70 

1.75 

1.80 

1.85 

1.90 

1.95 

2.00 

2.05 

2.10 

2.15 

2.20 



0.76-0.80 

1.75 

1.80 

1.85 

1.90 

1.95 

2.00 

2.05 

2.10 

2.15 

2.20 



0. 81 0.85 

1.80 

1.85 

1.90 

1.95 

2.00 

2.05 

2.10 

2.15 

2.20 



0.86-0.90 

1.85 

1.90 

1.95 

2.00 

2.05 

2.10 

2.15 

2.20 



0.91 - 0.95 

1.90 

195 

2.00 

2.05 

2.10 

2.15 

2.20 


タペットシムの交換は〖•.記の衣を ni いて縦 

0.96-1.00 

1.95 

2.00 

2.05 

2.10 

2.15 

2.20 


軸と横軸が介ったシムに交換すると，クリ 

1.01-1.05 

2.00 

2.05 

2.10 

215 

2.20 


/ フ 〆 リま丁。 

1.06-1.10 

2.05 

2.10 

2.15 

2.20 


シムマーク No . が消えている堤会(土マイクロメ 

1 . 11 - 1. 15 

2.10 

2.15 

2.20 


一夕で測定して正しいシムサイズを確認する。 

1.16-1.20 

2.15 

2.20 


人枠指ポの所は例をボしています。 

1.21—1.25 

2.20 


*凋整如に人っていたシムが1.70圆で，そのときのクリア 

5 、 ノ *7 Q 1 〜 レ戈 / + 1 OA ご./;， i 二 


ると標準値のクリアランスになリます。 
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点検調整 原動機 


エンジンオイル量の点検 

籲エンジン各部の合わせ面及びシール面よりオイルが漏れてい 
ないか点検する。 

馨暖機運転後，10〜20秒間位アイドリング運転してエンジンを 
止める。 

•約1分後にオイルインスぺクション部①を見て油面が F ， しの 
範囲内（中央付近）にあるか点検する。 

春 F ， L の範囲内に入っていない場合は，オイル量を調整する0 




オイル量の点検は車体を垂直状態にして行なうこと0 


エンジンオイルの交換 

籲オイルドレンプラダの下部にオイルパンを用意する。 
籲暖機運転後にオイルを抜く。 

• ドレンプラグ①を外す。 

•フイラプラグ②を外す。 



オイルの注入 

春オイルドレンプラグ①を締める。 

H オイルドレンプラグ： 21 N.m {2.1 kgf . m } 
♦オイル注入口よりオイルを規定量入れる0 
籲フィラプラグ②を締める。 


[:ンジンオイル交換時期 


初期1力月時以後6000 km 走行ごと 


[:ンジンオイル量- 


交換時 1100 


「△>王意丨 

エンジンを始動しオイル漏れを点検する0 
•エンジンオイル量を点検し，規定量にする。 
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原動機点検調整 


オイルフイルタの交換 

•オイルフィルタキャップ①を外し，オイルフィルタを交換す 
る。 

エンジンオイルが少し流れ出るのでオイルフィルタの下部に才 
イル受けを用意すること。 



組立 

• 〇リング@を確実にセットし新しいフィルタ②を組み立てる。 




•オイルフィルタのキャップの〇リング©を確実にセットしキ 
ャップを締め付ける。 

•エンジンを始動し，オイル漏れを点検すること。 

•エンジンオイル量を点検し，規定量にすること。 


エンジン オイル 量 

オイルフィルタ 交換時期 

初期1000 km 走行時以 
後12000 km 走行ごと 

エンジンオイル及び 
オイルフィルタ交換時 

約1300 
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点検調整 原動機 


オイルプレッシャの測定 

• 暖機運転後にオイルプレッシャの測定をする。 


常温下で2000 rpm に保ち約 
15分間運転（油温：約60度） 

•エンジンを止めて油圧測定口へ特殊工具を取り付ける。エン 
ジンを始動し，所定の回転数に保って運転し，ゲージの指示 
値を読む。 


暖機運転 



&オイルギャラリプラグ： 23 N.m {2.3 kgf . m } 
@オイルプレッシャゲージ： 09915 — 74520 



油温 

約 6 (TC 

オイル プ 

測定回転数 

3000 rpm 

レッシャ 

油圧 

49〜147 kPa 
{0.5~1. 5 kg / cm 2 } 



油圧が規定値以下の場合は，下記のような原因が考えられる。 


籲油圧が規定値より低い場合。 

• オイル通路からのオイル漏れ 
•オイ ルシールの 損傷，破損 
• オイルポンプの不良 


♦油圧が規定値より高い場合。 

• エンジン オイルが硬い 
•オイル通路の詰まり 
•オイルフィルタの取付け不良 
•オイルフイルタの詰まり 
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分解点検 
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エンジン エンジン搭載状態での分解可能箇所 


エンジン搭載状態での分解可能箇所 

下表は，車体にエンジンを搭載した状態で部分的に分解できる主な所を示してある。 


エンジン中央部分 

へーン 


參エキゾーストパイプ .4-2 

•キャ ブレー タ .4-4 

•カムチェーンテンシヨナ .4—8 

•シリン ダへッ ド カバー .4-8 

•カムシャフト .4-8 

•シリンダヘッド .4-9 

•シリンダ .4—9 

• ピストン .4-10 

籲スタータモータ . 4 一 10 


エンジン左側部分 

へーン 


•チェンジペダル . 4—3 

•フロントスプロケットカバー . 4-3 

•フロントスプロケット . 4-3 

•マグネトカバー . 4 一 II 

•フライホイールマグネト . 4 ~~ 14 

鲁スタータアイドルギヤ . 4 -10-11 

鲁マグネト . 4 一 28 

參スタータクラッチ . 4 -28 


エンジン右側部分 

へ —、ノ 


•オイ ルクー ラ .4-2 

•オイルフィルタ . 4 一 II 

•クラッチカバー . 4-11 

•クラッチハウジング . 4 一 12 

•オイルポンプ . 4 -13 

參ギヤシフトシャフト . 4 一 13 

♦プライマリドライブギヤ . 4 -14 
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エンジンアツシの脱着 


エンジン 


エンジンアッシの脱着 

エンジンの取外し 

エンジンの取外し要領は，以下の順序で行なってください。 
籲フレームカバーを 外す。 （6-1 ページ 参照） 

籲シートを外す。 （6-1 ページ參照） 

籲フューエルタンクを外す。 （6-1 ページ参照） 


•エンジンを分解する場合はエンジンオイルを抜いておく。 
•オイル クーラアッパホース ①及び ロアーホース ②を外す。 




，オイルクーラ を外す。 



，エキゾーストパイプクランプボルト①を特殊工具を用いてゆ 
るめ，エキゾーストパイプを外す0 

トルクスビット： 09930-11920 


I 王意| 


エキゾーストパイプ組立時は，差し込み部にシール剤（ア 
ドヒッシブマフラシール）を塗布すること0 
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エンジン 


エンジンアツシの脱着 


鲁チヱンジペダルを外す。 


•リード 線 クラ ンプ① を 外し，フロントスプロケット カバー ② 
を外す。 


•サークリップ①を外す。 

•フロン トス プロ ケッ ト② 及びドライブチヱ ーン③を 外す。 





•クラッチレリーズアームボルト④を外し，ケーブル⑤を外す。 


春スパークプラグキャップを 外す 0 
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エンジンアツシの脱着 エンジン 




•エンジンアースリー ド線①を外す 0 
籲ブリーザホース②を外す。 

•スタータモータリード線③を外す。 



參クランプ①を外し，ジヱネレータリード線カプラ②③を外す。 
•クランプ④を外し，ニュートラルリード線カブラ⑤⑥を外す。 



•スプリング①②を外す。 

•マスタシリンダ③を外し，リヤブレーキペダル④を外す。 
籲右側 フロン トフート レス トブラケット⑤を外す。 
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エンジン 


エンジンアツシの脱着 
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エンジンアツシの脱着 


エンジン 


エンジンの搭載 

エンジンの搭載はエンジン取外し行程の逆順序で行なう。また，下記項目は搭載時に特に気をつけて作業す 
ること。 

王 意 I 

エンジンマウンティングボルト締付ナットはセルフロック式ナットですので何度も再使用できません。 
セルフ ロック 効果がなくなつたら新品と交換すること。 


エンジンマウンテイング 

籲エンジンを右側から車体に乗せる。 

•エンジンマウンテイングブラケット及びボルトを組み立てる。 



No . 

ネジ径 mm 

長 d mm 

ナット型式 

締付トルク N.m { kgf * m } 

ネジロ ック 

1 

8 

70 

フランジ式 U ナット 

41 {4.2} 


2 

8 

60 

フランジ式 U ナット 

41 {4.2} 


3 

10 

100 

フランジ式 U ナット 

88 {9.0} 


4 

8 

65 

フランジ式 

40 {4.1} 


5 

8 

55 

フランジ式 

40 {4.1} 


6 

8 

16 


23 {2.3} 

※ 


※マウンテイングボルト③⑥はネジロック剤プリコートボルトの為，一度ゆるめたボルト 
を再使用する時はネジロック1303〃 を塗布すること。 


4-6 




















エンジン 


エンジンアツシの脱着 


ブレーキペダル. フー トレスト 

•ブ’ レーキ ペダルボルト①及び フート レストボルト②にネ ジロ 
ックを少量塗布する。 

王意1 

ブレーキペダルボルトにネジロックを塗布する時は，ブレ 
ーキペダルの摺動部にネジロックがつかないようにするこ 
と0 

V & ネジロックスリーボンド230 3" 

エンジンアース線 

•エンジンアース リード線を取り付ける。 



フロントスプロケット 

籲フロントス プロ ヶット 及びドライブチヱ ーンを 組み付け，サ 
ークリップを組み付ける。 



フロントスプロケットが組み付けにくい時は，リヤアクスルを 
ゆるめ，左右のチェーンアジヤスタを回し，ドライブチェーン 
をたるませておいて作業をする。 



搭載後の注意 

籲エンジン 搭載後，配線，ケーブル，ホース類を確実に組み立てる。 

籲エンジンオイルを規定量注入すること。（エンジン分解時のオイル量：160 Om 幻 
隹下記の調整を行なう。 

• スロッ トルケーブル （ 3 _ 15 ページ 参照） • クラッチ ケーブル （3 _ 9 ページ 参照) 

• ドライブチヱ ーン （3-10 ページ 参照） • ギヤ シフトレバー （3-9 ページ 参照) 

•アイドリ ング 調整 （3-14 ページ 參照） 

籲エンジンオイルの漏れ等の確認を行なう。 
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分解 エンジン 


エンジンの分解 
シリンダへッドカバー 

•オイルパイプ ユニオン ボルトを外し，オイルパイプ①を外す0 




•カムチェーンテンシヨナアジャスタキャップを外す。 

• ドライバを回してカムチェーンテンシヨナアジャスタ内の 
プッシュロッドを縮めておく。 

•カムチェーンテンシヨナアジャスタ③を外す。 

♦クラッチケーブルストッパ④を外す0 




カムシャフト 

•カムチェーンガイド①及びカムシャフトホルダ②を外す。 

[ A ; 王意丨 

カムシャフトホルダボルトをゆるめるときは，対角線上に 
少しづつ均等にゆるめる。 



•ェキゾーストカムシャフト①とインレットカムシャフト②を 

外す。 
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エンジン 分解 



シリンダヘッド•シリンダ 

•シリンダへッド締付ボルト②及びシリンダ締付ナット③を外 
す0 



• 6個のシリンダへッドボルトを外す。 

• 対角線上に均等にゆるめること。 

•シリンダへッドを取り外す。 

「△注意 I 

® のシリンダへッドボルトを先にゆるめる0 


シリンダへッドの両サイドを持って垂直に上げる。 

外れにくい場合は，プラスチックハンマを用いてフインの無い 



所に軽くショックをあたえてシリンダヘッドを浮かします。 


•カムチヱーンガイド①を抜く。 

♦シリンダを取り外す。 

シリンダの両サイドを持って垂直に上げる。 

外れにくい場合は，プラスチックハンマを用いてフィンの無い 
所に軽くショックをあたえてシリンダへッドを浮かします。 
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分解 エンジン 


ピストン 

•ピストンの下に布等を敷きサークリップ①を外す。 

翁ピストンピンを引き抜きピストンを外す。もし固い場合はピ 
ストンピンプーラを使用する。 

•ピストンリングを外す。 

® ピストンピンプーラ： 09910 — 34510 




スタータモータ 
•スター タ モータ ①を外す。 


春 オイ ルシールリ テ ーナ⑤ を外す0 



•スタータアイドルギヤカバー②を外す。 

•スタータアイドルギヤ N 0.1 ③及びギヤピン④を外す。 
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エンジン 


分解 


マグネトカバー 

•マグネトカバー①を外す。 

• マグネトの分解組立ては 4-28 ページ参照。 





オイルフイルタ 

♦オイルフイルタキャップ①を外す。 
•オイルフィルタ②を外す。 





•クラッチカバー③を外す。 


クラッチ室内部品 

♦ジヱネレータロー タに 27 mm のメガネレンチを掛けて，クラッ 
チスプリングセットボルトを対角線上にゆるめて外す。 
•クラッチプレッシャプレート①及びクラッチリリースラック 

②を外す。 
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分解 エンジン 


•クラッチドライブ No . 1 X 6枚① & No .2 プレート②，ドリブン 
プレート X 6枚③を外す。 

•ウヱーブワッシャ④，ウ x —ブワッシャシート⑤を外す。 




•クラッチスリーブハブ締付ナットは特殊工具を用いてハブの 
回り止めをしてナットを外す。 

クラッチスリーブハブホルダ： 09920 — 53740 




•スラストワッシ ャ⑥， クラッチスリーブハブ⑦を外し，クラ 
ッチハウジング⑧を 引き抜く。 




• スペーサ⑨を外す。 



•オイルポンプドリブンギヤサークリップ①を外す0 
@スナップリングプライヤ： 09900 — 06107 
•オイルポンプドリブンギヤ②を外す。 
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エンジン 分解 



•サークリップ④，ワッシャ⑤を外し，ギヤシフトシャフト⑥ 
を引き抜く。 



•サークリップ⑧を外し，ワッシャ⑦⑨，カムドライブプレー 
卜⑩，スプリング⑪を外す。 




•クランクバランサシャフ ト締付 ナッ トは ジェネレータロータ 
に27腿のメガネレンチを插'けてクランクの回り止めを行なつ 



てからゆるめ，ナット③及びワッシャ④を外す。 



•カムチェーンテンシヨナ⑤を外す。 
•カムチェーン ⑥を外す。 
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分解 エンジン 


參フ。ライ マリ ドライブギヤナッ ト①はジェネレータロータに 27 
mm のメガネレンチを掛けてクランクの回り止めを行なってか 
らゆるめる。 

•フ。ライマリドライブギヤナット①及びワッシャ②を外す。 


主意1 

プライマリドライブギヤナットは左ねじです。 





春クランクシャフトに特殊工具を取り付ける。 

© クランクシャフトインストーラアタッチメント 

: 09911—11310 

△注意 

特殊工具は一杯にねじ込むこと。 
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エンジン 分解 


•スタータギヤ①，半月キー②を外す。 

•スタータギヤ①からニードルべアリング③を特殊工具を用い 
て外す。 

ItSSlI ベアリングインストーラセット： 09924-84521 




•フライホイールマグネト④からスタータクラッチ⑤を外す。 



オイルストレーナ 

籲オイルストレーナ①を外す。 



クランクケース 

春クランクケース締付ボルトを外す0 


• ドライブシャフトのサークリップ①及びワッシャ②を外す。 
•ブリーザオイルリターンプレート③を外す。 
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分解 エンジン 



•クランクケースを分割する。 

•特殊工具を用いてライトケースを引き抜く。 

ES ) クランクケース&シャフトリムーバ： 09920-13120 

[ A ) 王意1 

• クランクケースは水平になるように注意して引き抜く 0 
• クランクケースの引き抜きが難しい場合はプラスチック 
ハンマを用いてミツシヨンのシャフトに軽くショックを 
あたえて引き抜くこと0 



クランクバランサシャフト 

•クランクバランサシャフト①及び半月キー②，ワッシャ③， 
クランクバランサドリブンギヤ④，ワッシャ⑤を外す。 




•クランクバランサドライブギヤ⑥を外す。 



ギヤシフトカム 

•ギヤシフトフォークシャフト①を外す。 
•ギヤシフトフォーク②③を外す。 

• ギヤシフトカム④を外す。 



トランスミッション 

• トランスミッションを外す。 

•カウンタシャフトとドライブシャフトをセットで外す。 

• カウンタシャフトとドライブシャフトの分解，組立ては4- 
34ページ参照。 



シャフ トが 外れにくい時はプラスチックハンマでカウンタシャ 
フ トと ドライブシャフ トを 軽く交互に たたきながら 外す。 
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エンジン 分解 


_キー①を外す。 



參クランクシャフトを外す。 

•クランクシャフトに特殊工具を掛けてクランクシャフトを 

抜〈。 

(§) クランクケース&シャフトリムーバ： 09920—13120 




春クランクケースべアリングを外す。 

尚 ベアリングリムーバ： 09921 — 20210 (⑨⑩） 

09923 — 73210 (⑦) 

ベアリングインストーラ： 09925 — 98221 (①） 

09913 — 75821 (©⑤⑥) 


09922-55131 (②③⑧) 
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分解 


エンジン 


•オイルシール①，②を特殊工具を用いて外す。 
倫 オイルシールリムーバ： 09913— 50121 




クラ ツチカバー 

•クラッチカバーからクラッチレリーズピニオン①，オイルシ 
ール②及びべアリング③を外す。 
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エンジン 部組部品 


シリンダヘッド 


シリンダへッド部組部品 

分解 

王意丨 

取り外した部品は，組立て位置を明記し，整理整頓してお 
くこと。 



バルブの取外し 

•バルブの取外しは特殊工具を用いてスプリングを圧縮させる。 
バルブリフタ： 09916 — 14510 
バルブリフタアタッチメント： 09916 — 14530 


[ A ; 王 意 I 

バ ルブリフタで夕ぺット摺動部に傷等を つけない よう十分 
注意すること。 



•バルブ コッタ①を外す。 

@ピンセット： 09916 — 84511 
•リテーナ②，スプリング③を外す。 
籲バルブを外す。 

•ステムシール④を 外す。 

•スフ。リングシート⑤を外す。 
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シリングヘッド 部組部品 


エンジン 


バルブとバルブガイドのガタの点検 

•バルブをシリンダへッドのバルブガイドに挿入し，できる限 
リ根本に近い所で測定する。 

(シリンダへッド部よりバルブへッドを約 10 mm 上げて，へッ、 
\ド部の左右の振れを測定する。 J 


バルブ< 

ヒバルブガイドのガタ 

1限度 

0.35 mm 



バルブステムの幅の点検 

♦バルブとバルブガイドのガタが限度を越えて いる 場合は，バ 
ルブステムの外径をマイクロメータで測定し，標準値内の場 
合はパ V レブガイドを交換する。 

籲バルブステム摺動部分の上•中.下部を十字方向に計6箇所 
測定する。 


> 

ベルブステムの幅 

標準 

IN 

4.475〜4.490 mm 

EX 

4.455〜4.470 mm 


バルブ シートの幅の点検 

•シートあたり面幅®を測り，限度を越えていたら交換又は修 

正する。 


> 

ベルブシートの幅 

標準 

IN 

1.0 mm 

EX 

1.0 mm 


書バルブシートのあたり面が均一でない場合は特殊工具で修正 




する。 


籲ノ ヾ V レブシートのあたり面に光明丹を塗り，あたり面が全周に 
渡って均一で中央にあるかを点検する。 

_バルブラッパセット： 09916-10910 



バルブ シートの気密具合の点検 

•バルブ，バルブスプリングを組み立て，インレットポート又 
は エキゾ ストポート部より，少量のガソリンを注入する。 
•バ V レブシート部より，ガソリンが漏れてこないか点検し，漏 
れる場合は，バルブのあたり面を均一にする。 
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エンジン 部組部品 


シリンダヘッド 


シリンダへツドの平面度の点検 

籲シリンダへッドヒ面の対角線ヒを測定する。 
籲歪みがあれば定盤等で修正又は交換する。 


シリンダへッドの平面度 


[限度 j 0.05 



バルブステムの曲りの点検 

鲁バルブステムに異常な摩耗，曲り等がないか点検する。 

• V ブロックにてバルブを保持し，ダイヤルゲージを用いて曲 

りを測定する。 

籲曲りが限度値を越えていたら交換する。 



バルブステムの曲り 


限度 

0.025 

mm 



バルブへッドの振れの点検 

♦ダイ ヤルゲージを用いてバルブへッドフ ヱース 部の 振れを測 
定する。 

♦振れが限度値を越えていたら交換する。 




バルブスプリングの点検 

•バルブスプリングに荷重を掛けないようにスプリングの自由 
長を測定する。 


バルブスプリングの自由長 

限度 

インナ 

40.17 mm 

アウタ 

42.22 mm 




バルブスプリングに荷重を掛けたときの長さ。 


/ 

《ルブスプリング荷重時の長さ 


1 荷重 N { kgf } 

長$ mm 

標準 

インナ 

53 {5.4} 

29.85 

アウタ 

143.2 {14.6} 

33.35 
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シリングヘッド 部組部品 エンジン 


組立て 

シリンダヘッド 




籲ステムシール②に エン ジンオイルを塗布してバルブガイドに 

圧入する。 

「△>王意丨 

•ステムシールを組み立てる時は，エンジンオイルを塗布 
し，手の力で圧入すること0 
• ステムシールは新品を使用すること0 
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エンジン 部組部品 


シリンダヘッド 


バルブ及びバルブスプリングの組立て 

籲バルブを組み立てるときはバルブステム部全体にモリペース 
卜を塗布すること。 

スズキモリブデン潤滑ペースト 

「也;王意丨 

バルブをシリンダへッドに差し込むときは，バルブステム 
シールに損傷を与えないように注意すること0 



•バル ブスプリングを組み立てるときはスプリングのピッチの 
小さい側®を下（シリンダへッド側）にする。 

@ :スフ°リングピッチ小 
⑧：スフ。リングピッチ大 



•スプリングリテーナ①を取り付ける。 

•特殊工具（バルブリフタ）を用いてスプリングを締め込みコッ 
タピン②を入れてバルブをセットする。 

バルブリフタ： 09916—14510 

バルブリフタアタッチメント： 09916—14530 

ピンセット： 09916 — 84511 

コッタピンにグリス、、八〃を少量塗布してバルブにセットすると 
外れにくくなる。 



•コッタピンの突起部®がバルブ溝 (!) に確実にはまって 
いることを確認すること0 
•バルブは，分解時と同じ位置に組み立てること0 
• バルブリフタアタッチメントで夕ぺット摺動部を傷つけ 
ないよう十分注意すること。 
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カムシャフト 点検 


エンジン 


カムシャフト 

カムシャフトの点検 

カムの高さの点検 

• 摺動面に異常な傷や摩耗がないか点検す る。 

•カムリフト部®の径（カムの高さ）をマイクロメータで測定 
する。 


カムの高さ 

IN 

限度 

35.52 mm 

EX 

限度 

34.92 mm 



カムシャフトジャーナルのオイルクリアランス点検 

春カムシャフトとカムシャフトホルダの間にプラス チゲージ ① 
を入れ，カムシャフトホルダボルトを規定トルクで締め付け 
る。 

B カムシャフトホルダボルト：10 N-m {1.0 kgf - m } 


王意] 


カムシャフトホルダ締付後は，カムシャフトを絶対に回転 
させないこと0 


•カム シャフ トホルダを外し，押しつぶされたプラスチ ゲージ 
の幅でクリアランスを測定する。 


カムシャフトジャーナルのオイルクリアランス 


[標準] 0.032〜〇.066 I :限度 I 0.15 mm ] 



カムシャフトホルダの内径の点検 

籲力厶シャフトホルダ部に異常な傷や摩耗がないか点検する。 
•カムシャフトホルダを規定トルクで締め付ける。 

春カムシャフトホルダ部の内径を測定する。 



ムシャフトホルダの内径 


IN-EX 


22.012〜 22.025 


カムシャフトジャーナル径の点検 

籲摺動面に異常な傷や摩耗がないか点検する。 

參各ジャーナル部をマイクロメータで十字方向に測定する。 



フトジャーナル部の外径 


IN-EX 


21.959〜21.980 
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エンジン 点検 


シリンダ，ピストン 


シリンダ 

シリンダの平面度の点検 

_シリンダ上面の対角線上を測定する。 
春歪みがあれば修正又は交換する。 



シリンダの平面度 

限度 

0.10 mm 1 



シリンダの内径の点検 

鲁摺動面に異常な傷，摩耗がないか点検する。 

修クランク軸と直角方向の上，中，下の3箇所の内径をシリン 
ダ ゲージで 測定する。 

•シリンダ上端より20匪以下の所で測定する0 


限度 


シリンダの内径 


73.12 


mm 



ピストンの点検 

カーボン堆積物の点検 

•ピストンヘッド部，ビストンリング溝等にカーボン等の堆積 
物がないか点検し，堆積物がある場合は取り除く。 


ピストンの外径の点検 

春摺動面に異常な傷，打痕，亀裂などがないか点検する。 

• ピストンの下端から15誦上った所でピストンピンとその直角 
方向を マイクロ メータで測定する。 



72.88 



ビストンとシリンダのクリアランスの点検 

鲁ピストン外径とシリンダ内径の差をシックネスゲージで測定 


する C 


トンとシリンダのクリアランス 


限度 


0.12 


mm 
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ビストンリング 


点検 エンジン 


ビストンリング 

ビストンリング自由合い口すき間の点検 
•ピストンリングがピストンリング溝上で自由に動くか確認す 
る。 

•ピストンリングの合い口に力がかからないようにしてシック 
ネスゲージで測定する。 

• 2 〜 3 度測ってみる。 




ビストンリングの組立て合い口すき間の点検 

春ピストンリングを外しシリンダ下部へ挿入して合い口のすき 
間をシックネスゲージで測定する。 


r △注意1 

ビストンリングはピストンの頭で押し入れ水平にすること。 


限度 


1 st 


2 nd 


ング組立合い口すき間 


0.5 


1.0 



ビストンリングとリング溝のすき間の点検 
•ピストンリング溝及びビストンリングのカーボンを除去する。 
•ピストンリングを取り付け，ピストンヘリングを押し付けな 
がら上へあげ，リング下側でシックネスゲージによりすき間 
を測定する。 


ビス 

トンリングとリング溝のすき間 

限度 

1 St 

0.18 mm 

2 nd 

0.15 mm 



リング溝の巾 



1 St 

1.01 〜 1.03 

mm 

標準 

2 nd 

1.01 〜 1.03 

mm 


Oil 

2. 01 〜 2.03 

mm 


標準 


ビストンリングの幅 


1 st 0.97 〜 0.99 


2 nd 


0.97 〜 0.99 
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エンジン 点検 


コンロッド 


ピストンピン 
ピストンのピン穴内径の点検 

• ピストンのピンの穴の内面を清掃する。 

參上下方向と横方向をダイヤルキャリパゲージで測•定する。 


ビス1 

トンのピン穴の内径 

限度 

19.03 mm 



ピストンピンの外径の点検 

•摺動面に異常な傷，摩耗がないか点検する。 

參ピストンビンの両端と中央部の3筒所をそれぞれ十字方向に 
計6箇所を マイクロメータで 測定する。 




コンロッド 

コンロッド小端の内径の点検 

_摺動面に興常な傷，摩耗がないか点検する。 

♦上下方向と横方向をダイヤルキャリパゲージで測定する。 




nn 


コンロツド大端部のスラストすき間の点検 

籲コンロッド大端のスラストすき間を測定する。 
•コンロッドを回転させスムーズに回るか点検する。 




カムチェーンテンシヨナの点検 

籲プッシュロッド①が スムー ズに作動するか確認する。 

王意 I 

カムチェーンテンシヨナを組み立てるときは ㊀ ドライバを 
用いてプッシュロッドを縮めておくこと0 
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スタータクラッチ 部組部品 エンジン 


スタータ関係部品の点検 

•スタータギヤにニードルべアリングを特殊工具を用いて組み 
付ける。 

ベアリングインストーラセット： 09924— 84521 



•スタータクラッチにスタータギヤを取り付けスムーズに回転 
するか点検する。 


1 △注意1 

1 

スタ- 

-タギヤは， 一 方向しか回転しません。 


スタータ関係部品の組立 

•スタータクラッチをマグネトロータに組み立てる。 

•スタータクラッチ締付ボルトにネジロックを塗布して組み 
立てる。 

1^33スリーボンド v '1303 ,/ 

E スタータクラッチ締付ボルト： 25 N.m {2.6 kgf . m } 


マグネトカバー部組部品 

マグネトの分解 

籲ステータコイル締付スクリ ュ①を 外す。 

•ピックアップコイル締付スクリュ②を外す。 

籲リード線クランプの締付スクリュ③を外す。 

_インパクトドライバセット： 09900 -09903 




組立 

籲ステ ータ コイル及びピックアップコイルをジヱネ レータカノ く 
一に組み立てる。 

「△•/王意1 

締付スクリュのねじ山にネジロックを塗布する。 

ネジ ロックスリー ボンド 、、: L 322" 
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エンジン 点検 オイルポンプ，クラッチ 


オイルポンプ 

♦オイルポンプは分解しないこと。 

春オイルポンプに異常がある場合は，アッセンブリ交換するこ 
と。 


クフツナ 



クラッチドライブプレートの点検 

籲ドライブプレートに異常な焼損，亀裂，爪の部分の段付摩耗， 
接触面にある溝の詰まりがないか点検する。 

♦ ノギスを用いてドライブプレートの厚さを測定する。 


fpste [ N0.1 


ブプレートの/?さ 


No . 1: 2.6 No .2 : 2.6 


mm 


クラッチドリブンプレートの点検 

• ドリブンプレートに異常な焼けや摺動傷がないか目視で点検 
する。 

•ドリブンプレートを定盤の上に置きシックネスゲージを用い， 
定盤とドリブンプレートの間に生じるすき間の，最も大きい 
部分を測定し歪みの程度をつかむ。 


トリフンフレートの歪み 


f 限度 f 0.1 mm 


クラッチスプリングの自由長点検 

❿クラッチスプリング単体を取り出し，スプリングに荷重がか 
からないようにしてノギスで自由長を測定する。 



クラッチべアリングの点検 

•クラッチレリーズべアリングに異常がないか点検する。 
♦破損，損傷等がある場合は交換する。 






4-29 













トランスミッション 


エンジン 


トランスミッシヨンギヤ 



® 3 rd /4 th ドライブギヤ 
⑪ 5 th ドライブギヤ 
⑫ 2 nd ドライブギヤ 
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エンジン 部組部品 


トフンスミツンヨン 


カウンタシャフトアッシの分解 

•カウンタシャフト①から 2 nd ドライブギヤ②， 6 th ドライブギ 
ヤ③，ワッシャ④を外す。 



•サークリップ⑤を外し， 3 rd /4 th ドライブギヤ⑥を外す。 


•サークリップ⑦，ワッシャ⑧を外し， 5 th ドライブギヤ⑨を外 
す。 

• 5 th ドライブギヤからブッシュ⑩を外す。 
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トランス：；ツシヨン 


部組部品 エンジン 


ドライブシャフトアッシの分解 

•ヮッシャ①を外す。 

參 1 st ドリプンギヤ②を外す 0 


籲ブッシュ③を外す。 

•ワッシャ④ 

♦サークリップ⑤ 

♦ 5 th ドリブンギヤ⑥を外す。 




♦サークリッフ。⑦を外す。 

•ワッシャ⑧を外す。 

春 4 th ドリプンギヤ⑨を外す0 



籲 3 rd ドリブンギヤ⑩を外す 0 
鲁ワッシャ⑪を外す0 
春 6 th ドリプンギヤ⑫を外す0 


•サークリップ⑬を外す。 
•ワッシャ⑭を外す。 

❿ 2 nd ドリブンギヤ⑮を外す。 
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エンジン 


部組部品 


トランスミッション 


トランスミッシヨンの組立て 

組立ては分解の逆の順序で行なう。また，下記に記載した項目は組立て時において特に気をつけて作業する。 

王意] 

• 各べアリング類に異常がないか確認すること〇 

•各ギヤ，ベアリング，ブッシュ組立て毎にエンジンオイルを塗布すること。 

•取り外したサークリップは再使用しないこと。 

•サークリップをシャフトに取り付けるときは必要以上に広げないこと。 

• サークリップは確実に溝にはめ込むこと。 

•ギヤ，サークリップの組立方向，ワッシャの位置等を間違えないように組み立てること。 

• ブッシュの穴はシャフトのオイル穴と合わせて組み付ける。 


•サークリップを組み立てるときは，面垂れ側を内側にする。 



カウンタシャフト 

籲次頁のイラストを参照して各ギヤの向き及びワッシャ，サー 
クリップの位置を間違わないよう十分注意すること。 


ドライブシャフト 

次頁のイラストを参照して各ギヤの向き及びワッシャ，サーク 
リップの位置を間違わないよう十分注意すること。 

[A 注意 I 

1 St ドリブンギヤブッシュの穴①はドライブシャフトの才 
イル穴②と合わせて組み立てること。 
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トランスミッション 


部組部品 


エンジン 


ワッシヤ， 



トランスミッション 

ギヤシフトフォークとフォーク溝のすき間の点検 

• トランスミッションギヤのシフトフォーク溝へギヤシフトフ 
ォークを差し込み，溝とギヤシフトフォークの爪の間に生じ 
るすき間の大きさをシックネスゲージを用いて測定する0 




ギヤシフトフォーク溝の幅 

參フォーク溝に異常な摺動傷がないか点検する。 
籲ノギスを用いてフォーク溝の幅を測定する。 


ギヤシフ 

トフォーク溝の 

幅 

No.l 

標準 

5 . 0〜5 • 1 顏 

No . 2 

標準 

0 • 0〜5 • 1 mm 

No .3 

標準 

b • 0〜5 . 1 mm 



ギヤシフトフォークの爪の厚さの点検 

•ギヤシフトフォークの部分に異常な摺動傷がないか点検する。 
籲マイクロメータを用いてギヤシフトフォークの爪の部分の厚 
さを測定する。 


ギヤシフ 


No.l 

標準 

4.8 —4.9 

No .2 

標準 

4. 8〜 4. 9 mm 

No .3 

標準 

4 . 8〜4 • 9 mm 
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エンジン 組立 クランクケースベアリング 


エンジンの組立 

組み立ては分解行程の逆順序で行なうこと。また，下記に記載した項目は組立時に於いて特に気を付けて作 
業す ること。 

「△>王意 I 

• 摺動部分には必ずエンジンオイルを塗布すること。 

•各摺動部品を組立後は，機能確認をすること。 

• 各ベアリング • オイルシールは新品交換とすること。 


クランクケース 

ベアリング 

參べアリングの組立は特殊工具を用いて圧入する。 

@ベアリングインストーラ： 09913 -76010 (③⑤） 

09913 — 75510 (②⑧ ©) 
09922 — 55131 (①® ⑨⑦) 
09943—88211(⑩) 

•ギヤシフトカムべアリングリテーナ①を組み立てる。 



王意| 

ギヤシフトカムべアリングリ テーナ 締付スクリュ①はネジ 
ロック 、'1322" を塗布すること。 

ネジロックスリーボンド、'1322" 

春組立後はエンジンオイルを塗布すること。 



籲バランサシャフトべアリングリテーナを組み立てる。 
ネジ ロック スリーボンドヽ、1322" 



オイ ルシール 

♦オイルシールを組み立てる時，リップ部にグリスを塗布する。 

^0 H スズキスーパグリス、、八" 

籲クランク ケースに オイル シールを 打ち込む。 
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クランクシャフト & バランサシヤフト 


組立 エンジン 


籲クランクケース合わせ面に付着しているシール剤を取り除く。 



クランクシャフト&バランサシヤフト 



•レフトクランクケースに#殊工具を用いてクランクシャフト 
①を組立てる。 

クランクシャフトインストーラ： 09910 — 32812 
アタッチメント ： 09911 — 11310 

コンロッド スト ッパ : 09910 -20116 



❷クランクバランサドライブギヤ②を組み立てる。 
•クランクシャフト側のピンに合わせること。 
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エンジン 組立 


トランスミッション，バランサギヤ 



トランスミッション 

•カウンタシャフト①とドライブシャフト②アッシのセットで 
クランクケースに組み立てる。 




クランクバランサギヤ 



•バランサドリブンギヤインナ レースを 部組する。 
①イ ンナ レース 
©スプリング 
③ピン 
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バランサギヤ，ギヤシフトカム 


組立 


エンジン 


ドリブンインナ レースの ボンチ マーク® と八ランサドリ 
ブンギヤのボンチマーク⑧を合わせること。 



•ワツシャ①，バランサドリブンギヤアツシ②，ワツシャ③を 
組み立てる。 

• キー溝にキーを合わせて組み立てる。 



•バランサドリブンギヤのボンチマーク®とドライブギヤ⑤ 
のポンチマーク⑧を合わせる。 

•ワッシャ⑥を組み付ける。 



ギヤシフトカム 
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エンジン 組立 


ギヤシフトカム 


•ギヤシフトフォーク No . l ， No .2， No .3 をトランスミッション 
ギヤに組み立てる。 



No .2 


•ギヤシフトカム①をクランクケースに組み立て，ギヤシフト 
フォークをカムの溝に合わせる。 


籲シフトフォークシャフト②③を組み立てる。 
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クランクケースの締付け 


組立 


エンジン 


クランクケースの締め付け 
♦クランクケース合わせ面にシール剤を塗布する。 
di ] スリーボンド2215" 

注意 丨 

• シール剤は薄〈平均に塗布する。 

•シール剤塗布面の水分，油分，異物を取り除く。 




参レフトクランクケースを組み立て締付ボルトを規定トルクで 
締め付ける。 

•締付ボルトは対角線に均等に締めること。 

H クランクケースボルト：11 N-m {1.1 kgf * m } 
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エンジン 


組立 


フライホイールマグネト&スタータクラツチ 


フライホイールマグネト&スタータクラッチ 



翁スター タクラッチに スター タギヤ①を組み立てる。 



♦キーを組み立てる0 


•ジェネレータロータとクランクシャフトの接触面（テーパー 
部）はトルクレンチ等で脱脂すること。 

♦ジ ヱネレータロー タアッシを組み立てる。 

• ジェネレータロータのキー溝をキーに合わせること。 

• ジヱネレータロータに27丽のメガネレンチを掛けて回り止め 
を行なう。 

春ナットにネジロックを塗布して規定トルクで締め付ける。 
ネジロックスリーボンドヽ、130 3" 

[5 ジェネレータロータ ナット：120 N*m {12.2 kgf - m } 
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プライマリドライブギヤ 


組立 エンジン 


プライマリドライブギヤ 


7 。 N.m {7.1 kgf.m} 



•カム チヱ ーンスプロケッ ト①を組み立てる。 
• ドライブギヤ キー ②を組み立てる。 





籲ジヱネレー タ ロータに 27 mm のメガ ネ レンチを掛けてクランク 

の回り止めを行なう。 

春プライマリドライブギヤナットを締め付ける。 

H プライマリドライブギヤナット 

: 70 N-m {7.1 kgf*m} 
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エンジン 組立 


クランクバランサボルト，ギヤシフト 


•カムチヱーン①を組み付ける。 

•カムチヱーンテンシヨナ②を組み立てる。 




クランクバランサナット 

•ワッシャ③，クランクバランサナット④を組み付ける。 

春ジヱネレータロータ に 27隨 のメ ガネ レンチ を插'けて クランク 
の回り止めを行ない，クランクバ'ランサナットを締め付ける。 
H クランクバランサナット： 50 N.m {5.1 kgf . m } 

スリーボンド、、:1322" 

♦締め付け後，ナット端部をかしめること。 



ギヤシフト 



• ギヤシフトカムプレートストッパにネジロックを塗布して締 
め付ける。 

1 

• ギヤシフトカムプレートの穴とギヤシフトカムのピン位 
置を確実に合わせること0 

スリーボンド”1322〃 



• ギヤシフトカムをニュートラルスイッチ側から押しながら組 
み付ける。 

H ギヤシフトカムプレートストッパ 

:10 N-m {1.0 kgf - m } 
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ギヤシフト 


組立 


エンジン 



•ギヤシフトシャフトにサークリップ①②，ワッシャ③，シャ 
フトリターンスプリング©，プレートリターンスプリング⑤， 
カムドライブプレート⑥を組み付ける。 



籲ギヤシフトシヤフトアッシをギヤシフトアームストッノ、。⑦に 
合わせて組み付ける。 



參ギヤシフトシャフトにワッシャ⑧，サークリッフ。⑨を取り付 
ける。 



•ブリーザオイルリターンプレート①，サークリップ②を取り 
付ける。 

rCH スリーボンド1322" 
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エンジン 組立 


オイルポンフ 


オイルポンプ 


① オイルポンプ 

② ワッシャ 

③ ピン 

④ オイルポンプギヤ 

⑤ サークリップ 



春オイルポンプ①を組み立てる。 

• 締付ボルトにネジロックを塗布する。 

スリーボンド、'1322" 

籲ワッシャ②，ピン③を組み立てる。 


♦オイルポンプギヤ④を組み立てる。 
•サークリップ⑤を組み立てる。 
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クラッチ 


組立 エンジン 


クフツナ 




p ] 10 N-m {1.0 kgf - m } 


① クラッチハウジング 

② ブッシュ 

③ スリーブハブ 

④ ウエーブワッシャシート 

⑤ ウエーブワッシャ 

⑥ ドライブプレート No . 2 

⑦ ドリブンプレート 

⑧ ドライブプレート No . I 
⑧レリーズラック 
⑩プレッシヤディスク 



[•] 70 N-m 
{7.1 kgf . m } 
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エンジン 組立 


クフツチ 


•クラッチスリーブハブ①及びウエーブワッシャ②を組み立て 
る。 


注意 1 

1 

ゥェ- 

-ブワッシャの向きに注意すること。 



籲クラッチスリーブハブナット③の締付けは，特殊工具を用い 
てスリーブ ハブの 回り止めをしてから規定トルクで締める。 
[rooj クラッチホルダ： 09920 -53740 
H クラッチスリーブハブナット： 6.9 N.m {7.0 kgf . m } 
•クラッチスリーブハブナットは締付後，カウンタシャフトス 
プラインのへこみに合わせて⑧部をボンチ等でかしめる。 
(上図参照） 

•クラッチスリーブハブにウヱーブワッシャシート④，ウエー 
ブワッシャ⑤を組み立てる。 



• ドライブプレート No . 2⑥を組み立てる。 

• ドライブプレート No . 1 及びドリブンプレートを組み立てる。 





•ラック⑦をプレッシャプレート⑧に部組する。 

春プレッシャフ。レートを組み立てる。 

•スプリングを組み立てクランクシャフトの回り止めを行なつ 
てボルトを締め付ける。 

プレッシャプレートボルト： 10 N th { l.O kgf • m } 
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クラッチ 


組立 


エンジン 


クラツチカバー 

•クラッチカバーにオイルシール①，リテーナ②を組み立てる。 
•リテーナスクリュにネジロックを塗布する。 
riH ネジロック1322〃 



•クラッチレリーズピニオン①を組み立て，ベアリング②，才 
イ ルシール ③を取り付ける。 




籲クランクケース側にダウエルピン（ノックピン）及びガスケ 
ットを組み付け，ラックの向きをピニオンと合わせる。 



•クラッチカバーを締め付ける。 

[5 クラッチカバーボルト：10 N*m {1.0 kgf * m } 
「△>王意1 

矢印の2箇所にはガスケットを組み立てること0 



オイルフィルタ 

♦オイルフィルタ〇リング①を組み立てる。 
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エンジン 組立 


オイルストレーナ 


春オイルフィルタ②を組み立てる。 

「△>王意1 

オイル フイ ルタはバルブ側を外側に向けて組み立てること。 


籲オイルフイルタキャップは〇リング@を取り付けてクラッチ 
カバーに組み立てる。 





奥 
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マ グネ ト，スター タ モータ 


組立 


エンジン 


マグネ ト，スター タ モータ 

•スタータアイドルギヤ No . 2①及びギヤピン②，ワッシャ③④, 
サークリップ⑤を組み立てる。 

「△>王意1 

• ギヤピンはサークリップ側を奥にして組み立てる。 

• スタータクラッチ及びギヤにエンジンオイルを塗布する0 



•クランクケース側にダウエルピン（ノックピン）及びガスケ 
ットを取り付けてジヱネレータカパ' 一を組み立てる。 

[5 ジェネレータカバーボルト： 10 N.m {1.0 kgf - m } 

王意1 

• 矢印のニケ所にはガスケットを組み付けること0 
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エンジン 組立 ニュートラルスイッチ 


•スタータモータは〇リング@を組み付けて，クランクケース 
に組み立てる。 



•〇リングにグリスを薄く塗布する。 
スズキスーパグリス 、' A " 



ニュートラルスイッチ 



參シフトカムにスプリング①，ピン②を組み立てる。 

籲ニュートラルスイッチボデーに〇リング③を組み立てクラン 
クケースに取り付ける。 



參オイルシールリテーナ④を組み立てる。 

U 3 オイルシールリテーナボルト： 10 N-m {1.0 kgf « m } 
スリーボンド、、1322" 
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ピストン&シリング 


組立 


エンジン 


ビストン&シリンダ 



ピストンリング 

•ピストンリングの刻印，マークが上面になっているか確認す 
る。 


ピストンリングの組立位置 



1 st リング（刻印 V ) 
2 nd リング(刻印 W ) 

オイルリング 





籲ス ペーサの合い口が重なって いない か確認する。 

春各リングの合い口位置をイラストで指示した位置に合ってい 
るか確認する。 
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エンジン 


組立 


ビストン&シリンダ 


ピストン 

春ピストン①を組み立てる。 

• ピストン頭部の矢印をシリンダの排気側に向ける。 



•ピストンピン②の外周にオイルを塗布してビストンとコンロ 
ッド小端に差し込む。 

•ピストンの下に布等を敷きサークリッフ。③をセットする。 

王意丨 

サークリップは新品を使用すること0 



•ダウエルピン（ノックピン）を組み立てる。 
•シリンダガスケットを組み立てる。 



籲シリンダの内側及びピストン外周にエンジンオイルを塗布し 


て，シリンダ④を組み立てる。 

「△>王意1 

•シリンダを組み付ける際には，ビストンリングを押し込 
みながらキズを付けないように組む。 
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シリンダヘッド 


組立 


エンジン 


シリンダヘッド 



•シリンダにダウエルピン（ノックピン）及びガスケットを組み 
立てる。 


•シリンダへッドを組み立てる0 

•シリンダへッド締付ボルト①に銅ワッシャを組み立てる。 
•シリンダへッド締付ボルト①は対角線上に均等に締め付ける。 
•シリンダへッド締付ボルト②を締め付ける。 

•シリンダ締付ナット③及びボルト④を締め付ける。 





No . 

位置 

ネジ径 

トルク 

N.m { kgf - m } 

備考 

① 

シリンダヘッド 

M 10 

仮締め25 {2.6} 

銅ワッシャ 

本締め42 {4.3} 

② 

シリンダ ヘッド 

M 6 

10 {1.0} 


③④ 

シリンダ 

M 6 

10 {1.0} 
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エンジン 


組立 


バルブタイミング 



バルブタイミング 

カムシャフト&カムスプロケット 



•インスぺクションキャップ XD を外す。 

[5 インスぺクションキャッププラグ 

: 23 N.m {2.3 kgf . m } 

籲ジェネレータカバーブラグホールからジェネレータロータを 

正回転方向に回す。 

H ジヱネレータカバープラグ②：11 N-m {1.1 kgf . m } 



•ジ ヱネレー タ ロー タ 側面 にある刻線@をインスぺクション 
ホールの 中心に合わせる。 
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バルブタイミング 組立 エンジン 


•エキゾーストカムシャフトをカムシャフトジャーナル部に置 
<〇 

オートデコンプ①のもうけてある方がエキゾーストカムシャフ 
卜です。 





•ジェネレータロータの 刻線がイ ンスぺ クショ ンホールの 中心 
に正しく一致していることを確認し，カムチヱーンがたるま 
ないように軽くひっぱる。 

春エキゾーストスプロケットの、、: L " の矢印①がシリンダへッ 
ドの合わせ面に一致する状態でカムチヱーンをスプロケット 
にかける。 



•ェキゾーストスプロケットのの矢印②の位置から起算 
して17ピン目にインテークスプロケットの、、3"の矢印③を 
合わせる。 

「△>王意| 

カムチェーンはジャーナルホルダやカムチェーンテンシヨ 

ナを締めるまで位置がずれない様に注意すること。 




•カムシャフトジャーナルホルダ®⑤©®及びカムチェーン 
ガイド⑤を締め付ける。 

心王意] 

ホルダには浮出文字が表示されているので，図示に従って 
正しい位置に組み立てること。 

H カムシャフトジャーナルホルダボルト 

:10 N.m {1.0 kgf - m } 
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エンジン 組立 


カムチェーンテンシヨナ 



春カムチヱーンテンシヨナをシリンダに組み立てる。 

H カムチェーンテンシヨナアジャスタ締付ボルト 

••10 N.m {1.0 kgf . m } 
• ㊀ ドライバでプッシュロッドを戻す。 

春キャップを組み付ける。 



•クランクシャフトをエンジン正回転方向に2回転させ，クラ 
ンクを圧縮上死点にしたとき，カムシャフト端面の刻線がシ 
リンダへッド合わせ面に合っているか確認する。 



•シリンダへッドカバーガスケットの®部にスリーボンド 

\'1215〃 を塗布する。 


•シリ ンダへッ ドカバーを規定トルクで締め付ける。 

H シ リンダ ヘッドカバー ボルト： 

仮締め10 N*m {1.0 kgf - m } 
本締め14 N-m {1.4 kgf - m } 
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カムチェーンテンシヨナ 


組立 エンジン 


參オイルホース①を規定トルクで締め付ける。 

•クラッチケーブルブラケッ ト②を取り付ける。 

H オイルホースュニオンボルト： 22 N.m {2.2 kgf . m } 



籲インスぺ クショ ン キャップ ① 及び ジヱネ レータカバープラグ 
②を規定トルクで締め付ける。 

H インスペクション キャップ： 23 N.m {2. 3 kgf . m } 
ジェネ レータカバープラグ：11 N*m {1.1 kgf - m } 
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目 次 


フューエルタンクとフューエルコック- 5—1 

フューエルタンクの取外し . 5一1 

フューエルコックの点検 .5-1 

キヤブレータ- 5-2 

■.5-2 

訪 .5-3 

型式標示位置 .5-3 

取外しと分解 .5-4 

点 te . 5 — 7 

組立てと取付け .5-9 

瞧 .5-11 



△注意 


•分解作業時，ガソリンを漏らさないよう注意すること。 
• 漏れたガソリンはすぐ拭きとること。 

• ガソリンの近くで裸火や火花を近づけないこと。 

• 換気のよいところで作業すること。 


[ A ; 王意丨 

キヤブレータを取り外した後，異物の混入を防ぐためシリ ン ダのイ ン テーク部にテー 
ビングをすること。 
























燃料装置 フューエルタンクとフューエルコ ック 


フューエルタンクとフューエルコック 

フューエルタンクの取外し 

鲁フレーム カバーを 外す。 （6-1 ページ 參照） 

• シートを外す。 （6-1 ページ参照） 

•フューエルタンクボルトを外す。 



•フューエルコックを OFF にする。 

•フューエルホース①を外す。 

籲フューエルタンクを外す。 

籲フューエルタンクからガソリンを全て抜く。 


△注意 


• ガソリンをできるだけ漏らさないよう注意すること。 
• 裸火や火花をガソリンに近づけないこと。 

• 漏れたガソリンは直ちに拭きとること。 

•換気のよい所で作業すること。 




フューエルコックの点検 

• ボルトを外してフュー エル コックを外す0 
參フュー エル フィルタにゴミ，锖，堆積物が詰まっていないか 
点検する。もし詰まっている場合は，フュー エル ホース側か 
らエアガンで 清掃する。 


△注意 


フューエルコックをタンクに取り付けるときは，，ガソリン 
漏れを防止するため，ガスケットを新品に交換すること0 
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キャブレ-夕 燃料装置 


キヤブレータ 

構造 


① トップキャップ 

② ガスケット 

③ スロットルレバーボルト 

④ パッキン 

⑤ ジ ェツ トニードル 

⑥ ピスト ンバルブ 

⑦ 二ードルジェット 

⑧ スロットルストップスクリュ 

⑨ スプリング 

⑩ レバ—— 

⑪スプリング 

⑫メインェアジェット 
⑬ノ、。イロットエアジェット 
⑭ェアベント ホース 
@プランジャ 

⑯ロッド 

⑰プランジャ 



@二ードルバルブ 

㉒ バルブシート 

(§) パイ ロツ トスクリユ 

㉔ スプリング 
㉕ ワッシャ 
㉖ 〇リング 

㉗ ノ 、。イロットジェット 
㉙ メインジ: r ツト 
㉙ プレート 

㉚ 才ーバフロ ーホース 
©ドレンスクリユ 


⑱スプリング 
⑲フ ロート 

ピン 
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燃料装置 キャブレ-夕 


諸元 


項 目 

諸元値 

キャブ レー タ名称 

TM 28 

ボアサイズ 

¢28 

型式 

13 E 0 

アイドル回転数 

1500 rpm 

油面高さ 

0 ±0.5 mm 

メインジェット 

( M . J .) 

#115 

メインエアジヱット 

( M . A . J .) 

cf > 2.0 

ジヱットニ——ドノレ 

( J . N .) 

6 FN 84-3 

二ードノレジェット 

( N . J .) 

P — 6 (649) 

ピストンバルブ 

( C . A .) 

#1.5 

ノヽ 。イロットジヱット 

( P . J .) 

#47.5 

バイパス 

( B . P .) 

00.8 

パイロットアウトレッ 

卜 （ P . O .) 

(/ > 0.6 

バルブ シー ト 

( V . S .) 

01.8 

スタータジェット 

( G . S .) 

#35 

パイロットスクリュ 

( P . S .) 

マスタ合わせ（約 1% 回転戻し） 

パイ ロッ トェアジ ヱット 

( P . AJ .) 

1.3 

スロットルケーブル遊び 

2 - 4 mm (グリップ回転量） 


型式標示位置 

個々のキャブレータには右図の位置①に型式が押印されている。 



キャブレータの取外し 

•ナットをゆるめスロットルケーブル①及び②を外す。 
•キャブレータクランプスクリュ③を外す。 

♦キャブレータを外す0 

キャブレータを外すときは，キャブレータを後方に引っ張りな 
がら エン ジン側 •エア クリーナ側の順で外すとよい。 
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キャブレ-夕 燃料装置 


キャブレータの分解 

參ホース 類を外す。 

• フューエルホース① 

• エアベントホース② 
•才 ーノ<フロー ホース③ 


春スロットルケーブルホルダ④を外す。 


春キャブレータトップキャップを外す0 


春スロットルレバーシャフトを外す。 


•スロット ルバルブ アッ シ⑤を 取り外す。 
鲁ノ、。ッキン⑥を取り外す0 
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燃料装置 


キャブレータ 


籲2 .5 薩 のへ キサゴンレンチを用いてボルトを外し， スロッ トル 
レバー アーム ①と スロッ トルバルブ②を取り外す。 






•加速ポンププランジャ③及びスプリング④，ロッド⑤を外す。 



籲ピンを外してフロー トアッシを外す。 

• ニー ドルバルブも同時に外す。 

[ A > 王意丨 

フロートピンを外すときは，キヤブレータボデーに損傷を 
あたえない様注意すること。 
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キャブレ-夕 燃料装置 


• メインジヱット①及びプレート②を外す0 


籲ニードルジェッ ト③をボア ー 側から取り外す0 



•パイ ロッ トジェット④，パイ ロッ トスクリ ュ⑤ 及びバルブシ 

ート⑥を外す。 


• メイン エア ジェット⑦及びパイロットェアジエツト⑧を外す。 



•スロットルストップスクリュ⑨を外す。 
• スフ。リング⑩ 
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燃料装置 キヤブレータ 


春スタータプランジヤを取り外す。 

[ A ; 王意丨 

• キヤブレータボデーの4本のスクリユは取り外さないこ 
と。 

• 加速ポンプレバー部は必要がなければ分解しないこと。 


点検 



分解が終ったら，次の部品に損傷や詰まりがないかどうか点検する。 


•パイロットジェット 

• メインジヱット 

• メインェアジェット 

• パイロットエアジェット 
• ニードルバルブエアブリーデイング ホール 

•フロート 


• ニー ドルバルブ 
•スタータジ ヱット 
• ガスケッ ト 及び 〇リ ング 
•スロットルシャフト オイルシール 
•パイロット アウト レツ ト 及び バイパス ホール 


ニードルバルブの点検 

•バルブニードル又はバルブシートに摩耗，キズ，ゴミ等がな 

いか点検する。 

鲁もしニードルがイラストのように摩耗していたら，バルブシ 
一卜と一緒に交換する。 

• 同時にフロー トチヤンバの堆積物も掃除する。 


[ A ; 王意1 

バルブシートの清掃に針金を使用しないこと。 



スロットルバルブの作動点検 

參スロッ トルバルブシャフトを回し， スロッ トルバ、ルブ①がひ 

つかかりなく，スムーズに動くか点検する。 

•ス ロッ トルバルブシャフト部にガタがないか点検する。 


各種通路やジエツト類の点検 



ゴミの詰まりや破損等がないか点検する。 

王意 I 

•通路はエアガンで清掃すること。針金などを通さないこ 
と。 

•ダイヤフラムが取り付いた状態でェアガンを使用すると 
ダイヤフラムを破損させるので取り外してから使用する 
こと。 



5-7 




































キヤフレータ 


燃料装置 


油面高さの点検 

• ドレンスクリュを外し，フューエルレベルゲージを取り付け 

る。 

フューエルレベルゲージ： 09913 — 14541 
春キャブ レータアッ シをバイスに取り付ける 0 

左右水平 


:ヤブレー タ取付角度 


10 ( 



籲フューエルホースに容器を取り付け，ガソリンを入れる。 


A 注意 


•フューエルレベルゲージのホース内のエアーを完全に抜く_ _ _ 

(流し出す）。 ガソリンを取り扱う作業なので火の 

• レベル ゲージを垂直にし，上から下に レベル ゲージをゆつく 気がなく換気のよい所で行なうこと0 

り下げて，キャブレータボデーの基準点®にゲージの目盛り 
を合わせる。 

籲油面が安定するまで侍つ0 

•再び レベル ゲージを少し下げ，ゲージ目盛の0点を決める。 

籲レベルゲージ内の油面が安定するまで待つて基準点⑧から 
油面までの高さ⑧を読む。 


油面高さ 


0 ±0.5 


組立て • 取付け 

キャブレータの組立ては分解の逆の順序で行なうが，次の箇所 
は組立時特に注意すること。 

[]么注意 

• 組み立てる部品の機能を考え注意して組み立てること。 

•0 リング，シールは新品に交換すること。 
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燃料装置 キヤブレータ 


•パイロットジヱット①を組み立てる。 

春バルブシート②を組み立てる。 

王意丨 

バルブシートの〇リングは新品に交換すること0 



籲パイロットスクリュを組み立てる。 

• 0リング③ 

• ワッシャ④ 

• スプリング⑤ 

• アジヤスタ⑥ 

•パイロットスクリュを軽く一杯まで締め込んでから規定量戻 

す0 


ツトスクリユ戻し量 


1 % 




籲フロートを組み立てる。 
l ~ A > 王 意 I 

キヤブレータボデーに確実にセットすること。 



王意1 

加速ポンププランジャは凸部®の幅のせまい方をスプリ 
ング側に組み立てること0 


•加速ポンププランジャ⑨，スプリング及びロッドを組み立て 
る。 
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キャブレ-夕 燃料装置 


春フロー トチャンバボデ ーを 組み立てる0 



春スロッ トルバルブアッシ及びパッキンを組み立てる。 

「△>王意丨 

パッキンはキャブレータボデーとスロットルバルブアツシ 

の間に組み立てること。 



♦キャブレータフック@及び⑧にスプリングを掛け，スプリ 
ングイニシャルが 効く方向に転回させ， スロットルレバー① 
を組み立てる。 

|~ A > 王意丨 

スロットルレバー組立て後は，スロットルバルブシャフト 
がスムーズに作動するか確認すること0 



#スロットルレバーシャフトとスロットルレバーアッシをボル 
卜②で締め付ける。 

H スロットルレバ、ーボルト： 3.5 N.m {0.36 kgf - m } 

王意^ 

スロツトルレバーシャフトとスロツトルレバーアツシの穴 
位置を正確に合わせてボルトを締め付けること。 
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然料装置 キャブレータ 





參組立てが終わったらエンジンに取り付ける。 

•エア クリーナ側及びシリンダ側それぞれのクランプの向きに 
注意する。 （8-11 ページ參照） 

•ワイヤハーネス，ケーブル，ホース 類は組立要領図に従って 
組み立てる。 （8-7 ページ 参照） 


調整 

籲スロットルケーブルの調整 .3-15 ページ参照 

•アイドリング回転数の調整 .3-14 ページ参照 
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車体 


外装部品の取外し 


外装部品の取外し 

フレームカバー 

•エアークリーナキャップのクイックファスナを外し，エアー 
クリーナキャップを外す。 


• フレームカバー 締付スク リュ を外し，左右のフ レームカバー 

を外す。 



シート 

•マウンティングボルトを外し，シートを外す。 


フューエル タンク 

籲フューエルコックを OFF にする。 
•フューエルホース①を外す。 


籲マウンティングボルトを外し，フューエルタンクを外す。 
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外装品の取外し 車体 


収納ボックス 

鲁ボルトを外し， ツール ホルダを外す0 
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車体 フロントホイール 


フロントホイール 





取外しと分解 

籲車体下部にジャッキ等を掛けて前輪を浮かせる。 


王意1 

• 前輪を浮かせた後は，後輪にタイヤ止め等をほどこし， 
車体を固定し，安定させること。 

•ジャッキの爪により，マフラ，車体等に傷を付けないこ 
と0 



籲スピードメータケーブル①を外す。 

•アクスルシャフトホルダボルト②をゆるめる。 
•アクスルシャフト③を外しフロントホイールを外す。 


「么;王意1 

ホイールを外した後はブレーキレバーを操作しないこと0 





6-3 































フロントホイール 車体 


スペーサの取外し 

•スペーサ①を取り外す。 



ディスクプレートの取外し 

參ディスクスクリュをインパクトドライバを用いて外す。 
春ブレーキディスクを外す。 

インパクトドライバセット： 09900 -09003 



点検 

タイヤの点検は ''タイヤとホイール〃の項参照。 
(6-50 ページ） 

スピードメータギヤボックスの点検 

爪部に損傷がないか点検する。 



フロントホイールの点検 

籲ダイヤルゲージで振れを測定する。 

參振れが使用限度をこえている場合は，ホイールべアリングの 
摩耗やゆるみを点検する。 


フロントホイールの振れ 
(軸方向及び円周方向） 


使用限度 2.0 mm 
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車体 フロントホイール 


春オイルシール①を外す0 



ホイールべアリングの点検 

• ホイールべアリングはべアリングがホイールに取り付けられ 
ている状態で点検する。 

籲インナレースを指で回し，遊びが異常でないか，異音がない 
か，スムーズに回るか点検する。 

籲もし異常がある場合は次の要領でベアリングを交換する。 



ホイールべアリングの交換 

•ベアリングにべアリングリムーバのアダプタ①を挿入する。 
(右図参照） 

•反対側からアダプタのスリットにウヱッジバー②を挿し込み， 
ベアリングを抜き取る。 

( S ) ホイールべアリングリムーバ： 09941 — 50111 


「△;王意丨 

取り外したホイールベアリングは再使用しないこと。 



フロントアクスルシャフトの点検 

• ダイ ヤル ゲージを使って， フロン トアクスルの振れを測定す 
る。 

籲もし使用限度をこえている場合は，アクスルを新品に交換す 
る。 


ントアクスルの振れ 


使用限度 0.25 
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フロントホイール 車体 


組立て 

フロントホイールの組立ては，取外しと分解の逆の順序で行う 

が，次の点に注意すること。 

ホイールべアリング 

•ホイールべアリングを取り付ける前に，ベアリングにスズキ 
スーパグリス'' A " を塗布する。 

スズキ スーパ グリス、、 A " 



•ベアリングインストーラセット①を使って圧入する。 

•レフト側べアリングを圧入し，スペーサを入れてからライト 
側べアリングを圧入する。 

尚 ベアリングインストーラセット： 09924 — 84521 
書圧入要領は下記イラストを参照する。 

「△>王意1 

ホイールべアリングのシール側を外側に向けること0 



春組立方向に注意し，ブレーキディスク側にオイルシール①を 
組み立てる。 




交換したベアリングを添える 



コ0 



レフト側 


ライト側 


レフト側 


ライト側 
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車体 フロントホイール 


春ブレーキデイスクスクリュにネジロック、、:1360"を塗布し， 
規定トルクで締め付ける。 

•スペーサ①を組み付ける。 

rS ネジロック\'136〇〃 

17 IV /王意丨 

ブレーキディスクに汚れや油を付着させないこと。 



•スピードメータギヤボックスを取り付ける前にウォームギヤ 
にスズキスーパグリス ヽ を塗布する。 

/ S 3 H スズキスーパグリス 、' A " 

• ギヤボックスの溝@をホイールハブの爪⑧にはめて取り付 

ける。 



春アクスルストッパナット②の上側を規定トルクで締め付け， 
フロントアクスル①を規定トルクで締め付ける。 

•フロントフォークを4〜5回ストロークさせた後，アクスル 
ストッパナット②の下側を締め付ける。 

H フロントアクスル： 65 N.m {6.6 kgf . m } 

アクスルストッパナット：12 Nth {1.2 kgf . m } 

[A 圧意 i 

アクスルシャフトホルダナットは上側を先に締め付け，次 
に下側を締め付ける。 


•ギヤボックス①はフロントフォーク側ストッパに当ててメー 
タケーブル②に異常な曲がりがないようにセットする。 
•スピードメータケーブルの組み立ては 8-12 ページ参照。 
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フロントブレーキ 車体 


フロントブレーキ 



△注意 


• 銘柄の異なるブレーキフルードは使用しないこと0 

• 口の空いた容器に保管したブレーキフルードまたは長期間保管したブレーキフルードは使用しないこ 
と。 

• ブレーキフルードを保管するときは密栓し，子供の手の届かない安全な場所に保管すること0 
• ブレーキフルードを補給するときは，水ゃゴミが入らないよう注意すること0 

•ブレーキ関連の内部部品を洗浄するときは，ブレーキフルードで行ない，他のものを使用しないこと0 
• ブレーキディスク やパッ ドにゴミや油を付着させないこと0 


王意丨 

ブレーキフルードを塗装面，プラスチックやゴム部品に付着させないこと。変色や割れ等の原因となる。 
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車体 フロントブレーキ 


ブレーキフルー ドの交換 

春ハンドルを動かしてリザーバタンク上面を水平にする。 
•マスタシリンダのリザ ー バキャップ①及びダイヤフラム②を 
外す。 

籲スポイトを使って古い ブレーキフルー ドをできるだけ吸いと 
る。 



•キヤリパのブリーダバルブ③に透明なビニールホース④を取 
り付け，ホースの反対側を容器で受ける。 

•ブリーダバルブをゆるめ，ブリーダバルブからブレーキフル 
ードが出なくなるまでブレーキレ八一を操作する。 



籲 新しいブレーキフルードをリザー八に満たす。 

春ブレーキレバーを ゆっくり 操作し，ブレーキホース， 
パに ブレーキ フルー ドを充満させる。 

♦エア抜きを行なう。 



ブレーキのエア 抜き 

•マスタシリンダのリザ ー バタンク①にブレーキ フルー ドを入 
れ，ゴミが入らないようキャップを乗せておく。 

S スズキ ブレーキフルード (DOT 4 ) 


A 注意 


• ブレーキ フルー ドを ブレーキ ディスクやパッドに付着さ 
せないこと0 

誤って付着させた場合は，中性洗剤の水溶液で完全に拭 
きとること。 

• ブレーキ フルー ドは必ずスズキ純正の ブレーキフルード 
を使用すること0 

•化学変化を防止するため，銘柄の異なるブレーキ フルー 
ドを混用しないこと0 


•キヤリパ側のブリーダ②へ細い透明のビニールホース③を取 
り付け，先端を受皿か空缶へ導いておく。 
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フロントブレーキ 車体 



王意丨 

ブレーキフルー ドは塗装面や樹脂製品に付着すると，塗装 
を損傷させたり，亀裂ができたりするので，補給するとき 
は，外に漏れないよう十分注意すること0 


_ブレーキレバー ④をあおるよう に 操作した後， ブレーキレバ 
一を強く握った ままブリー ダを一瞬緩め，すぐ締める。 
•取り付けた ビニール ホースから気泡がでなくなるまで上記 操 
作を繰り返す。 

厂色 注意 丨 

エア抜き中は，リザーバタンク内の液面低下によるエアの 
吸い込みを防止するため，絶えず LOWER LEVEL 以上あ 
るようにブレーキフルードを補給すること 0 



春エア抜きが終わったら，ブレーキフルードをリザーバタンク 
のインスべクション上端まで補給する。 


△注意 


一度使用したブレーキフルードは再使用しないこと0 


ブレーキパツ ドの 交換 

取外し 

•ブレーキキヤリノ、。①を外す0 

•ハ。ッドピンプラグ②及びパッドピン③を外す0 

•ブレーキパッド④を外す0 



[ A 注意丨 

• ブレーキ パッドを取り外した後は ブレーキレバーを 動か 
さないこと。 

• ブレーキパッドを交換するときは両面セツトで交換する 
こと。 



組立て 

組立ては分解の逆の手順で行ない，次の点に注意すること。 
•ブレーキキャリパを組み立てて，パッドピン，マウンティン 
グボルトを締め付ける。 

H キャリパ マウンティングボルト： 26 N-m {2.7 kgf - m } 
パツドピン： 18 N-m {1.8 kgf - m } 

籲ハ。ッ ド交換後， ブレーキが 正しく作動するよう ブレーキレ 八 
一を 2〜3回操作し，その後 ブレーキフルー ドの レベルを 確 
認する。 
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車体 フロントブレーキ 


キャリパの取外しと分解 

•ブレーキホース ユニオン ボルト①を外す。 

• ホース 内の ブレーキフルー ドをオイル受けの中に入れる。 



ブレーキフルードが周囲の部品にかからないよう，ブレーキホ 
ースを外す前にウェス等をかぶせること。 

•フロントキャリパマウンテイングボルト②を外す。 

•キヤリパ③を外す。 



春パッ ドを外す。 （6-10 ページ参照) 
•ブラケット④を引き抜く。 

籲スプリング⑤を外す。 


• ピストンのとび出しを防ぐため，ピストンに布をかぶせる。 
また，キャリパに板等をあてがう。 



籲エアを吹き込んでビストンを抜く。 


△注意 


• ビストンが勢いよくとび出すことがあって危険なので， 
ピストンの下に手を入れないこと。 

•エアを吹き込むとき，キヤリバをしっかり押さえること 0 
•高圧のエアは使用せず，徐々に圧力を上げること。 


片方のピストンが先に外れた時は，ピストンを取り去らず残し 
たまま，もう片方を抜く。 

•キヤリパハウジングからピストン シール ①及びダスト シール 

②を外す。 


王意丨 

• シールを外すとき，シリンダ内面に傷をつけないよう注 
意すること。 

•ブレーキフルードの漏れを防ぐため，ピストンシール及 
びダストシールは再使用しないこと。 



キヤリパの点検と組立て 

•シリンダ内部及びピストンを指定されたブレーキ フルー ドで 
洗浄する。特にピストン シールの 溝に汚れが溜まりやすいの 
できれいに洗い落とす。 

_シリンダ及びピストンの摺動面に傷，腐食その他の損傷がな 
いか点検する。 
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フロントブレーキ 車体 


組立て 

籲キャリパの組立ては分解の逆の順序で行なうが，次の点に注 
意して作業する。 


[ A ; 王意丨 

• 組み立てる前に各部品を新しいブレーキフルードで洗浄 
すること。 

• 洗浄したあと布で拭かないでそのまま組み立てること0 
• 洗浄は指定されたブレーキフルードで行ない，銘柄の異 
なるブレーキフルードは使用しないこと。またガソリン， 
洗油，揮発性の溶剤等は絶対に使用しないこと。 

• ピストンシール，ダストシールはいずれも新品を使用し， 
キヤリパシリンダ内面及びピストンにブレーキフルード 
を塗布してから取り付けること0 

^スズキ ブレーキフルード （ D 0 T 4) 




籲スライドピンにグリスを塗布する。 
/^ H スズキキヤリパアクスルグリス 




パッド取り付ける前にピストンを一杯まで押し込むとキヤリパ 
の取付けが容易になる。 

•キヤ リノ、。マ ウン ティ ングボル ト①，ハ。 ッ ド ピン②を規定 トル 
クで締め付ける。 

H ①キヤリバマウンティングボルト 

: 26 N-m {2.7 kgf * m } 

②ハ。ッドピン：18 N*m {1.8 kgf . m } 



•パッ ドピンフ。ラグ④を締め付ける。 

•ユニオン ボルトを規定トルクで締め付ける。 

H ③ ブレーキホースユニオン ボルト 

* 23 N.m {2.3 kgf . m } 
春キャリパの取付けが終わったら，ブレーキ フルー ドを入れ， 
エア抜きを行なう。（エア抜きの要領は 6-9 ページ参照） 

^ スズキブレーキフルード （DOT 4 ) 
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車体 フロントブレーキ 


ブレーキディスクの点検と交換 

春ディスクの取付部に亀裂がないか，ディスクの摺動面に傷が 
ないか点検する。 

春ディスク の摺動面の数箇所の厚さを マイクロメータで 測定す 
る。 


籲もし最も薄い所が使用限度以下の場合は新品に交換する。 




鲁ディスクの振れをダイヤルゲージで測定する。 

•も し使用限度をこえている場合は新品に交換する。 


ーキディスクの振れ 


使用限度 


前輪 0.3 


後輪 0.3 



マスタシリンダの取外しと分解 

籲ブレーキフルー ドを抜く 0 

•ユニオン ボルト①をゆるめ， ブレーキホースを 外す。 



ユニオンボルトから漏れたブレーキフルードが周囲の部品に付 
着しないよう，ポルトの下に布を置くこと。 

[ A 迁意丨 

もしブレーキ フルー ドが他の部品に付着したらすぐ完全に 
拭きとるか，又は，洗浄すること0 

•ストップランプスイッチのリード線②を外す。 



籲マスタシリンダを外す。 
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フロントブレーキ 車体 



•マスタシリンダ③からダストシールブーツ④を外す0 



•サークリップ⑤を外す。 

® スナップリングプライヤ： 09900 -06108 



•ピストン，プライマリカッフ。とスプリング⑥を外す0 
•リザーバタンクキヤッフ。⑦とダイヤフラム⑧を外す。 
•セハ。レー タ⑨を外す。 




マスタシリンダの点検と組立て 

籲シリンダの内部及びリザ ー バタンクの内部を指定されたブレ 
ーキフルー ドで洗浄する。 

籲シリンダの内面に傷，腐食その他の損傷がないか点検する。 
g | スズキブレーキフルード （DO 丁 4) 
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車体 フロントブレーキ 


•マスタシリンダの組立ては分解の逆の順序で彳 f なうが，次の 
点に注意して作業する。 


王意1 

• 組み立てる前に各部品に新しいブレーキ フルー ドで洗浄 
すること。 

• 洗浄したあと布で拭かないこと。 

• 洗浄は指定されたブレーキ フルー ドで行ない，銘柄の異 
なるブレーキフルードは使用しないこと。またガソリン， 
洗油，揮発性の溶剤等は絶対に使用しないこと。 

• ビストン/カップセット（ビストン，プライマリカップ， 
セカンダリカップ及びスプリング）は新品を使用し，シ 
リンダ内面にもブレーキフルードを塗布してから取り付 
けること。 


0スズキブレーキフルード （DOT 4) 

春プライマリカップ，セカンダリカップ，スプリングの組立て 
方向は右図を参照する。 

籲サークりップ組立て//向に注意すること。 




•マスタシリ ン ダを ハン ドルバーに取り付けるときは，マスタ 


シリンダホルダ①の合わせ面®をハンドルのボンチマーク 
⑧に合わせる。マスタシリンダ締付ボルトは上側を先に締 
め，下側にすき間を設け，各々規定トルクで締め付ける。 
(8-9 ページ参照） 

E マスタシリンダボルト：10 N.m {1.0 kgf . m } 
•ブレーキホースを取り付けるときは，組立図に従って取り付 
け，ユニオンボルトを規定トルクで締め付ける。 

H ユニオンボルト： 23 N-m {2.3 kgf . m } 

•マスタシリンダの取付けが終ったら，ブレーキフルードを入 
れ，エア抜きを行なう。（エア抜きの要領は 6-9 ページ参照） 
•ブレーキ レバーを 操作し，漏れ，ブレーキの効き具合を点検 
する。 
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ハンドルバー 


車体 


ハンドノレ/く一 

レフトハンドル側部品の取外し 

籲レフトハンドルスイッチ①を外す。 
•レフトグリップ②を外す0 
•クラッチレバーホルダ③を外す。 



ライトハンドル側部品の取外し 

春ライト ハン ドルスイ ッチ① を外し， スロッ トルケーブル②の 

結合を外す。 

•ライトグリップ③を外す。 

•ブレーキマスタシリンダ④を外す。 
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車体 


ハンドルバー 


取付け 

ハンドルバーの取付けは，取外しの逆の順序で行う。 

取付けの際は次図に指示してある点に注意して作業する。 

•ハン ドル バーの ポンチ マーク①をハン ドルホルダの合わせ面 
に合わせる。 



•ハンドルホルダ合わせ面の前後のすき間を均等にする。 
籲ハンドルホルダボルトを締め付ける。 

[5 ハンドルホルダボルト： 26 N-m {2.7 kgf - m } 


籲スロットルケーブル①，リターンケーブル②を取リ付けると 
きは，スロットルグリップ③にスズキスーパグリス、 、 A " を塗 
布してからケーブルを接続する。 

スズキスーパグリス、 V A " 

春ハンドルスイッチはストッパをハンドル側の穴®にはめ合 
わせる。 

春スロットルケーブルの取付けが終わったら，スロットルグリ 
ップがスムーズに動くか確認した後，遊びを調整する。（遊び 
の調整要領は 3-17 ページ参照） 


® のすき間を均等にする 

㊇ 

nn rm 

® 

1 


1 

t 


t 






♦ブレーキ及びクラッチホルダをハンドルにセットし，ホルダ 
ボルト①を締め付ける。 

H ホルダボルト：10 N.m {1.0 kgf . m } 


1 

• ハンドルのボンチマーク®とホルダの合わせ面の端面 
を合わせる。 

•ホルダの下側にすき間を設けること。 
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フロントフ オーク ¥ィ本 


フロントフオーク 



① フォークキャップ 

② 〇リング 
©ジョイント 

④ ナット 

⑤ スプリングリ テー ナ 

⑥ スプリング 

⑦ ピストンリング 

⑧ シリンダ 

⑨ インナチューブ 

⑩ スライドブッシュ 
⑪クランプ 

⑫ダストブーツ 
⑫ダストシール 
⑭ストツパリング 
⑮オイルシール 
⑯ヮッシャ 
⑰ガイドブッシュ 
⑬ァウタチューブ 
⑲センタボルト 
⑳アクスルストツパ 
㉑ ナット 

㉒ オイルロックピース 
@パッ キン 


取外しと分解 

春フロントホイールを外す。 （6 -3ページ参照） 

參フロントブレーキキヤ リ パを外す。 （6-11 ページ参照) 
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本 フロントフォーク 


春ブレーキホース クランプ①及び スピードメータケーブル ガイ 

ド②を外す。 


•フォークキャップをゆるめる。 



•アツパクランプボルト①，ロアークランプボルト②をゆるめ 
る。 

❿フロントフォークを抜く。 

「也> 王意1 

クランプボルトをゆるめるとフォークが抜け落ちるので， 
手で支えること0 




分解 


•フォークキヤップ①を外す。 

•ジョイン ト②， スフ。リングリテーナ③及びスプリング④を 外 
す0 


△注意 


スプリングリテーナを外した時に，スプリングがとび出す 
ので注意すること。 
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フロントフ オーク 


春フォークをさかさにし，オイルが抜けるように数回ゆっくり 
ストロークさせる。 

♦オイルが出終わるまで2〜3分さかさまにしておく。 



•センタボルト（減衰アジャスタ）①を外しシリンダアッシ② 

及びオイル ロック ピース③を抜く。 




• ダストシール ①を外す。 

•オイルシールストッノ、。リング②を細いマイナスドライバ、で外 

す 。 

王意1 

ダスト シール 及びオイル シール スト ッハ。 リングを取り外す 
とき，ドライバでアウタチューブ及びインナチューブを傷 
つけないよう注意すること。 



•アウタチューブのアクスルホルダ部を万力に固定し，アウタ 
チューブからインナチューブを引き抜く。 
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K 本 フロントフォーク 


籲インナチューブから次の部品を外す。 

① スライドブッシュ ③ワッシャ 

② ガイドブッシュ ④オイルシール 

l " A > 王 意 

ダストシール，オイルシール，スライドブッシュ及びガイ 
ドブッシュは，組立時新品に交換すること。 



インナチューブ及びアウタチューブの点検 


籲インナチューブ及びアウタチューブの摺動面に傷がないか点 
検する。 

•インナチューブに曲がりがないか点検する。 

•アウタチューブに損傷，変形がないか点検する。 

•ピストンリング①及びスライドブッシュ②に傷がないか点検 

する。 


メインスプリングの点検 

春メインスプリングを平坦な面において巻尺で自由長を測定す 
る。 

籲使用限度をこえている場合は新品と交換する。 



メインスプリングの自由長 


使用限度464.2 mm 




組立て 

♦組立ては分解の逆の順序で行なうが，次の点に注意して作業 
する。 


王意1 

• 各部品の洗浄が不完全だと，オイル漏れや早期摩耗の原 
因になるので組立前に完全に洗浄すること。 

•フォークを組み立てるときは，新しいフォークオイルを 
使用すること0 

• フォークオイルは指定されたオイルを使用すること0 

• 組立時ピストン，スライドブッシュ，ガイドブッシュ， 
オイルシール，ダストシール及びシリンダボルトのガス 
ケットは新品にすること。 

•ピストン及びスライドブッシュ，ガイドブッシュには樹 
脂コーティングがしてあるので，組立時傷をつけないよ 
う注意すること0 
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フロントフ オーク 



❿イ ンナチューブに以下の部品を組み立て，アウタチューブに 


組み付ける。 

• ダスト シール 
•スト ツノ 、。リ ング 
•オイルシール 
• 平ワッシャ 
•ガイドブッシュ 
• スライドブッシュ 



[ A > 王意丨 

ダストシール，オイルシールのリップを傷つけない様注意 
すること。 


•オイル シールは オイル シー ルリ ップ 部にグリスを塗布して， 
フロント フォークオイル シー ルイ ンストー ラで圧入する。 
スズキ スーパ グリス、 ' A " 

フロントフォーク オイ ルシール イ ンストー ラ 

: 09940-52860 

王意| 

インストーラが汚れていると打ち込むときにインナチュー 
ブを傷つけるので，使う前に洗浄すること。 



•ストッハ。リングを組み立てる0 

•ダスト シール ①をイ ンス トーラのアタッチメントを使わずに 
圧入する。 

フロントフォークオイルシールインストーラ 

: 09940- 52860 

「△>王意丨 

ダストシールのリ ップ部を傷つけない様，注意して組み立 
てること。 



•シリンダアッシ①にワッシャ②，オイルロックピース③を組 • 
み立てる。 


I. 


^ . 免 



,〇ヽ iT^"' 

必 €=~ 
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フロントフ オーク 


參シリンダアッシ及びカラーをアウタチューブに組み立て，セ 
ンタボルトを規定トルクで締め付ける。 

H センタボルト： 35 N-m {3.6 kgf . m } 



フォークオイルの注入 
♦フォークを最圧状態にする。 

籲ピストンロッドを引き上げながら，規定量のオイルを静かに 
注入する。 


ークオイルの種類 

SS 7 

入量（片側） 

538 m £ 



A 

て 




馨ピストンロッドをゆっくりと上下させシリンダアッシ内に才 
イルを送り込む。 

「么> 王意| 

オイルは規定量より若干多く入れ，レベル調整時に抜く。 



オイルレべルの調整 

春オイルレベルが安定するのを待つ。（約10分） 

春オイル レベルゲージを 規定値に セッ トする。 

( g ) フロントフォークオイルレベルゲージ： 09943 —74111 


オイルレベル 


135 



♦オイルレベルを調整する。 
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フロントフォ-ク 車体 


籲以下の部品を組み立てる。 

• スプリング 
• スプリングリテーナ 
•ナット 
["△注意 

ナット®はインナロッドにいっぱいまで締め込むこと0 


• ジョイント 

H ジョイントとインナロッドナットとの締付トルク 

: 20 N*m {2.0 kgf - m } 

• フォークキャップ 



♦以下分解，取外しの逆に組み立てる。 

「 A ! 意 I 

オイル漏れを防ぐため，フォークキャップの〇リングは新 
品に交換すること0 


•フロン トフオークを アッ パブラケット及び ロアー ブラケット 


に通す。 

•フロントフォークの刻線⑧をアッパブラケット上面に合わ 
せる。 

王意丨 

フロントフォークの刻線はアッパブラケットの上面より突 
き出さないこと。 


•フロントフォークのロアクランプボルト①を締めて，フォー 
クキャップ②を締め付ける。 

H フォークキャップ： 25 N.m {2.6 kgf - m } 

•アッパブラケットボルト③を規定トルクで締め付ける。 

H アッパブラケットボルト： 26 N-m {2.7 kgf - m } 

• ロアー ブラ ケッ トボルト①を締め付ける。 

L 3 ロアーブラケットボルト： 26 N-m {2.7 kgf - m } 
フロントホイールの組立ては6*~6ぺージ参照。 

春ブレーキキャリパを組み付ける。 （6-11 ページ参照） 

籲フロントブレーキをかけて4~5回フロントフォークをスト 
ロークさせてなじませる。 
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車体 ステアリング 


ステアリング 



取外しと分解 

♦フューエルタンクを外す。 （6-1 ページ参照） 

籲フロントホイールを外す。 （6-3 ページ参照） 

春フロントフォークを外す。 （6-18 ページ参照） 

♦スピードメータケーブルを外す。 （6-3 ページ参照） 

春フロントブレーキキャリパを外す。 （6-11 ページ参照) 
籲フロントフェンダを外す。 



•へッドランプアッパカバー締付スクリュを外し，ヘッドラン 
プア ッパ カバーを外す。 
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ステアリング 車ィ本 



•イグニッシヨンスイッチ締付ボルト②を外す0 



•スピードメータケーブル③及びクランプ④を外す。 
春スピードメータマウントボルトを外す。 



_ターンシグナルランプを外す。 

籲スピード メータ アッシ及びイグニッシヨンスイッチ，ハンド 
ルバーを 外す。 
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車体 ステアリング 



春ステアリングステム ナット レンチを使ってステアリングステ 
ム ナット①を外し， ステアリングステ ム②を外す。 

@ステアリングソケットレンチ： 09940 -14911 

ステアリングステムナットソケット： 09940—14960 

ステアリングステムの落下を防ぐため，ナットを外すとき保持 
すること。 




癱ロアベアリ ングは先端 （一） 状の鉄棒を使用して取り外す。 

王意] 

ベアリング及びレース面に錆，圧痕，損傷等がなければ取 
り外す必要はない。 

ロアステムべアリングは圧入されているので一旦外した場 
合は新品に交換すること。 



•ステアリングステムべアリングアウタレースはベアリングア 
ウタレースリムーバとステアリングベアリングインストーラ 
を使用して打ち抜く。 

@①べアリングアウタレースリムーパ、： 09941— 54911 
②ステアリングベアリングインストーラ： 

09941 -74910 
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ステアリング 車体 


点検 

•ステアリングステム及びステアリングステムへッドに損傷が 
ないか点検する。 

•ステムベアリング及びレースに請，圧痕，損傷等がないか点 
検する。 


組立て 

春組立て及び取付けは取外しと分解の逆の順序で行なうが，次 
の点に注意して作業する。 

•ベアリングインストーラを使ってアッパ及びロアアウタレー 
スを圧入する。 

_ステアリングレース&スイングアームベアリング 

インストーラ： 09941 -34513 



• ロアステムべアリングを取り付ける時は，ベアリングの上に 
寸法の合うワッシャを置き，ステアリングベアリングインス 
トーラを使って圧入する。 

( gj ベアリングインストーラ： 09925-18010 



♦ステアリングステムを取り付ける前にアッパ及びロアべアリ 
ングにスズキスーパグリス' 、 A " を 塗布する。 

スズキスーパグリス、 ' A " 



•ステアリングステム ナット レンチを使って，ステム ナットを 
規定トルクで締め付ける。 

H ステアリングステムナット： 50 N-m {5.1 kgf - m } 
© ステ アリングステムソケットレンチ： 09940 —14911 
ステアリングステムナットソケット： 09940 — 14960 
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車体 ステアリング 


•ステアリングステムを5〜6回左右に回転させてテーハ。口一 
ラべアリングをなじませる。 

參ステムナットを％〜 1 /^回転戻す。 

籲この状態でステアリングステムにガタがなく，重くなくスム 
ーズに動くか確認する。 

參ガタがあったり重い場合はステムナットで調整する。 



春ステアリングステムへッド及びフロントフォークを取り付け 
た後，ステアリングステムへッドナット①を規定トルクで締 
め 付ける。 （フロン ト フォークの 取付 要領は 6-24 ページ参照） 
H ステアリングステムヘッドナット 

: 90 N-m {9.2 kgf - m } 

♦組立完了後，ステアリングの作動を点検する。 （3-4 ページ参 
照） 



ステアリングステムへッドナットの締付によつて，ステムナッ 

卜のねじのすき間分ハンドルが重〈なることがあるので注意す 

ること。 

「△>王意丨 

ケーブルやワイヤハーネスがハンドル操作の妨げになって 
いないか確認すること0 


籲フロントフォークの下部を持ち，前後に振って，ステアリン 
グにガタがないか，また，左右に回しスムーズに回転するか 



点検する。 

ガタ又は，重い場合はステアリングステムナット②を調整す 
る。 （3-5 ページ参照） 
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リヤホイール 車体 


リヤホイール 



取外し 

春車体の下にジャッキ等を掛け車体を安定させる。 

• リヤアクスルシャフトナット①を外す。 

•ワッシャ②及びドライブチェーンアジャスタ③を外す。 

• リヤアクスルシャフト④を抜いてドライブチェーンを外し, 
ホイールを外す。 
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車体 リヤホイール 


•左右のリヤアクスルスペーサを外す。 


• ホイールからブレーキディスク①を外す。 


•ホイールからリヤスプロケット②を外す。 






籲左右のオイルシールを外す。 

癱左右のホイールべアリングは特殊工具を使用して外す。 
( toSj ホイールべ アリングリ ムーバ： 09941 — 50111 

王意1 

組立時はべアリング及びオイルシールを新品と交換するこ 
と。 


• スプロケット側：オイルシール① 

ベアリング②，ベアリング③ 
• ブレーキディ スク側：オイル シール④ 

ベアリング⑤ 



• スぺーサ⑥ 
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リヤホイール 車体 


点検 

ベアリング- （6-5 ページ参照） 

アクスルシャフト—— （6-5 ページ参照） 

ホつール -（6—4ページ参月 S ) 

タイヤ- （6-50 ページ参照) 

ブレーキディスク—— （6-13 ページ参照) 


組立て 

組立ては分解の逆の順序で行ない，次の点に注意する。 

ホイールべアリング 

參べアリングを組み立てるときはベアリングにグリスを塗布す 
る。 

籲オイルシールのリップ部にグリスを塗布する。 

スズキスーパグリス 、、 A " 



• ホイールべアリングは特殊工具を用いて圧入する。 

• シール面を外側にして圧入する。 

[~也注意 

ホイールベアリングは右側を最初に取り付けること。 

ES) ベアリングインストーラセット： 09924— 84521 
春オイル シールを 圧入する。 
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車体 リヤホイール 


リヤスプロケット 

• リヤスプロケット①を組み立てる。 

王意 I 

リヤスプロケットは刻印のある面を外側に向けて組み立て 
ること0 


IS リヤスプロケットマウンティングボルト 

: 23 N-m {2.3 kgf - m } 



• リヤブレーキディスク②を組み立てる。 

H リヤブレーキデイスクマウンティングボルト 

: 23 N-m {2.3 kgf - m } 

tS ネジロック”1360〃 

リヤブレーキディスクは刻印のある面を外側に向けて組み 
立てること。 



春リヤアクスルシャフトスぺーサ①をスプロケット側に，②を 
ブレーキディスク側に組み付ける。 

[]么> 王意丨 

リヤアクスルシャフトスペーサは左右で異なるので，厚み 
のある方①を左（スプロケット側）に組み立てること。 



リヤアクスルシャフト 

• リャホイール組立て後ドライブチェーンの遊びを調整する。 
(3-10 ページ参照） 

• リャアクスルナットを指定トルクで締め付ける。 

[5 リヤアクスルナット：110 N.m {11.2 kgf - m } 
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リヤブレーキ 車体 


リヤ ブレーキ 


① リザーバタンク 

② リザーバホース 

③ マスタシリング 

④ ピストンカップセット 

⑤ ブレーキホース 

⑥ ブレ _ キホースユニオンポルト 

⑦ プッシュロッド 

⑧ キヤリバハウジング 

⑨ ブラケット 

⑩ パッドピン 
⑪ パッド 

⑫スプリング 
@ピストン 
⑭ダスト シール 
⑮ピストンシール 
⑯シム 

⑰スライドピン 
⑬ブリーダ 




ブレーキパッ ドの脱着 

春ブレーキパッドの脱着はリヤホイールを外して行なう。 （6-30 
ページ参照） 

•ハ。ツドピン①を外して，ハ。ツドを外す。 

H パッドピン：18 N.m {1.8 kgf . m } 
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車体 リヤブレーキ 


リヤキャリパの分解 

•ブレーキホースユニオンボルト①を外すときはブレーキフル 
ードをオイル受に流し出すこと。 

[ A 圧意 

ブレーキフルードはホイール，タイヤ等に付着しないよう 
十分注意すること。 




•キヤリパブラケット②を外す。 



[ A > 王意| 

リテーナ®は外さないこと。 


籲ハ 0 ッドピン③を外し，ハ 0 ッドを外す0 
籲スプリング④を外す0 
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リヤブレーキ 車体 



春キャリパピストンを取り外す場合はピストンに布切れ等を桂卜 
けて手を保護しておき，オイル室にエアーを吹き込んで抜き 
取る。 


△注意 


• ピストンが勢いよくとび出すことがあって危険なので， 
ピストンの下に手を入れないこと。 

• エアを吹き込むとき，キャリパをしっかり押さえること。 
•高圧のエアは使用せず，徐々に圧力を上げること。 



•ピストン①，ダスト シール ②，ピストン シール③を 外す。 
「△•/王意 I 

ピストン頭部のプレート®は外さないこと。 


キヤリパの点検 

春キヤリパ及びピストンの摺動面に損傷がないか点検する。 

春ダストシール，ピストンシールに摩耗，損傷がないか点検す 



る。 


キヤリパの組立て 

組立ては分解行程の逆順序で行なうこと。また，下記に記載し 
た項目は組立時において特に気をつけて作業すること。 

zbv; 王意] 

使用済ブレーキフルード，溢れたブレーキフルードは再使 
用しないこと。また，長期間経過したブレーキフルードは 
使用しないこと0 

S スズキブレーキフルード （DOT 4) 



王意| 

• 組み立てる前に各部品を新し いブレーキフルー ドで洗浄 
すること0 

• 洗浄したあと布で拭かないでそのまま組み立てること。 

• 洗浄は指定されたブレーキフルードで行ない，銘柄の異 
なるブレーキフルードは使用しないこと0またガソリン， 
洗油，揮発性の溶剤等は絶対に使用しないこと。 

• ピストンシール，ダストシールはいずれも新品を使用し， 
ピストン及びキヤリパシリンダ内面にブレーキフルード 
を塗布してから取り付けること。 


• ピンにグリスを塗布して組み立てる。 
/ tOH スズキキヤリパアクスルグリス 
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車体 リヤブレーキ 


春ブレーキホース①を組み立てる。 

P 3 ブレーキホースユニオンボルト： 23 N*m {2.3 kgf • m } 


•キャリパ組立て後は，ドライブチヱーンの遊び，チヱーンア 
ジャスタの目盛を確認すること。 




• キャリパ組立て後は，エアー抜きを完全に行なうこと。 
(4-7 ページ参照） 

•ブレーキペダルを操作し，液漏れ，ブレーキの効き具合 
を点検する。 

• ブレーキホースの取付要領は9-15ページ参照0 



•ブレーキホースユニオンボルト②の下に布切れ等を敷き，ユ 
ニオンボルトを外したときに流れ出るブレーキフルードが他 
部に付着しないようにすること。 

•マスタシリンダよりブレーキホース，ユニオンボルトを外す。 
「△>王意丨 

ブレーキフルードが他部に付着した場合はきれいに拭き取 
るか，又は，洗浄して完全にフルードを取り除くこと〇ブ 
レーキフルードが塗装面，樹脂類，ゴム類その他に付着し 
たままだと，損傷，亀裂等の原因になる。 



籲ロックナット③をゆるめ，ナット④を外す。 

參マスタシリンダ⑤を外す0 

| ph ヘキサゴンビットレンチセット： 09900 — 00410 
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リヤブレーキ 車体 


籲ダス ト ブーツ ①を引き抜いておき， サーク リ ップ② を外す。 
( g ) スナップリングプライヤ： 09900 — 06105 




•サークリップ⑤を外し，コネクタ⑥と〇リング⑦を外す。 




マスタシリンダの点検 

•マスタシリンダ，ピストン，カップ等の摺動する部分に摺動 
傷，摩耗等の有無を点検する。 
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車体 リヤブレーキ 


マスタシリンダの組立て 

組立ては分解行程の逆順序に行なうこと。また，下記に記載し 
た項目は組立時において特に気をつけて作業すること。 

[么> 王意丨 


m 


ノレーキホ ー X 

春ブレーキホースの組立は 8-10 ページ參照0 
籲ブレーキホース®をマスタシリンダのスト ッパ⑧ に接触さ 
せて指定 トルクで 締め付ける。 

H マスタシリ ンダ 締付ボルト： 10 N.m {1.0 kgf _ m } 
ブレーキホースユニオン ボルト： 23 N-m {2.3 kgf . m } 




使用済ブレーキフルード，溢れ出たブレーキフルードは再 
使用しないこと。また，長時間経過したブレーキフルード 
は使用しないこと。 

スズキ ブレーキフルード （DOT 4) 

王意丨 

•組立前にピストン，カップセット，スプリングを新しい 
ブレーキ フルー ドで洗浄すること0 
• ガソリン又は，揮発性の溶剤で部品を清掃及び洗浄しな 
いこと。 

•シリンダ内部，ピストン全体にブレーキフルードを塗布 
してビストンをシリンダに組み立てる0 


修プライマリカップ，セカンダリカップ，スプリングの組立方 
向は上記右図を参照する。 

籲サークリップの組立方向に注意する。 



「么> 王意1 

• マスタシリンダ組立後エアー抜きを行なう。 （6-9 ページ參照） 

• ブレーキペダル取付高さ調整後にリヤブレーキランプスイッチの点灯時期の調整を行なう。 （3-6 ペー 
ジ参照） （3- 13ページ参照） 

• ブレーキを操作し，オイル漏れ及びブレーキの効き具合を点検する。 
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リヤサスペンシヨン/スイングアーム 


車体 


リヤサスペンション 

リ ヤシヨック アブ ソーバ•クッションレバー 



スイング アーム 
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車体 リヤサスペンション/スイングアーム 


分解 

籲リャホイールを外す。 （6-30 ページ参照） 

• リヤブレーキホース①をスイングアームから外す。 


• ドライブチェーンディフェンス②を外す。 
• ドライブチヱーンカバー③を外す。 




•リヤシ ョッ クアブソーバリザーバタンク④を外す。 
•リヤシヨックアブソーバ、アツノ、 0 ボルト⑤を外す0 
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リヤサスペンシヨン/スイングアーム 


車体 




籲サス ペンシヨンアツシを外す。 

•シヨツクアブソ ーノくボルト①を外し，シヨツクアブソーバア 
ツシを外す。リヤシヨツクアブソーバの分解組立は 6-45 ペー 
ジ参照。 

• ドライブチヱーンバッファ②を外す。 



籲クッションレバーシャフト③をゆるめる。 
•クッションレバーセンタシャフト④をゆるめる。 
•クッションレバーシャフト③を外す。 



クッションレバーシャフトを外す前に，クッションレバーセン 
タシャフトをゆるめると外しやすい。 



•クッションレバーセンタシャフト④を外す。 
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車体 


リヤサスペンシヨン/スイング アーム 


•スイ ングアームピボッ ト部よりダスト シール⑤，ワッシャ⑥， 
スペーサ⑦を外す。 

♦オイルシール⑧を外す。 

籲ニードルベアリング⑨は，特殊工具を用いて外す。 

@ベアリングリムーバ： 09923 — 74510 
スライデイングハンマ： 09930— 30133 
春スペーサ⑩を外す 0 





春オイルシール ①， スペー サ②を外す。 

參ニードルべアリング③は特殊工具を用いて外す0 
@ベアリングリムーバ： 09923 — 74510 

スラインデイングハンマ： 09930 -30133 




•クッションレバ'一よりワッシャ，ダストシール，スペーサ等 

を外す。 
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リヤサスペンシヨン/スイングアーム 車体 


•クッシ ョ ン レバーの 各べアリング④⑤⑥を特殊工具を用いて 
外す。 

@ベアリングリムーバ： 09923 — 73210 ④ 
スライディングハンマ： 09930 — 30133 ④ 
ベアリングインストーラ： 09943 -88211 ⑤ 

09925— 98221 ® 




点検 

スイング アーム 

• スペーサに損傷がないか点検する。 

•ベアリング内にスペーサを入れ，スペーサを上下に動かして 
ガタがないか点検する。いちじるしいガタがある場合は ベア 
リングを新品に交換すること。 




クッシヨンレバー 

• スペーサに損傷がないか点検する。 

•ベアリング内にスペーサを入れ，スペーサを上下に動かして 
ガタの点検をする。いちじるしいガタがある場合はベアリン 
ダを新品に交換すること。 



6-44 




車体 リヤサスペンション 


リヤシヨックアブソーバスプリングの初圧調整 

• ロックナット①，アジャスタ②をゆるめる。 

® ユニバーサルクランプレンチ： 09910 — 60611 



•スプリングセツト長が指定の数値になるようにアジャスタ及 
びロックナットを締め付ける。 


k プリングセット長 

269.4 mm 

k プリング調整範囲 

257-272 mm 
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リヤサスペンション 車体 


スイングアームピボツトシャフト 

參ピボットシャフトの振れを点検し，いちじるしく限度を越え 
ている場合は，新品と交換する。 


スイング アーム ピボットシャフトの振れ I 


組立 

組立ては分解した行程の逆順序で行なうこと。また，下記に記 
載した項目は組立時において特に気をつけて作業すること。 
•スイングアームピボットべアリングは特殊工具を用いて圧入 
する0 (端面から5腕1押し込む〇) 

ステアリ ングレース &スイ ングアームべ アリ ング 

インストーラ： 09941 — 34513 

王意丨 

ベアリングを組み立てるときは，グリスを塗布して組み立 
てる。 

ベアリングを組み立てるときは，ベアリングアウタレース 
片面の刻印側を外側にすること0 


籲オイルシールの組立方向に注意して取り付ける。（下記イラス 
卜參照） 

春スぺ ーサ，ダス トシールに グリスを塗布して組み立てる。 
スズキ スーパ グリス、 





•特殊工具を用いてスイングアームにクッションロッドべアリ 
ングを圧入する。（端面から5腿押し込む。） 

0〇〇3ステアリングレース&スイングアームベアリング 

インストーラ： 09941-34513 
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車体 リヤサスペンション 


クッションレバー 

•クッションレバーべアリングは特殊工具を使用して圧入する。 





© ステアリングレース&スイングアームベアリング 

インストーラ： 09941 — 34513 



籲オイルシール組立方向に注意して組み立てる。 
•スペーサ，ダストシールにグリスを塗布する。 
/%3 H スズキスーパ グリス X ' A " 
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リヤサスペンション 車体 


サスペンシヨン組立図 

サスペンション， アブソーパ、組み立て位置と， 指定 トルク及びシャフト，ナットの通し 方向を 示す。 


L くコ [> R 



締付トルク 

80 N*m {8.2 kgf*m} 
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車体 


リヤサスペンション 


•クッションレバー ①を組み立てた 後， ドライブチヱ ーンロー 
ラ②を組み付ける。 

H ドライブ チェーンローラ ボルト 

: 40 N-m {4.1 kgf - m } 


• ドライブチヱーンカバースクリュ①を締め付ける0 





組立後の点検と調整 

サスペンションとホイールを組み立てた後は下記の項目を点検 

し，調整を行なう。 

• ドライブチヱーン •サスペンションの作動 

• リヤブレ ーキ • ショックアブ ソーバ 

• 各部の締付ボルト及びナット 
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タイヤとホイール 車体 


タイヤとホイール 


タイヤの取外し 

この機種ではチューブタイプのタイヤを採用している。タイヤ 
の脱着時チューブを傷めないよう注意して作業すること。 


タイヤチヱンジャの使用要領はそれぞれのインストラクシヨン 


に従って行うこと。 



タイヤをパンク修理または，点検，補修するときは，タイヤを 
外す前にバルブの位置をタイヤにチョークでマーキングしてお 


くとよい0 

ただしパンクを修理するとタイヤのバランスが狂うので再度バ 
ランスをとる必要がある。 



点検 

ホイールの点検 

ホイールの汚れをきれいに拭き取り，次の点について点検する。 
• 変形または亀裂 
• ビード部の傷 
•ホイ ー ルの振れ 


タイヤの点検 

次の点についてタイヤを点検する。 

• サイドウォールの傷，裂け 
• コー ドのはがれ 
•トレッドのはがれ 
•トレッドの異常な偏摩耗 
•ビード部の傷 

• すべりによるトレッドの局部的な摩耗（フラットスポット） 
•インナライナの異常 
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車体 


タイヤとホイール 


チューブの点検 

春タイヤを外した後，チューブを点検する。 

籲もしチューブに異常がある場合は新品に交換する。 


タイヤの取付け 

籲タイヤビード部にタイヤ潤滑剤または石けん水を塗布する。 
[ A 注意 I 

タイヤビード部にオイル，グリス，ガソリン等を絶対に使 
用しないこと 0 

籲チューブを取り付ける。 



參ホイールにタイヤをはめるとき，次の点に注意する。 

• 方向性のあるタイヤはサイドウォール上の回転方向を示す 
矢印①を正回転方向に向けて取り付けること。 

•新しい タイヤの場合は，タイヤとホイー ルのパ' ラ ンス をと 
るため，タイヤのサイド ウォール 上の軽点 マーク ②を バル 
ブ穴に合わせること。 

• 修理したタイヤを取り付けるときは，外したときのマーク 
をバルブ穴に合わせること。 



拳ホイールへのタイヤの取付けはタイヤチェンジャのインスト 
ラクションに従って行なう。 

春チューブを嚙み込まないように注意する。 

_空気を入れる。 


△注意 


• タイヤのバーストの危険があるので空気圧は 4.0 kg / cnf 以 
上絶対入れないこと。空気を入れているときは真上に立 
たないこと0 

•プリセット式 エア メータの場合は，セット圧に特に注意 
すること。 
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タイヤとホイール 車体 


春この状態でタイヤサイドウォール上の、'リムライン"とホイ 
ールとの間隔が全周にわたって等間隔になっているか点検す 
る。 

もし等間 te でない場合はビードが正しくはまっていないので， 
空気を抜き両サイドのビードを落として潤滑剤を塗り，再度 
空気を入れて確認する。 

籲ビードが正しくはまったら空気圧を規定値に調整する。 

春必要に応じタイヤパ'ランスをとる。 


△注意 



•パンク修理したタイヤはパッチが完全に接着するまで， 
少なくとも修理後24時間は 50 km / h 以上の速度で走行し 
ないこと。 

•パンク修理したタイヤは高速で連続走行しないこと0 


タイヤ空気圧 


kgf/cnf 



前輪 

後輪 

1名乗車 

1.50 

1.50 

2名乗車 

1.50 

1.75 
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V _/ 


点検時の注意 

籲電装部品の点検，測定はスズキポケットテスタ09900 -25002 を 

使用すること。 

♦テスタの乾電池は劣化していないものを使用すること。 

修テスタのレンジ位置を間違えないよう注意すること。 

籲抵抗値はテスタ，気温により数値が異なるので目安にとどめ 
ること。 


ポケットテスタ： 09900 -25002 




















電装 


作業上の注意事項 



カブラ 

春ロック付カブラは，ロックを外してから接続を外すこと。接 
続するときは，ロックが働くまで完全に揷し込むこと。 
參カプラの接続を外すときは，カブラ本体を持って外し，リー 
ドワイヤをリ I 張らないこと。 

•カフ。ラの端子の抜けや I 山がりがないか点検すること。 
♦端子に錆や衍れがないか点検すること。 



クランプ 

鲁ワイヤ ハーネスは， 、'ワイヤ ハーネス 組立図〃に指示された位 
置でクランプすること。 

•クランプは確次:に折り曲げてワイヤハーネスを固定すること。 
•クランプで固定するとき，ワイヤハーネスが垂れ下がらない 
よう注意すること。 

春バンド式クランプに針金等を代用しないこと0 


〇 



x 



ヒューズ 

春ヒューズが溶断した場合は，必ず原因を調べ，処置した後交 
換すること。 

•容世の異なるヒューズを使用しないこと。 

參針金等を代用しないこと。 



半導体部品 

春 CDI ユニット，イグナイタ及びレクチファイヤなどの半導体 
を内蔵した部品を落とさないこと。 

春これらの部 m を点検するときは指示通り正しく行うこと。点 
検方法を間違えると破損させることがある。 
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作業上の注意事項 


電装 


バッ テリ 

バッテリは，引火性ガスを発生しますので取扱いを誤ると爆発 
や大けがをすることがあります。したがって一般的な注意の他， 
次に述べる事柄に注意すること。 

籲ショートやスパーク及び火気を近づけることは絶対にしない 
こと。 

籲充電作業は通風がよく広い場所で行ない，閉めきった室内等 
で絶対に行なわないこと。 



バッテリの接続 

籲分解.整備で バッ テリ端子を外すときは，必ずマイナス ㊀ 端 
子から外すこと。 

籲バッテリに端子を接続するときは，ブラス ㊉ 端子から接続す 
ること。 

•ハへ ソテリのターミナルが腐蝕しているときは， バッ テリを外 
し，ターミナルへぬるま湯をかけワイヤブラシで磨くこと。 
♦端子の接続が終ったら薄くグリスを塗布すること。 



•プラス ㊉ 端子にカバーをかぶせること。 


バツテリ液の取扱い 

•バッテリ液が車体及び人体に掛からないよう細心の注意をす 
ること。 

籲バッテリ液が皮膚，衣服，車体等に付着した場合は，直ちに 
多量の水で洗い流すこと。付着したままだとやけど，衣服の 
穴明き，塗装のはがれ等を起こす場合があります。 

春目に入った場合は直ちに多量の水で充分に洗い流し医師の治 
療を受けること。 

籲バッテリ液が地面にこぼれた場合は，多量の水で洗い流すか， 

消石灰，重炭酸ソーダ等で中和させる。 


ポケットテスタの使い方 

•テスタ内部の焼損の原因となるので，プローブの ㊉ ， ㊀ を間 
違えないこと。 

籲電圧，電流値がわからないときは，高いレンジから測定する 
こと。 

• 抵抗を測定する前や抵抗のレンジを変えたときは，その都度 
0 Q 調整を行うこと。 

春電圧がかかっているところを抵抗レンジで測定すると，テス 
夕内部を焼損させることがある。電圧がかかっていないこと 
を確認してから抵抗を測定すること。 

參テスタ使用後はスイッチを OFF の位置にすること。もし OFF 
のないテスタの場合は AC の最高電圧レンジにすること。 
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電裝 電装部品配置箇所 



電裝部品配置箇所 

① バッテリ 

② スタータリレー 

③ ヒューズ 

④ イグニ ッシヨン コイル 

⑤ サイドスタンドダイオード 

⑥ サイドスタンドリレー 

⑦ レギュレートレ クチ ファ イヤ 

⑧ サイドスタンドスイッチ 

⑨ CDI ュニット 

⑩ ターンシグナルリレー 
⑪ニュ ートラルスイツチ 
⑫マグネト 

⑬ スタータモータ 
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充電装置 電装 


充電裝置 

バッテリのリーク電流の点検 

籲イグニ ッション スイ ッチ を OFF にする0 
•パ'ッテリの ㊀ リードワイヤを外す0 

•パ、ッテリの ㊀ 端子とリードワイヤ間に図のようにテスタのミ 
リアンペア計を接続し，規定以上に針が振れれば回路中にシ 
ョート箇所があると判断する。 

1 mA 以下 



王意| 

• 電流計を接続するときは，リーク電流が大きい場合があ 
るので，最初は高いレンジにすること0 
• 電流測定中，イグニツシヨンスイツチを ON にしないこ 
と0 

參電流計を見ながら，カプラコネクタを外してゆき，ショート 
している箇所を探す。 


レギュレートレクチファイアの点検 

•ジェネレータのリードワイヤのカブラを外す。 

鲁テスタで下表のリードワイヤ間の抵抗を xKQ レンジで測定 


する。 


単位 ： KQ 



•⑺は指針が振れない状態， ON は指針が振れる状態を示す。 
•() 内の抵抗値は参考値です。 




レクチファイヤにはトランジスタ，ダイオード及びサイリスタ 
等が使われているので，テスタの種類によつて抵抗値が異なる 
ことがある。 
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電裝 充電装置 


バッテリ充電電圧の点検 

❿レフトフレームカバーを外す。 

•エンジンを始動させ，ディマスイッチを HI にして5000 rpm を 
保っ。 

•この状態でバッテリの ㊉ 端子と ㊀ 端子間の電圧を測定する。 
春もしこの時の電圧が規定値の範囲を外れていたら，ジヱネレ 
一夕及びレクチファイヤを点検する。 


13.0〜16.0 V /5000 rpm 




バツテリ充電電圧は，バッテリが満充電のとき測定すること。 


ステータコイルの導通の点検 

•ボケットテスタを使って，カプラ①の各端子間に導通がある 
か点検する。 

•リードワイヤとアース間に導通がないか点検する。 

籲もし端子間に導通がなかったり，アース間に導通がある場合 
は，ジヱネレータステータを点検する。 


ステータコイル抵抗値 

端子 

導通の有無 

測定レンジ 

黄の各端子間 

有 (0.7 〜 1.2 ⑴ 

X 1 Q 


() 内は参考値 




ピックアップコイルの点検 

•ボケットテスタを使って，カプラ②の各端子間の抵抗値を測 
定する。 



ゴックアップコイル抵抗値 

端子 

抵抗値 

測定レンジ 

緑 ㈠ 青 

400 〜 620 Q 

X 100 Q 

黄一白 

0.1 〜 0.2 Q 

X 1 Q 


「么> 王意丨 

テスタにより多少抵抗値が異なるので注意すること。 
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始動装置 電装 


① 〇リング 

② 〇リング 

③ フロントブラケツ 

④ アーマチュア 

⑤ ヨーク 

⑥ ブラシホルダ 

⑦ リヤブラケット 



ブラシの点検 

春ブラシ①の異常摩耗，割れ，ホルダ内の動きについて点検す 
る。 

•もし異常がある場合はブラシを新品に交換する。 



始動装置 

スタータモータ 
スタータモータの 取外し 

•スタータモータのリード 線を外す。 

•スター タ モータ 締付ボルト を 外して スター タ モータを 外す。 



スタータモータの 点検 
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電裝 始動装置 


アーマチュアの点検 

春コン ミュテ ータの表面に 変色，異常摩耗がないか点検する。 

春もし異常摩耗している場合はアーマチュアを交換する。 
変色している場合は#400のサンドペーパーで磨いたあと乾 
いた布で清掃する。 



アーマチユアコイルの点検 

• 各セグメント間に導通があるか点検する。 

•各セグメントとアーマチュアシャフト間に導通がないか点検 
する。 

•もし，セグメント間に導通がなかったり，セグメントとシャ 
フ ト間に導通がある場合は アーマチュアを 交換する。 



オイルシールの点検 

ブラケットの軸受部のオイル シールに 傷がないか点検する。 
もし傷がある場合はブラケットを交換する。 



スタータモータの組立て 

スタータモータの組立ては分解の逆の順序で行なうが，次の点 
に注意すること。 

王意丨 

〇リング類はモータ内部へのオイルや水の侵入を防ぐため， 
新品に交換すること0 


籲ブラケットのオイルシール及び軸受部にはスズキスーパグリ 
ス” A " を塗布すること。 

^0 H スズキスーパグリス 、、 A " 

春コン ミ ュテータエン ド フレームの 軸受部には少量のモリ ペー 
ストを塗布すること。 

/ fen スズキモリペースト 



























始動装置 電装 


• ヨーク ①は磁石側@ が ギヤ側に向くように組み付ける。 

• ロアー ブラケット②， ヨーク ①，アツパブラケット③の刻 線 


を合わせて組み付ける。 




スター タリ レーの 点検 

♦シートと フレームカバーを 取り外す。 （6 -1 ページ 参照） 
•スター タリ レーカバ、一を 取り外す〇 

•スタータモータのリード 線と バッテリのリード 線を スタータ 
リレーから取り外す。スタータリレーは左フレームカバーの 
後ろに位置している。 

•スタータリレーからリード線カプラを取り外す。 


•①， ②の 端子間に 12 V の 電圧をかけ， ㊉ と ㊀ の 端子間に導通が 
あるか点検する。このとき、、カチッ"と音がし，導通があれ 
ばリレーのコイルは 正常である。 

_テスタ測定レンジ： X 1 Q レンジ 
王意1 

リレーコイルの焼損を防ぐため5秒以上電圧をかけないこ 
と。 



籲スタータリレーのコイルの抵抗値を測定する。 
_テスタ測定レンジ： X 1 Q レンジ 


スター タリ レーの 抵抗値 
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電装 始動装置 


ニュートラルスイッチの点検 

•ニュートラルスイッチのリードカプラを外す。 

春トランスミッションをニュートラルにしたとき，リード線 
(青）とアース間に導通があるか点検する。 

♦導通がない場合はニュートラルスイッチを分解点検する。 



サイドスタンドダイオードの点検 

•ダイオード@を外す。 

•ダイオードの①と②の端子間に導通があるか，図のようにテ 
スタのプローブを入れ替えて2方向を点検し，1方向のみ導 
通があれば正常である。 

♦同じ方法で②と③の端子間の導通についても点検する。 




サイドスタンドスイッチの点検 

春サイドスタンドスイッチのリードカプラを外す。 

春リード線の緑と黒/白間の導通を点検する。 

春サイドスタンドが上がっているとき（スイッチを押す）に導 
通があるか確認する。 

春サイドスタンドが上がっているときに導通がない場合，また 
はサイドスタンドが下がっているときに導通がある場合はス 
イッチを交換する。 

•サイドスタンドスイッチ内のダイオードの点検は，スイッチ 
を押した状態で一方向に導通があり，逆方向に導通がないか 
確認する。 




サイドスタンドリ レーの 点検 

•ポケットテスタで①，②に導通がないか点検する。もし導通 
がある場合はリレーを交換する0 
•次に③に ㊉ ，④に ㊀ の 12 V のバッテリ電圧をかけたとき，①， 
②間に導通があるか点検する。もし導通がない場合はリレー 
を交換する。 
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点火装置 電装 


点火装置 

イグ ニッシヨンコイルの 点検 
(エレクトロ テスタによる点検） 

參イグニッシヨンコイルを外す。 

春ハイテンシヨンコードとその結合部及びコイル本体に損傷が 
ないか点検する。 

•エレクトロ テスタの3針のすき間が 8 mm になっているか確認 
する。 

籲テスタのリード線を右図のように接続する。 

•エレクトロテスタのノブを " IG . COIL ” に セットする。 

籲これらの点検で火花が出ないか，火花の色がオレンジ色の場 
合はイグニッシヨンコイルを交換する。 

エレクトロテスタ： 09900 — 28108 


△注意 


• 外部にリークしないよう十分に注意する。 

• 飛火性能点検時，プローブの金属部に触れると感電する 
ことがあるので注意すること0 



王意丨 

エレクトロテスタ使用時は，テスタ付属の説明書に従って 
取り扱うこと。 


イグニッシヨンコイルの点検 
(ポケットテスタによる点検） 

春ハイテンション コード及びコイ ルボ デ ーの 劣化，亀裂等の損 
傷がないか点検する。 

•スパークプラグキャップについても亀裂等の点検をする。 
♦ボケットテスタを用いて1次，2次コイルの抵抗値を測定す 
る。 



ンコイル抵抗値 


次側 


0.35〜0.48 Q 


測定レンジ X1 Q 


2次側 


15.44〜17.36 KQ 


測定レンジ XKQ 


㊀ 


0 



1 

© 
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電装 点火装置 


CDI ユニッ トの点検 

籲 CDI ユニットのカプラを外す。 

籲ポヶットテスタで端子間抵抗を測定する。 

「也)王意1 

•テスタにより多少数値が異なるので注意すること0 
•テスタによる測定は低電圧のためチ I ックが良好でも判 
断できない故障もあるので注意すること0 
• 測定レンジは X 1 kQ で行なうこと0 



端子配列図 


5 6 


2 




単位 ： KQ 


； 4^* "I テスタ 相 



1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 


1 

\ 

ON 

0 

ON 

5.5-22 

ON 

11-50 

oo 

ON 

2.8-14 

ON 

0 

ON 

0 

ON 

60 〜 400 

ON 
300 〜〇〇 

ON 

35 〜 500 

ON 

3.6-16 

2 

ON 

0 

\ 

ON 

5.5~22 

ON 

11 〜 50 

oo 

ON 

2.8-14 

ON 

0 

ON 

0 

ON 

60-400 

ON 
300 〜 00 

ON 

35 〜 500 

ON 

3.6-16 

3 

ON 

5.5~22 

ON 

5.5~22 

\ 

ON 

20 〜 90 

oo 

ON 

9.5-40 

ON 

5.5~22 

ON 

5.5-22 

ON 

60 〜 400 

ON 
300 〜〇〇 

ON 

50 〜 500 

ON 

14 〜 60 

4 

ON 

17〜80 

ON 

17 〜 80 

ON 

26 〜 150 

\ 

oo 

ON 

17 〜 80 

ON 

17 〜 80 

ON 

17 〜 80 

ON 

80 〜 500 

ON 

300〜 oo 

ON 

90 〜 oo 

ON 

40 〜 400 

ス 

5 

〇〇 

00 

oo 

oo 

\ 

oo 

oo 

oo 

oo 

00 

00 

oo 

夕 

6 

ON 

4.2-18 

ON 
4.2 〜 18 

ON 

10 〜 40 

ON 

20 〜 80 

oo 

\ 

ON 

4.2-18 

ON 

4.2-18 

ON 

60 〜 400 

ON 
300 〜〇〇 

ON 

50-500 

ON 

10 〜 50 

棒 

7 

ON 

0 

ON 

0 

ON 

5.5~22 

ON 

11 〜 50 

oo 

ON 

2.8-14 

\ 

ON 

0-0.6 

ON 

60 〜 400 

ON 

300 〜〇〇 

ON 

35 〜 500 

ON 

3.6-16 

I 
、 ， 

8 

ON 

0 

ON 

0 

ON 

5.5-22 

ON 

11 〜 50 

oo 

ON 

2.8-14 

ON 
〇〜 0.6 

\ 

ON 

60 〜 400 

ON 
300 〜〇〇 

ON 

35 〜 500 

ON 

3.6-16 

㊀ 

9 

ON 
1.8-7.5 

ON 
1.8-7.5 

ON 

10 〜 45 

ON 

26 〜 200 

00 

ON 

8 〜 35 

ON 
1.8 〜 7.5 

ON 
1.8 〜 7.5 

\ 

ON 
300 〜〇〇 

ON 

80 〜〇〇 

ON 

12 〜 80 


10 

ON 

2.6-11 

ON 

2.6-11 

ON 

12 〜 50 

ON 

28 〜 300 

oo 

ON 

9.5-40 

ON 

2.6-11 

ON 

2.6-11 

ON 

80 〜 500 

\ 

ON 

90 〜〇〇 

ON 

16 〜 200 

11 

oo 

00 

oo 

oo 

oo 

oo 

oo 

oo 

oo 

oo 


00 

12 

ON 

14 〜 60 

ON 

14 〜 60 

ON 

24 〜100 

ON 

50 〜 500 

oo 

ON 

11 〜 50 

ON 

0-50 

ON 
〇 〜 50 

ON 

60 〜 400 

ON 
300 〜〇〇 

ON 

25 〜〇〇 



• ON :針が振れる。数値は参考値です。 00 •• 針が振れない。 

籲コンデンサの影響で針が大きく振れて戻る所があります。安定した所で測定すること。 
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スイッチ類，ターンシグナル 


電装 


ターンシグナルリレーの点検 

• ターンシグナル ラ ンプのバルブが 切れて いない か点検する。 
•ターンシグナルリ レーの カプラを 外し， ランプ 回路に ㊉ 電源 
を入れて バルブの 点灯を確認する。 

籲上記要領で異常がない場合は，リレーを交換する又は，コネ 
クタの接触を点検する。 



スイッチ関係 
各種スイッチ類の点検 

春各スイッチごとに，リード線間の導通の有無を測定する。 

• 各点検表の 〇 —〇を表示した端子間に導通があり，他の端子 
間には導通がなければ正常。 

春外部損傷やリード線の損傷についても，目視で点検する。 
•特に指定の ない 限りテスタは X 1 Q の レンジを 用いる。 




黒青 

黒白 

ON 

〇- 

-〇 

OFF 







若葉 

空 

里 

L 


〇 - 

——〇 

- 




R 

〇—— 

——0 



スタータスイッ 

チ 


橙白 

黄緑 

ON (押す） 

〇 - 

- 0 

OFF (放す) 





里 


若葉 

OFF 




ON 

D 

r \ 

r>i 





ントブレーキスイッチ 



橙 

黒/冃 

OFF 



ON 

〇- 

-〇 
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電装 ランプ/メータ 


点検くランプ/メータ〉 

へッドランプバルブの交換 

修ソケット及びブーツ①を外す。 

♦ストッパを外しバルブ②を外す。 



テール/ブレーキランプ • ライセンスランプ 
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ランプ/メータ 電装 


スピードメータアッシ 



ターンシグナルランプ 
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電装 バッテリ 


バッテリ 

バッテリ取扱いの注意 

バッテリは，弓 I 火性ガスを発生しますので取扱いを誤ると爆発や大けがをすることがありますので一般的な 
注意の他，次に述べる事柄を特に注意してください。 

•ショートやスパーク及び火気を近^^けることは絶対にしないでください。 

籲充電作業は通風がよく広い場所で行ない，閉めきった室内等で絶対に行なわないでください。 


バッテリ液の取扱い注意 

♦バッテリ液が車体及び人体にかからないよう細心の注意をしてください。 

籲バッテリ液が皮膚，衣服，車体等に付着した場合は，直ちに多量の水で洗い流してください。 

付着したままですと，やけど，衣服の穴開き，塗装のはがれ等を起こす場合があります。 

♦目に入った場合は直ちに多量の水で充分に洗い流し，医師の治療を受けてください。 

鲁バッテリ液が地面にこぼれた場合は多量の水で洗い流すか，消石灰，重炭酸ソーダ等で中和します。 


メンテナンスフリーバツテリの取扱い注意 

♦バッテリは完全即用式ですので使用直前まで注入口を密閉し 
ているアルミシールをはがさないで下さい。 

♦専用電解液以外は絶対に使用しないでください。 

拳電解液注入の際には必ず規定容量（電解液容器の分量だけ） 
の電解液を使用してください。 

«—度電解液を充填したら絶対に密封栓をはがさないでくださ 

い0 



癱バッテリ液充塡要領 

① バッテリを水平な所に置き「封ロシール」を取り除く。 

② 電解液容器から，カバー兼密封栓(バッテリの栓に使用する） 
を取り出す。 

I ] 


シール部をはがしたり，銳利な物で穴をあけないこと0 
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バッテリ 電装 


③電池への注液 

電解液容器を逆さにし，6箇所のシール部を注液口に垂直に 
あてて，シールを破る様一度に強く押し込むと6箇所より泡 
が出て注液が始まる。 


王意 


電解液容器を斜めに押し込むと注液ができないことがある。 

④注液く 

6箇戶 

状態つ 

きれたことの確認 

斤それぞれから泡が出ていることを確認し，そのままの 

?20分間以上放置する。 

1 

△注意 

もし，泡の出ていない所があれば（容器は取り外さない） 

容器の底を軽く 2〜3度たたくとよい。 


⑤液容器の取外し 

注液が完全に行なわれたら，容器の底をたたいて液切りを行 
ない静かに空容器を抜く。 

「么;王意1 

空容器を力強く引き拔くと残り液が飛散する場合があるの 
で，ゆっくりと静かに引き抜く。液が漏れた場合はきれい 
に拭き取ること。 


⑥密封栓の取付け 

カバ'一兼密封栓を注入口へ完全にはめ込む。（密封栓がバッテ 
リ上面と同じ高さになるまで押し込む。） 

補充電 

即用式バッテリで製造後2年以上経過したもの，または高温 
の条件下で保存されていたものは，上ぶたに表示されている 
条件で，次の要領にしたがって補充電をしてください。 

嫌補充電要領 

•バッテリが放電してしまった場合は規定の電流及び電圧で 
補充電を行なう。 

• 右記以外の補充電は行なわないでください。 

• 補充電時にも止めせんは絶対に外さないでください。 

•補充電を行なうときは，バッテリ単体（バッテリ端子のリ 
ード線を取り外した状態）で行なってください。 

王意1 

• 通常は普通充電で行なうこと0 
• 火気厳禁です。 


參充電完了後は，水洗いを行ない，乾いたウェスで拭き取る。 









標準 0.5 AX 5 時間 


急速 5 AX 30 分間 
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電装 バッテリ 


バッテリの脱着 

籲シートを外す。 

•レフトフレームカバー①を 外す。 
•エアークリーナカバー②を外す。 


春パ' ッテリ ㊀ リード線③を先に外す0 
•バッテリ ㊉ リード線④を外す0 
籲バッテリを外す0 


組み立ては，取り外しの逆の手順で行なう。 
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整備資料 特殊工具 


特殊工具一覧 



エ具 

品番 • 品名 

用 途 

\ 

09913 — 50121 

オイルシールリム 

ー ノ< 

オイルシールの取 

り外しに使用 


09900 — 28108 

エレクトロテスタ 

コイルテスト， 

CDI ユニットテス 

卜，電圧，電流， 

抵抗値の測定 

\ 

09910-20116 

コンロッドストツ 

パ 

クランクシャフト 

の回り止めに使用 

% 

09930—11920 

トルクスビット 

エキゾストパイプ 

クランプボルトに 

使用 


09924—84521 

ベアリングインス 

卜ーラセット 

ベアリングの圧入 

に使用 


09910—32812 

クランクシャフ ト 

インストーラ 

クランクシャフト 

をケ ー スに組み込 

む工具 


09915-64510 

コンフ°レツシヨン 

ゲージ 

燃焼室の圧縮圧力 

の測定 

5 

09915 — 63310 

コンフ°レツシヨン 

ゲージアダプタ 

コンプレッシヨン 

ゲージと 共に使用 


09915-74510 

オイルプレッシャ 

ゲージセット 

エンジン油圧の 測 

定〇〜 3 kg / cm 2 































特殊工具 整備資料 


工具 

品番•品名 

用 途 


09930—31920 

口一タリムー ノべ 

セット 

ジェネ レータロー 

夕の取外しに使用 


09925 — 98221 

ベアリングインス 

トーラ 

ベアリング•オイ 

ルシールの脱着 


09940—14911 

ステアリングソケ 

ットレンチ 

ステアリングステ 

ムナットを締める 

時に使用 


09940—14960 

ステアリングステ 

ムナットソケット 

09940—14911と共 

に使用 

\ 

09913 — 75821 

ベアリングインス 

トーラ 

ベアリング•オイ 

ルシールの脱着 

© 

09940 — 52860 

フロントフォーク 

オイルシールイン 

ストーラセット 

フロントフォーク 

のオイルシールを 

打ち込む時に使用 

\ 

09941 — 34513 

ステアリングレー 
ス&スイングアー 
ムべアリングイン 
ストーラ 

ベアリングの圧入 

に使用 


09941-50111 

ホイールべアリン 

グリムーバ 

ホイールべアリン 

グの取外し 

% 

09941 — 54911 

ベアリングアウタ 

レースリムーバ 

ベアリングレース 

の取外しに使用 


エ具 

品番•品名 

用 途 


09916—14510 

09916-14530 

パ'ルブリフタ& 

アタッチメント 

インレツト/エキ 

ゾストバルブの 

脱着 

V 

09916-84511 

ピンセット 

細かい部分をはさ 

むときに使用 


09920 -53740 

クラッチスリーブ 

ハブホルダ 

クラッチスリーブ 

ハブの回り止め 


09923—73210 

ベアリングリムー 

バ 

ベアリング，オイ 

ルシールの取外し 

%) 1 

09913—75510 

ベアリングインス 

トーラ 

ベアリングの圧入 


09910 -34510 

ビストンピンプー 

ラ 

ピストンピンの取 

外しに使用 

\ 

09921 — 20210 

ベアリングリムー 

ノ < 

ベアリング • オイ 

ルシールの取外し 


09911 — 11310 

クランクシャフト 

インストーラ 

アタッチメント 

クランクシャフト 

インストーラと共 

に使用 

\ 

09930—30102 

スライディングシ 

ャフト 

ベアリング，オイ 

ルシール，リムー 

バと共に使用 


8-2 






























整備資料 特殊工具 


エ具 

品番 • 品名 

用 途 

\ 

09941 —74910 

ステアリングベア 

リングインストー 

ラ 

ステアリングステ 

ムべ アリ ングを 打 

ち込む時に使用 

\ 

09943 -74111 

フロントフォーク 

オイルレベルゲー 

フロントフォーク 

のオイル量を調整 

する時に使用 

\ 

09922 — 55131 

ベアリングインス 

トーラ 

ベアリング•オイ 

ルシールの脱着 

X 

09916 — 10911 

バルブラッパセッ 

卜 

パ V レブとバルブシ 

ートのあたり面を 

均一にする 

\ 

09925—18010 

ベアリングインス 

トーラ 

ステアリングベア 

リングの圧入 


09913 — 75821 

ベアリングインス 

トーラ 

ベアリング•オイ 

ルシールの脱着 

% 

09913 — 76010 

ベアリングインス 

トーラ 

ベアリングの圧入 

QZ 

09913 — 14541 

フユーエルレベル 

ゲージセット 

キャブレータ内の 

油面高さ測定工具 

A 

09914 — 25811 

T タイプへキサゴ 

ンレンチ 

ヘキサゴンボルト 

の脱着 
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締付トルク 整備資料 


締付トルク 


エンジン 


項 目 


N.m 

{ kgf * m } 

シリンダへッドカバーボルト 


14 

1.4 

カムシャフトジャーナルホルダボルト 


10 

1.0 

シリンダヘッドボルト 

10 mm 


42 

4.3 

6 mm 


10 

1.0 

シリンダナット • ボルト 


10 

1.0 

シリンダへッドサイドフヱイスボルト 


14 

1.4 

ジェネレータロータナット 


120 

12.2 

クランクバ'ランサナット 


50 

5.1 

プライマリドライブギヤナット 


70 

7.1 

クラッチスリーブハブナット 


69 

7.0 

エンジンオイルドレンプラグ 


21 

2.1 

エンジン側マウンテイングボルト 

10 mm 


88 

9.0 

8 mm 


41 

4.2 

エキゾストパイプボルト 


23 

2.3 

マフラクランプボルト 


23 

2.3 

スタータクラッチボルト 


25 

2.6 

カムチェーンテンショナアジャストボルト 


10 

1.0 

クランクケースボルト 6 mm 


11 

1.1 

油圧測定用プラグ 


23 

2.3 

オイルフィルタキャップボルト 


10 

1.0 

クラッチスプリングセットボルト 


10 

1.0 

クラッチカノ s ' — ボルト 


10 

1.0 

オイルパイプユニオンボルト 


23 

2.3 


車体 


項 目 


N*m 

{ kgf . m } 

フロントアクスル 


65 

6.6 

フロントフォークア ッハ 。クランフ。ボルト 


26 

2.7 

フロントアクスルストッパナット 


12 

1.2 

ブレーキホースボルト 


23 

2.3 

フロントキャリパマウンテイングボルト 


26 

2.7 

フロントフォークロアクラン'/ボルト 


26 

2.7 

キャリパブリーダ 


7.5 

0.77 

フロントデイスクスクリュ 


8.5 

0.87 
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整備資料 締付トルク 


項 目 


N # m 

{kgf.m} 

リヤディスクボルト 


23 

2.3 

マスタシリンダマウンティングボルト 

フロント 

10 

1.0 

リヤ 

10 

1.0 

ステアリングステムへッドボルト 


90 

9.2 

ハンドルバークラン *7° ボルト 


26 

2.7 

スイングアームピボットナット 


77 

7.8 

フロントフートレストボルト 


55 

5.6 

リヤシヨックアブソーバボルト 

アッパ 

55 

5.6 

ロアー 

55 

5.6 

リヤアクスルナット 


110 

11.2 

リヤスプロケットナット 


23 

2.3 

リヤブレーキロッドロックナット 


18 

1.8 

リヤブレーキペダルボルト 


23 

2.3 


上記以外の締付箇所は下表の標準締付トルクに従うこと。 


標準締付トルク 

単位: N.m { kgf * m } 


ねじ径 （mm) 

一般ボルト 

強カボルト 

，ル ト ㊀ 曾 

4 

1.5 {0.15} 

2.3 {0.23} 

6 

5.4 {0.55} 

10 {1.0} 

8 

13 {1.3} 

23 {2.3} 

強ヵ ボルト 

10 

28 {2.9} 

49 {5.0} 


12 

44 {4.5} 

83 {8.5} 

ri n 
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電気配線図 


整備資料 


電気配線図 
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整備資料 


組立要領図 


ワイヤ ハーネス 組立図 


クランプ 



リヤターンシグナル（右） 

ライセンスランプのリード線クランプ 


サイドスタンドスイッチ 

ニュートラルスイッチのリード線クランプ 


ワイヤリング ハーネス 


結線後，ヘッドランプカバー内に 
収納すること。 



マグネト•ストップ 
ランプスイッチの 
リード線クランプ 


リヤターンシグナル（左） 

リヤコンビネーションランブ 
のリード線クランプ 


ワイヤリングハーネス 
スロットルケーブルのクランプ 




ライセンスランプのクランプ 



スター タリ レー 及び フュー ズ 
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組立要領図 


整備資料 


ケーブル組立図 
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整備資料 


組立要領図 



フ 
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組立要領図 


整備資料 


リヤ ブレーキホース 組図 



8-10 





















整備資料 


組立要領図 



エアベントホースは 
アース 線とクラッチケーブル 
の間を通すこと。 


クラッチケーブル 


才ーバフロ ーホースはア_ス線の 
左側を通すこと。 


キヤブレータエアベントホース 組立図 




アウトレツトチューブクランプ 
締付位置 


締付位置 



才ーバフローホース • エアベン 
ホースは，フレームのエンジ： 
懸架プレートの間を通すこと c 
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スピード メータ ケーブル組立図 


組立要領図 


整備資料 



サイドスタンドスプリング組立図 
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整備資料 整備データ 


整備 データ 


バルブ+バルブガイド 


単位 ： mm 


_項 

バルブ径 


バルブリフト 


巨 


標 

IN . _ 

EX . _ 

IN . 

EX . 


準 値 

^28.5 

025 

7.8 

7.8 


夕ぺットクリアランス（冷機時) 


バルブとバルブガイドのガタ 


バルブガイドの内径 
バルブステムの外径 


バルブステムの振れ 

バルブシー ト面のあたり幅 


バルブへッドの振れ 

パ'ルブスプリングの自由長 

( IN .& EX .) 


バルブスプリングの荷重 
( IN .& EX .) 


IN . 

EX . 

— IN . — 

EX . 

IN .& EX . 
IN . — 

EX . 

IN .& EX . 

IN . 

EX . 

IN .& EX . 
インナ 

アウタ 


インナ 


0.10〜0.20 

0.20〜0.30 


4.500 〜 4.512 
4.475〜4.490 
4.455 〜4.470 


1.0 

〇 


_40.17 _ 

42.22 

53 {5.4} N { kgf } 

(バルブスプリング長さ29.85 mm の時) 


アウタ 


143.2 {14.6} N { kgf } 

(バルブスプリング長さ 33.35 刪の時) 


使用限度 


0.35 

0.35 


0.05 


0.03 

38.6 

40.6 


カムシャフト+シリンダヘッド 単位 ： mm 


項 目 

標 準 値 

使用限度 

カムの高さ 

IN . 

35.82 〜 35.86 

35.52 

EX . 

35.22 〜 35.26 

34.92 

カムシャフトジャーナルのオイルクリアランス 

IN .& EX . 

0.032 〜 0.066 

0.150 

カムシャフトジャーナルホルダの内径 

IN .& EX . 

22.012 〜 22.025 


カムシャフトジャーナルの外径 

IN .& EX . 

21.959 〜 21.980 


カムシャフトの振れ 

IN .& EX . 


0.08 

カムチェーンの 20 ピッチ間の長さ 


128.9 

シリンダへッドの歪み 


0.05 

シリンダへッドカバーの歪み 


0.05 
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整備データ 整備資料 


シリンダ+ピストン+ビストンリング 


項 目 

標 準 値 

使用限度 

圧縮圧力 

1300 kPa {13 kg / cm 2 } 400 rpm 

910 kPa {9.1 kg / ctf } 

ピストンとシリンダのクリアランス 


0.120 

シリンダの内径 

73.000〜73.015 
(シリンダ上端より 20 mm 下） 

73.12 

ピストンの外径 

72.985〜73.000 
(ピストン下端より 15 mm 上） 

72.880 

シリンダ上面の歪み 


0.10 

ビストンリング自由合い口すき間 

1 st 

約 6.9 

5.5 

2 nd 

約 7.2 

5.8 

ビストンリング組付合い口すき間 

1 st 

0.1-0.3 

0.5 

2 nd 

0.35〜0.50 

1.0 

ビストンリングとリング溝のすき間 

1 st 


0.180 

2 nd 


0.150 

ピストンピン穴の内径 

19.002 〜 19.008 

19.030 

ピストンピンの外径 

18.996 〜19.000 

18.980 

ビストンリング溝の幅 

1 st 

1.01〜 1.03 


2 nd 

1.01〜1.03 


Oil 

2.01 〜 2.03 


ビストンリングの幅 

1 st 

0.97 〜0.99 


2 nd 

0.97 〜 0.99 



コンロッド+クランクシャフト 


項 目 

標準 値 

使用限度 

コンロッド小端の内径 

19.006〜 19.014 

19.040 

コンロッ ド大端のスラストクリアランス 

0 -0.55 

1.00 

コンロッド大端の幅 

19.95〜20.00 


クランクシャフトの振れ 


0.05 
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整備資料 整備データ 


オイルポンプ 


項 目 

標準 値 

使用限度 

オイルプレッシャ（油温 60° C ) 

49〜147 kPa {0.5-1. 5 kg / cm 2 } 
(エンジン回転数3,0001 ' pm ) 



クフツナ 単位 ： mm 


項 目 

標 準 値 

使用限度 

クラッチレバーの遊び 

10〜15 


ドリブンプレートの厚さ 

1.6 


ドライブプレート No . l の厚さ 

2.92〜3.08 (6 枚) 

2.6 

ドライブプレート No . 2の厚さ 

2.92〜 3. 08 (1 枚） 

2.6 

ドリブンプレートの歪み 


0.1 

クラッチスプリングの自由長 

41 

40.0 

プライマリバックラッシュ 

0.020 



トランス ミッション +ドライブチエーン 


単位：關（ギヤレシオを除く） 


項 


目 


標 準 値 


使用限度 


ベ欠減速比 


3.190 


二次減速比 


3.000 


ギヤ比 


1 st 


2.416 


2 nd 


1.733 


3 rd 


1.333 


4 th 


1.111 


5 th 


0.952 


6 th 


0.826 


ドライブチェーンの張り（サイドスタンド使用時) 


20〜40 


ギヤシフトフォークと溝のすき間 


No . 1，2 & 3 


0.1 〜 0.3 


0.5 


ギヤシフトフォークの溝の幅 


No . 1，2 & 3 


5.0-5. 1 


ギヤシフトフオークの爪の厚さ 


No . l , 2 & 3 


4. 8〜 4.9 


ドライ ブチェ ーン 


種類 


D . I . D . 520 V 2 


リンク数： 


108 


20ピッチの長さ 


317.5 


319.4 
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整備データ 整備資料 


キヤブレータ 単位 ： mm 


項 目 

諸 元 

キャブ レー タ型式 

TM 28 

メー ンボア径 

028 

キャブ レー タ判別刻印 

13 E 0 

アイドリング回転数 

1500 rpm 

油面 基準 （フロー トレベル） 

0 ±0.5 mm 

メインジヱット （ M . JL ) 

#115 

メイン ェアージェット （ M.A J .) 

cf > 2.0 

ジェットニードル （ J . N .) 

6 FN 84-3 

二ードルジヱット （ N . J .) 

P — 6 (649) 

ノヽ 。イロットジェット ( P . J .) 

#47.5 

バイパス （ B . P .) 

40.8 

パイロツトアウトレツト ( P . O .) 

00.6 

バルブシート （ V . S .) 

^1.8 

スタータジヱット （ G . S .) 

#35 

ピストンバルブ ( C . A .) 

#1.5 

パイロットェアージヱット ( P . A . J .) 

1.3 

スロットルケーブルの遊び 

2 〜 4 (グリップ回転量） mm 

パイロットスクリュ （ P . S .) 

マスタ合わせ （約 1 %回転戻し） 


エレクトリツク 単位：麵 


項 目 

諸 元 

備 考 

点火時期 

7/1500 BTDC/rpm 


スパークプラグ 

形式 

NGK : CR 8 E , CR 9 E , CR 10 E 
ND ： U 24 ESR - N , U 27 ESR - N , U 31 ESR-N 


点火すきま 

0.7 〜 0.8 


飛火性能 

8 mm 以上 


ピックアップコイルの抵抗値 

400〜620 

テスタレンジ： 

( X 100 Q ) 

エキサイタコイルの抵抗値 

0.1-0.2 

テスタレンジ： 

( X 1 Q ) 

イグニッシヨンコイルの抵抗値 

1 次側 

0.35 〜 0.48 Q 

テスタレンジ： 

( X 1 Q ) 

2次側 

15-18 kQ 

テスタレンジ： 

( XlkQ ) 

ステ ータ コイル抵抗値 

0.7 〜 1.2 


バッテリ 

型 式 

FTX 5 L-BS 


容 量 

4 AH (10) 


電解液比重 

1.32 


充電％* Q ： 

13〜 16 V (エンジン回転5000卬 m ) 


スタータリレーの抵抗値 

3 〜 5 Q 


ヒュース 

MAIN 

30 A 
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整備資料 整備データ 


ワット数 []±意1指定バルブ（ワット数)以外は使用しないこと。 


項 目 

諸 元 

へッドランプ 

HI 

36.5 

L 0 

35 

テール/ストップランプバルブ 

5/21 

ターンシグナルランプバルブ 

15 X 4 

スピードメー タランプバルブ 

3 

ターンシグナルパイロットランプバルブ 

2 

ハイビームパイロットランプバルブ 

2 

ニュー トラルパイロットランプバルブ 

2 

ライセンスランプバルブ 

5 


ブレーキ+ホイール 


卓位 ： mm 


項 目 

標 準 値 

使用限度 

フロントブレーキレバーの遊び 

レバー先端 5 〜 20 

フロン ト ブレーキレバー アジャスタ 

レバー先端遊び 1 〜 5 

リヤブレーキペダルの高さ 

0〜10 

— 

リヤブレーキペダルの遊び 

5 〜 15 

ブレーキ パッ ドの厚さ 


摩耗限度線まで 


摩耗限度線まで 

ブレーキディスクプレートの厚さ 

前輪 

3.5 

3.0 

後輪 

4.0 

3.5 

ブレーキディスクフ。レートの振れ 


0.3 

マスタシリンダの内径 

前輪 

12.700 〜 12.743 

12.755 

後輪 

14.000 〜 14.043 

14.055 

マスタシリンダピストンの外径 

前輪 

12.657 〜 12.684 

12.645 

後輪 

13.957〜 13.984 

13.945 

ブレーキキャリパシリンダの内径 

前輪 

27.00 〜 27.05 

27.06 

後輪 

30.23 〜 30.28 

30.29 

ブレーキキャリパピストンの外径 

前輪 

26.93 〜 26.95 

26.90 

後輪 

30.16 〜 30.18 

30.13 

ホイールリムの振れ 

前後 

横•縦 


2 

前後 

横•縦 


2 

アクスルシャフトの振れ 

前輪 


0.25 

後輪 


0.25 

タイヤサイズ 

前輪 

80/100-2151 P 

後輪 

110/90-18 61 P /4.60-18 63 P 

タイヤの種類 

前輪 

ダンロ ップ/ブリ ヂストン 

後輪 

ダンロツプ/ブリヂストン 

タイャ摩耗限度 

() 内は推奨値 

前輪 


0.8 (4.0) 

後輪 


0.8 (4.0) 
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整備データ 整備資料 


タイヤの空気圧 kgf / cm 2 


走行前の空気圧 

前 輪 

後 輪 

1名乗車 

1.50 

1.50 

2名乗車 

1.50 

1.75 


サスペンション 単位：咖 


項 目 

標準値 

使用限度 

備 考 

フロントフォークストローク 

280 



フロントフォークスプリングの自由長 

465.2 

464.2 


フロントフォークオイルレべル 

(スプリング無し，最圧縮時，インナチューブ上端からの油面） 

135 



フロントフォークオイルの種類 

SS — 7 


フロントフォークのオイル量 

538 m £ 


フロントフォークインナチューブの外径 

043 



フロントフォークアウタチューブの内径 

044 



リヤホイールトラベル 

285 



スイングアームピボットシャフトの振れ 


0.25 



フューエル+エンジンオイル 


項 目 

諸 元 

備 考 

ガソリンの種類 

無鉛レギュラガソリン 


フューエル 

タンク 

リザーブを含む全容量 

10 £ 


リザーブ位置からの残童 

約2 . 5 H 


エンジンオイルの種類 

スズキエクスターオイル TYPE 04 


スズキエクスターオイルスーパデラックス 


エンジンオイル容量 

オイル交換時 

約1100 ^ 


オイルフィルタ 交換時 

- mi 


エンジン分解時 

約1600 nve 
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整備資料 トラブルシューテイング 


トラ ブルシュー テイ ング 


不調項目 


• 始動不能または始動困難-8 -19 

•速度が出ない，力が出ない-8 — 20 

•回転不良（低速）-8 -22 

•回転不良（高速）-8 -23 


考えられる原因 


始動不能またな始動困難 
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トラブルシューテイング 整備資料 



正 常 


圧縮圧力が弱い，または，ない 


再度始動要領に基づいて始動 
してみる 


A 


爆発の気配がない 


爆発の気配があるが始動しない 


スハ。ーク プラグを再度外して 
点検する 


A 


スパークプラグが乾いている 


スパークプラグが漏れている 


考えられる原因 


「タペットクリアランスのすき間がない 
バルブとシートのあたりが悪い 
ーシリンダとピストンリングの摩耗が大きい 
シリンダへッドガスケット部の圧縮漏れ 
ーバルブの焼き付き 
バ、ルブタイミング不良 

「エアー クリ ーナ 不良 
ーキャブレータ調整不良 
ーイン テーク パイプより エアー 吸い 
込み 

点火時期の大きな狂い 
しチョークを使用しすぎ 


「エアークリーナ目づまり 
I m キャブ レー タの オー バフ ロー 
u チョークを使用しすぎ 


速度が 出ない， 力が出ない 
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整備資料 トラブルシューテイング 


点検項 


考えられる原因 


加速走行する 


エンジン回転が上がる 


オイルを点検する 


オイル量は正常 


A 


エンジン回転が十分上がらない 


A 


オイル量は規定外 


—チョークを 戻していない 
ー エアー クリ ーナの 詰まり 
ーガソリンの吐出量不足 
マフラの詰まり 
ーガソリンがない 

—フューエルホース，フューエルフ 
ィルタの 詰まり 
ニードルバルブの 詰まり 

ーオイルが多過ぎる 
オイルが少な過ぎる 
しオイルが汚れている 


プラグを点検する 


変色及び汚れなし 




変色または汚れ有り 




プラグの熱価が合わな I 
掃除が悪い 


CDI ユニット， マグネトを点 
検する 




正 


常 


不 


良 


K 


マグネト不良 
CDI ュニット不良 


圧縮圧力を測定する 




正 


常 


圧縮圧力が弱い，または，ない 


タペットクリアランスの点検 




夕ぺットクリアランスの調整不良 
ーバルブシートのあたりが悪い 
シリンダとピストンリングの摩耗 
が大きい 
ーシリンダヘッドガスケットの圧漏れ 
バルブの焼き付き 
バルブタイミング不良 


タペットクリアランス正しい 


夕ぺットクリアランス正しくない一 ►Q 


.タペットクリアランスの調整不良 
ベルブシートの摩耗 


オイル潤滑状態を点検する 


J A 




よくない 


厂オイル通路の詰まり 
オイルジェットの詰まり 
しオイルスト レーナの 詰まり 
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トラブルシューテイング 整備資料 


点検項 


考えられる原因 



_回転不良(低速) 
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整備資料 トラブルシューテイング 



イン テーク パイプより エアー 

を吸い込んでないか点検する 


A 


吸い込んでいない 


吸い込んでいる 


考えられる原因 


厂 キャブレータク ランプ 締付不良 
イ ンテーク パイプの破損 
イ ンテーク パイプ取付不良 


キヤブレータのパイロットス 
クリユを調整する 


調整正しい 


同調調整を行なう 


同調正しい 




調整正しくない 


A 


同調正しくない 


k: 


ガスが薄い 
ガスが濃い 


—[ 


バルブシー ト摩耗 
タペットクリアランス不良 




* 回転不良（高速) 
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トラブルシューテイング 整備資料 



考えられる原因 


ベルブタイミングの点検 


A 


ベルブタイミング正しい 


ベルブタイミング正しくない 一 H 


•カム，ギヤ，カムチェーンの杏わ 
•せ位置が合っていない 


キャブレータの詰まり点検 


A 


詰まっていない 


詰まっている 


-掃除する 
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